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プロローグ









　濱はま中なかフーズは、大阪に本社を置く食品加工会社だ。主に液体調味料の調合と充填を行っており、食品メーカーをはじめ、外食産業、小売店などを顧客としている。

　そこで経理事務として働く尾お谷たに夏なつ生きは、会計ソフトを使って仕訳業務をし、処理済みの請求書や領収書などのファイリングを終えて、午後五時に退勤した。

「お先に失礼します」

「あ、尾谷さん、私も上がります」

　後輩の山やま本もとみなみが立ち上がり、連れ立って更衣室に向かう。

　大学卒業後に濱中フーズに入社して四年が経つが、毎日の仕事は代わり映えがしない。売上の入金や出入金確認、銀行での通帳記帳や取引伝票の起票と整理、経費精算処理など、専門性は高いものの慣れればどうということはなかった。

　会社は中小企業で、東京支社の人数は営業社員を含めて二十人とさほど多くはなく、事務は夏生と後輩の山本の二人だけで回している。二歳年下の彼女はいかにも今どきの女の子という雰囲気で、私服も可愛らしい。彼女はこのあと英会話教室の見学に行くらしく、夏生は制服を脱いで着替えながら感心して言った。

「みなみちゃん、英会話なんて興味あったの？　何だか意外だね」

「実はそんなにないんですけど、友達が英会話教室で商社マンと知り合って、トントン拍子に結婚が決まったんですよね。お相手はこのあと海外赴任の予定で、そのために英会話を習ってたんですって。それを聞いて私、『これだ』って思ったんです。合コンとかより自然に知り合えるし、しかもそういうところに通う人ってすっごく真面目そうじゃないですか。だから今回見学に行くのは、その友達みたいに将来有望な男性を捕まえるための、いわば婚活ですよ」

「ふーん、すごいね」

　山本は結婚願望が強く、合コンや婚活パーティーに頻繁に参加している肉食系だ。

　夏生がブラウスのボタンを留めていると、彼女がこちらを覗き込んで言った。

「よかったら尾谷さんもどうですか？　あ、でも、将来有望な男性がいても尾谷さんのほうに行っちゃうかもしれないですから、やっぱりナシです。行くなら別のスクールに行ってください」

「何なの、もう」

　自分で言い出しておきながらすぐに前言撤回する山本がおかしく、夏生が思わず噴き出すと、彼女は口を尖らせてこちらを見た。

「だって尾谷さん、モデルかって思うくらいにきれいじゃないですか。背が高くてスラッとしてて、髪も爪も手入れが行き届いてるし。あー、私ももう少し身長が欲しかったなあ。一五六センチしかないと、かなり子どもっぽく見えるんですよね」

　夏生は身長が一六七センチあり、よく容姿を褒められる。

　服装はベーシックなものを着回していて決して華美ではないが、道を歩けばチラチラ見られたり、ナンパをされるのは日常茶飯事だった。ロッカーの扉に付いている小さな鏡を見て髪を直しながら、夏生は笑って言う。

「わたしからしたら、みなみちゃんみたいに小柄な子ってすごく可愛く見えるけどな。守ってあげたい感じで」

「えー、そうですか？」

「うん。今日の見学で、いい人を見つけられるといいね」

　英会話スクールは御茶ノ水にあるといい、地下鉄で行くという彼女と会社の前で別れた。

　夏生がバスに乗って向かったのは、新宿だ。三十分ほど揺られ、降りてから徒歩数分のところにある雑居ビル内に、目的の場所はある。

（前まえ野のさん、〝折り入って相談したい件〟って一体何だろ。気になるな）

　そう考えながらエレベーターに乗り、五階で降りる。

　そして〝フェイトプロダクション〟という看板が掲げられた事務所に入った夏生は、スタッフに声をかけた。

「こんばんは。前野さんとお約束があって来たのですが」

「お疲れさまです。こちらにどうぞ」

　応接スペースに通され、しばらくするとスタッフがお茶を運んでくる。

　それから待つこと数分、スーツ姿の四十代の女性がやって来て、夏生に向かって言った。

「尾谷さん、お呼び立てしてすみません」

「いえ」

　スーツ姿の彼女はファイルを手にしていて、向かいの席に座る。そしてにこやかに問いかけてきた。

「尾谷さんは、本業は経理事務をされているんですよね。今日もお仕事だったんですか？」

「はい。残業がなければ午後五時に退勤できるので、その足で来ました」

　しばらく他愛のない世間話をしたあと、前野がテーブルにファイルを置いて語り始めた。

「本日来社していただいたのは、尾谷さんに特別案件のご案内があるからです」

「特別案件？」

「はい」

　彼女はファイルを開き、中のページを夏生に提示する。そこには三十代とおぼしき男性の顔写真と素性が、詳細に記載されていた。

「この男性は、とある企業の御曹司です。彼を篭絡し、疑似的な恋人になってほしいというのが、今回の依頼です」

「疑似的な恋人……」

　──フェイトプロダクションは、エキストラ派遣事務所だ。

　お見合いパーティーやセミナーのサクラ、コンサートやサイン会、新店舗オープンの動員などの他、結婚式の代理出席や家族・知人代行にテレビのエキストラなど、その仕事は多岐に亘る。

　動員は時給が安く、誰でもエントリーできる案件だが、代行は上級者向きでそれなりの経験のある者しか紹介されない。

　夏生は高校と大学の演劇経験を生かし、社会人になった四年前からこの会社の仕事を副業にしていた。代行などを中心に週末にエントリーしていたが、〝特別案件〟を紹介されるのは初めてで、目の前のファイルを手に取って眺めつつ前野に問いかける。

「疑似的な恋人といいますけど、一体どういうことでしょう」

「依頼主は、その男性とお見合いをする予定の女性です。名家のご令嬢で、親が決めた相手とお見合いをするとのことですが、彼女は他に恋人がいて断りたいのだとか。でも親御さんの意向は絶対で断りにくい上、男性と会ってしまえば結婚は決定的になってしまうため、どうにかお見合いの前に彼の気持ちを他にそらしたいのだそうです」

　要は男性を誘惑し、見合いをする気が失せるように仕向けてほしいというのが、今回の依頼の内容らしい。

　それを聞いた夏生は、驚きながらつぶやいた。

「そんな依頼があるんですね」

「今回は代行の中でも、かなり特殊なケースです。何しろ相手は御曹司で、生半可な女性に靡くとは思えません。〝演技力があり、かつ容姿端麗な女性を〟というクライアントの意向で、今回弊社に登録されているキャストの中から尾谷さんに白羽の矢が立ちました」

　これまでの仕事の実績や容姿などを総合し、わざわざ自分にオファーをくれたのだと知った夏生は、俄然やる気が湧いてくる。しかも今回の報酬は破格で、普段代行で役を演じるときの数倍の金額が提示されていた。

　そのときスタッフが衝立の向こうから顔を出し、前野に向かって言った。

「椎しい谷やさまがご来社されました」

「お通ししてください」

　やがて二十代半ばの女性がスタッフに伴われて姿を現し、前野がソファから立ち上がる。

　つられて夏生も立ち上がると、前野が挨拶した。

「椎谷さま、わざわざご来社くださり、ありがとうございます」

「いえ。直接キャストの方にお会いしたいと申し出たのは、私のほうですから」

「尾谷さん、こちら、今回の件をご依頼くださった椎谷さまです」

　紹介された彼女が、微笑んで夏生を見る。

「椎谷美み咲さきと申します。あなたが尾谷さんですか？」

「はい」

「本当におきれいな方ですね。写真で見るよりスラッとしていて、お顔立ちも整っていて。あなたがお相手なら、きっと入いり沢さわさんも夢中になると思います」

　彼女──椎谷美咲は、一目でブランド物とわかるツーピースを着た、上品な女性だった。

　顔立ちは優しく整っており、肩口で緩くカールするハーフアップの髪やおっとりした口調が、いかにもお嬢さまらしい雰囲気を醸し出している。

　前野に勧められてソファに座った椎谷が、夏生を見つめて言った。

「改めて私の口から事情を説明させていただくと、今回は来月に予定されている縁談をどうにか破談にしたいとの思いから、フェイトプロダクションさんに依頼させていただきました。ただしお相手は大企業の御曹司ということもあり、相当魅力的な女性でなければ心を動かさないと思いますので、実際に私がキャストの方と面談して決めたい旨を前野さんにお伝えしていたんです」

　そう言って一旦言葉を区切った彼女に、夏生は自分の中の疑問をぶつける。

「あの……もし見当違いのことを言っていたら申し訳ないのですが、椎谷さまがお相手に直接縁談をお断りするわけにはいかないのでしょうか。わざわざ男性を第三者に誘惑させるのは、妙にまどろっこしい気がするのですけど」

　すると椎谷がやるせなく微笑み、手元に視線を落とす。

「私が生まれた家は歴史があって、昔から家父長制が顕著でした。父の意向は絶対であり、反論は決して許されません。特に今回は、互いが経営する企業の業務提携が絡んだ、いわゆる〝政略結婚〟なんです。お見合いをすれば世間的な目を考慮し、問答無用で結婚しなければならなくなります」

　彼女は顔を上げ、夏生をまっすぐ見つめて告げる。

「この際だからはっきり申し上げますが、実は私には同性の恋人がおります。ですから入沢さんに限らず、男性とは絶対に結婚したくないのです。こちらから相手側にお断りしたいのは山々なのですが、そうすると角が立ちますので、いろいろと考えた結果、エキストラ事務所の女優さんに彼を誘惑していただこうという結論に達しました」

　それを聞いた前野が、控えめに口を挟む。

「でもそのようなお家柄であれば、今回どうにか縁談を回避できても、またお見合い話がくるのではありませんか？　いたちごっこになるのでは」

「ええ。ですから私は、恋人と二人で日本を出る計画を立てております。彼女は画家で、世界のどこにいても仕事ができますから」

　しかしそのためにはいろいろと準備が必要で、今すぐにというわけにはいかないらしい。

　椎谷がテーブルに身を乗り出すようにしながら訴えてきた。

「入沢さんとのお見合いは、来月の九日の予定です。一ヵ月少々という限られた時間の中で彼を誘惑し、お見合いを向こうから断るように仕向けていただけませんか？　お願いいたします」

　夏生は隣に座る前野と、顔を見合わせる。

　確かに同性の恋人がいるならば、男性と結婚しなければならないのは相当な苦痛だろう。自分から断れば角が立つというのも納得でき、椎谷の声にはとにかくお見合いを回避したいという切実さがにじみ出ている。

　前野が問いかけてきた。

「尾谷さん、どうしますか？　もし尾谷さんが断るのであれば、他の方にお願いしますが……」

　夏生は彼女を見つめ返し、思案する。

　躊躇ったのは、一瞬だった。椎谷に向き直った夏生は、意を決して口を開いた。

「わかりました。わたしでよければ、その役をお引き受けいたします」

「本当ですか？」

「はい」

　椎谷がホッと表情を緩め、口元をほころばせる。

「よかった。前もって前野さんにこちらに在籍するキャストさんたちのリストを見せていただいたのですが、尾谷さんが候補の筆頭だったんです。あなたのようにおきれいな方なら、きっと入沢さんも心を動かすと思います」

　この場で正式な契約を交わすことになり、前野と夏生、そして椎谷の意向をそれぞれ擦り合わせる。

　通常、役柄に応じた衣装や持ち物はフェイトプロダクションが所有するものを貸し出すことになっているが、椎谷が事も無げに言った。

「尾谷さんが入沢さんと会うときに身に着ける衣服は、バッグやアクセサリーも含めてすべて私が購入させていただきます。仕事が終わったあとに返還する必要もございませんから、どうか受け取ってください」

「そんな」

「難しい役を依頼している自覚はありますし、かなりのプレッシャーもあると思います。ですから、ぜひ」

　椎谷から提供された資料は興信所がまとめたもので、ターゲットである入沢遼はるかのパーソナルデータや行動範囲、行きつけの店などが細かく記載されている。

　それから一時間ほど綿密に打ち合わせをし、夏生と椎谷がそれぞれ契約書にサインした。そして控えを受け取った彼女が立ち上がり、こちらの手を握ってくる。

「尾谷さん、頑張ってくださいね。いい報告が聞けるのを期待しています」

　真剣な表情の椎谷を見つめ返した夏生は、ニッコリ笑う。

　そして彼女の手をそっと握り返し、安心させるように告げた。

「わざわざわたしをご指名してくださったことを後悔させぬよう、今回の役を精一杯務めさせていただきます。──どうかお任せください」








第一章









　三月になって数日が経つ今日、日中の気温は十二度を超え、春を思わせる陽気となった。桜の木は蕾をだいぶ大きくし、今年は例年より早い開花が予想されている。

　午後五時の終業後、更衣室で着替えた夏生は、念入りにメイクを直す。派手すぎずポイントを押さえ、それでいて適度にトレンドを感じさせるメイクは、普段から休みの日に研究しているために造作のないことだ。

　少し遅れて更衣室にやって来た山本が、こちらを見て目を瞠って言った。

「あれ？　尾谷さん、何だか今日はきれいですね。いつもとだいぶ雰囲気が違います」

　ベージュのボートネックのカットソーに黒のセンタープレスのパンツを合わせ、首元にエスニック柄のスカーフを結んだ恰好は、普段より格段に大人っぽく洗練されたスタイルだ。

　髪は後ろで緩くまとめ、耳に存在感のある大ぶりのピアスを着ける。小豆色のハイヒールにブランド物のバッグを合わせれば、身支度は完成だった。

　山本がバッグに目を留め、すぐに食いついてくる。

「どうしたんですか、これ。まさか買ったとか？」

「ううん、レンタルだよ。今日は人と会う用事があるから」

　合コンだと思われると「私も行きたい」と言われるかもしれないため、夏生は「兄の婚約者との顔合わせなのだ」と嘘の説明をした。すると彼女が、納得した顔で言う。

「なるほど、顔合わせですかー。尾谷さんにお兄さんがいたなんて、初耳です。せっかくきれいなんだから、いつもこういう恰好すればいいのに」

　本当は夏生には兄弟はおらず、この場を誤魔化すための方便だ。しかし服装を褒めてもらえたことで「この設定は使える」と考えた夏生は、微笑んで言った。

「そうだね、しばらくはこういう服装でいこうかな。わたしも出会いが欲しいし」

「いいと思いますー。あっ、でも私が参加する合コンには呼びませんからね？　気に入った人を取られたら嫌ですから」

「はいはい」

　山本と別れ、地下鉄と電車を乗り継いで夏生が向かったのは、港区芝浦だった。

　到着したのは午後六時過ぎで、手近なカフェに入り、改めてターゲットの情報を頭に入れる。

（入沢遼、三十二歳。人材派遣、人材メディア、ＩＴソリューションを提供する入沢ホールディングスの常務で、ＣＥＯを父に持つ御曹司。経営企画部に所属し、経営管理や収益分析を行っている……か）

　添付されている写真は数枚あり、さまざまなアングルから彼の顔と全身を撮影していて、とても端整な容姿の持ち主であることがわかる。

　入沢ホールディングスは彼の祖父が興した会社で、東京や横浜、大阪、仙台、福岡や札幌など、全国主要都市に営業拠点を多数展開しているらしい。

　資本金を着実に増資しながら、再就職支援や組織人事のコンサルティング会社、その他の関係各社を買収して子会社化し、今や人材派遣会社を中核に総合人材サービス会社へと成長を遂げているようだ。

　その社長の息子である入沢遼は、現在常務の肩書を持ち、経営企画部と兼務している。スラリとした長身と堂々とした体躯、少し甘さのある顔立ちに加え、大企業の御曹司ともなれば、おそらく女性が放っておかない。だが興信所の調べによれば、異性関係は至ってクリーンだった。

（会社の中に、つきあってる相手がいたりするのかな。でも椎谷さまとのお見合いが決まってるんだから、もう別れてるか）

　ここまでハイスペックな男性なのだから、落とすのは至難の業だ。

　だが自分の〝役者〟としての実力を試すのには、不足のない相手であるといえる。夏生は高校の頃から演劇にのめり込み、奨学金で大学に通っているときも演劇サークルで女優として舞台に立っていた。いつかプロとして活動していきたい気持ちは強くあったものの、大成できるのは一握りであり、あまり現実的ではない。

　結局、大学卒業後は濱中フーズに就職し、エキストラ事務所であるフェイトプロダクションに登録して、週末だけキャストとして活動していた。

（今回の案件、活動した日は実働が二時間くらいでも日給一万円が出るし、成功報酬も約束されてるんだよね。絶対に失敗するわけにはいかない）

　クライアントである椎谷の話を聞くうち、彼女の切実な思いが伝わってきて、夏生はすっかり同情していた。

　同性の恋人がいるのに男性と結婚するのは到底受け入れられるものではなく、〝妻〟としての役割を求められるのは相当な苦痛であるはずだ。

　椎谷のために、何としても入沢を自分に夢中にさせなければならない。そして彼が見合いを自分から断るように仕向けるのが、今回夏生に課せられた役割だった。

（それにしても、椎谷さまって本当にお嬢さまなんだな。このブランド物のバッグも、「ある程度使用感があるものが必要だから、リサイクルショップで探す」ってわたしが言ったら、「私物ですが、よかったら」って気前よくプレゼントしてくれたし。服や靴も、新品を山ほど購入して）

　今回の夏生のコンセプトは、〝商社勤務の、きれいめな服装のＯＬ〟だ。

　設定や人物像はかなり詳細に作り込み、そのキャラクターにふさわしいファッションを吟味した。衣服や持ち物などはすべて椎谷が実費で支払ってくれ、夏生の自宅には普段自分では買わないような価格の服や靴が溢れている。

「購入したものは、すべて尾谷さんに差し上げます」と言われたときは、その金額の大きさに躊躇したものの、今後何かの役を演じるときに使えるのはとてもありがたい。

　時刻を確認すると、午後六時四十分になっていた。こうして芝浦まで来たのは、入沢の勤め先がこの近くだからだ。彼は接待や会合で退勤後に人と会うことが多いものの、そうでないときは一人で飲みに行くのだという。

　入沢の身辺には椎谷が雇った興信所の人間が張り込んでおり、何か動きがあったときはこちらに連絡がくる手筈になっていた。

　それから五分ほどすると、スマートフォンの着信音が鳴った。手に取って確認したところ、興信所の調査員からメッセージが届いており、「ターゲットに動きがありました」と書かれている。

　会社を出た入沢は一人でタクシーに乗り込み、赤レンガ通りを北上しているらしい。「おそらく新橋のバーに行くのでは」という文面を見た夏生は、すぐに席を立った。

（調査報告書にあった、行きつけの店のうちのひとつだ。わたしも向かわなきゃ）

　カフェを出て客待ちのタクシーに乗り込み、「新橋まで」と告げる。

　十五分ほどの道のりの中、調査員から再度連絡があり、やはり行きつけの店が目的地であることがわかった。到着し、料金を清算して領収書をもらった夏生は、タクシーを降りる。

　そして店が入っているビルを見上げ、深呼吸した。

（──よし、行こう）

　エレベーターで三階に上がり、オーセンティックバーの木製のドアを開ける。

　店内はマホガニーのカウンターを中心とした落ち着いた空間で、とてもスタイリッシュだった。カウンター五席とテーブル席が四つ、そして開放感のあるテラス席が二つあり、数人の客がいる。

　カウンターの中にいたバーテンダーがこちらを見て微笑み、「いらっしゃいませ」と声をかけてきた。ターゲットである入沢がカウンターの真ん中の席に座っているのを確認した夏生は、バーテンダーに向かって言う。

「一人なので、カウンターに座ってもいいですか？」

「はい。どうぞ」

　入沢とひとつ席を空けて座り、メニュー表を手に取って眺める。

　そしてモヒートを注文し、バッグからスマートフォンを取り出してテーブルに置くと、物憂げにため息をついた。

　既に演技は始まっている。今日の夏生は、〝失恋して、一人でバーに飲みに来たＯＬ〟という設定だ。一杯目のモヒートを勢いよく飲み干し、すぐにギムレットを頼む。

　右隣にいる入沢には視線を向けないまま様子を窺うと、彼はウイスキーをロックで飲んでいるようだった。グラスの横にはオリーブが載った小皿があり、背筋を伸ばした姿はとても品がいい。

　ギムレットを飲み干した夏生は、今度はマンハッタンを頼む。するとそのタイミングで、入沢がチラリとこちらを見たのがわかった。おそらく度数の高い酒を急ピッチで飲んでいるのに気づき、思わず様子を窺ったのだろう。

　琥珀色のカクテルに浮かんだレッドチェリーの茎を、夏生は指先で弄ぶ。ここからは、タイミング勝負だ。決して不自然ではない形でアクションを起こさなければならず、慎重に機を窺う。

　やがて目の前に四杯目であるトム・コリンズのグラスが置かれた直後、バーテンダーがテーブル席の客のオーダーを取るためにカウンターを出た。そのタイミングで、夏生はおしぼりを取るふりをし、グラスを倒す。

「あ……っ」

　グラスが右側に倒れ、カウンターの上に中身が一気に零れた。

　流れていった発泡性の液体は入沢のところに辿りつき、わずかにスーツを濡らしてしまう。夏生は顔色を変え、慌てて謝った。

「すみません！　わたし……っ」

「いえ。大丈夫ですか？」

　彼が自分のおしぼりを手に取り、零れた液体を拭く手伝いをしてくれる。

　夏生も一緒に拭いていると、戻ってきたバーデンダーが急いで対応してくれた。それに礼を述べた夏生は、入沢に向き直る。

「申し訳ありません、スーツを濡らしてしまって。わたし、クリーニング代をお支払いしますから」

「少しなので、気にしなくて大丈夫ですよ。それよりもあなたの服のほうが濡れてしまっていますから、よろしければこちらをどうぞ」

「あ、すみません」

　差し出されたハンカチはきれいにアイロンが掛けられていて、夏生は恐縮しながらそれを受け取る。

　カウンターを拭き終えたバーテンダーが同じカクテルを作ってくれ、グラスを夏生の前に置いた。入沢が微笑んで言う。

「入店されたときから、かなりの急ピッチで強いカクテルばかり頼まれていたので、気になっていたんです。だいぶ酔いが回っているのではありませんか」

「そうみたいです。お見苦しいところをお見せしてしまい、申し訳ありません」

　会話が終了してしまう前に、夏生は「実は」と言葉を続ける。

「恥ずかしながら、失恋してしまって。幼稚園の頃からの幼馴染のことがずっと好きで、でも高校と大学で離れているあいだに彼には彼女ができてしまったので、〝仲のいい友達〟というポジションでつきあいを続けてきました。いつか彼がフリーになったら、そのときに告白しようって密かに考えながら……。でも」

　そう思っていたにもかかわらず、今日突然「結婚することにした」というメッセージが届き、ショックを受けてしまった──そんな夏生の話に、入沢が同情の色を浮かべた眼差しで言う。

「なるほど。それはつらいですね」

「たぶん向こうは、わたしの気持ちに気づいていたと思うんです。でも彼女に対して誠実でいるために、気づかないふりをしてたんだろうなって……。彼を吹っ切るために何人かの男性とつきあいましたけど、どれも長続きはしませんでした。今日きたメッセージを読んで、『ああ、本当にもう諦めなきゃいけないんだ』って思うと無性に飲みたくなって、このお店に来たんです」

　夏生の語尾が震え、目から大粒の涙がポロリと零れ落ちる。

　手に持ったままだった彼のハンカチでそれを拭った夏生は、やるせなく微笑んで言った。

「すみません。こんな話を聞かされても、反応に困りますよね」

「とんでもない。人に話すことでつらさが和らいだりしますから、吐き出したほうがいいですよ」

　実際に言葉を交わしてみると、入沢はとても紳士的で落ち着いた人物だった。

　その顔立ちは写真で見るより格段に整っており、声は低く穏やかだ。仕立てのいいスーツや袖口から垣間見えるハイブランドの腕時計、きちんと整えられた爪など、いかにも御曹司らしい雰囲気が漂っている。

　夏生は手元のカクテルを一口飲み、何気なく問いかけた。

「このお店には、よくいらっしゃるんですか？」

「ええ。週に一度くらいの頻度で。騒がしくない雰囲気が気に入ってるんです」

「わたしは前に一度だけ、会社の人と来たことがあります」

　しばらく他愛のない話をした夏生は、やがてバーテンダーに向かって告げる。

「すみません、お会計お願いします。こちらの方のも一緒で」

　するとそれを聞いた入沢が、驚いた顔で言った。

「そんな必要はありません。僕の分は、自分で払いますから」

「とんでもありません。ご迷惑をおかけしたんですから、せめてこのくらいはさせてください。お借りしたハンカチは、明後日くらいにこのお店に来てスタッフの方に預けておきますね」

「いえ、それは別にお返しいただかなくても」

　固辞しようとする彼の言葉を笑って受け流し、夏生は会計を終える。

　そして彼に丁寧に頭を下げて告げた。

「改めて、ご迷惑をおかけしてしまい、大変申し訳ありませんでした。では、失礼いたします」

「あ、……」

　店を出た夏生は、廊下を進んでエレベーターに乗り込む。降り始めた箱の中、ホッと息をついた。

（よし、つかみはオッケー。これであの人は、わたしのことが少しは気になったはず）

　興信所がまとめた報告書を熟読し、入沢をどうやって落とそうかと考えたとき、彼のような人物は普通のやり方では落ちないような気がした。

　大企業の御曹司で高学歴、あれだけの容姿の持ち主ともなれば、女性からの誘いは引きも切らないはずだ。そんな彼に正面から言い寄っても、きっと「またか」と思われるだけに違いない。

　ならばアプローチの仕方を変え、〝意外性〟で勝負しようと夏生は考えていた。入沢のような男性は、おそらく女性から奢られたことはないだろう。加えて会話をしたのに素性を探られないのはまれなはずで、夏生はこちらにそういう意図が一切ないことをアピールするところから始めようとしていた。

（帰り際に、「明後日あの店に行く」っていう餌を撒いておいた。それであの人が来ればよし、もし来なければプランＢに移行だな）

　入沢が醸し出す上流階級の人間特有の雰囲気は目を瞠るものがあり、夏生は密かに感心していた。

　あれほどまでに容姿が整った男性を間近に見たのも初めてで、夏生はあんなに素敵な人とお見合いをしたくないのは勿体ないと感じる。

（椎谷さまにはその気はないんだから、仕方ないよね。でも本当にわたしに夢中にさせられるかどうか、ちょっと不安になってきちゃった）



　今回の依頼は、これまでこなしてきたものとはまったく違う。

　今までは家族代行や友人代行など、設定どおりに演じればいいものばかりだった。だが椎谷の依頼は、〝入沢を女性としての魅力で篭絡して、自分との見合いを断るように仕向けてほしい〟というものだ。

　色仕掛けではなく、個人の魅力で勝負しなければならないだけに、プレッシャーが大きい。そもそも夏生自身はそこまで恋愛慣れしているわけではなく、男性との交際経験は二人しかない。そんな自分にあそこまでハイスペックな男性を落とせるのかどうか、一抹の不安があった。

（でも、頑張らなきゃ。今の段階で椎谷さまにはかなりのお金を使わせているんだから、成果を出せないと信用問題になる）

　この案件の報酬が破格だというのも、夏生的には大きい。

　母親に毎月生活費の援助をしているため、できるだけお金を稼ぎたいという気持ちが強くあった。

　その後、文京区西片にある自宅アパートまで戻った夏生は日報を作成し、フェイトプロダクションに送った。翌日の土曜日は昼の仕事が休みで、溜まっている家事をこなして日用品の買い出しなどを済ませたあと、メイクの練習をしたり服のコーディネートを考えて過ごす。

　そして日曜日、日中に動員エキストラの仕事を一件こなしたあと百貨店で買い物をし、自宅でこぎれいな恰好に着替えた。

　午後七時半に新橋のバーに到着した夏生がドアを開けると、カウンター席に目的の人物の姿がある。

（──いた）

　内心ガッツポーズをしながら、夏生は努めて明るい表情で彼に声をかける。

「こんばんは。今日もいらしてたんですね」

　するとこちらを振り向いた入沢が、微笑んで言う。

「あなたがハンカチを返しにくるとおっしゃっていたので、所用を済ませてから来ました」

「改めまして、先日はご迷惑をおかけし、大変申し訳ありませんでした。あの、せっかく会えましたので、スーツのクリーニング代を受け取っていただけませんか？」

　夏生がそう言ってバッグから封筒を取り出すと、彼が首を横に振って答える。

「いえ。濡れたといってもほんの少しでしたし、あの日は奢っていただいたのでもう充分ですよ。お気になさらないでください」

「でも」

　入沢が重ねて「クリーニング代はいらない」と言ったため、夏生はありがたくそれを受け入れる。

　そしてバッグの中から別の包みを取り出し、カウンターに置いて告げた。

「こちら、お借りしたハンカチを洗濯したものと、新しく購入したものです。本当にありがとうございました」

「わざわざ買ってきてくださったんですか？　貸したものをお返しいただくだけでよかったのに」

「気持ちですから」

　百貨店で購入したブランドショップのハンカチを、彼が面映ゆそうな表情で受け取る。

「ありがとうございます。よろしければ、一緒に飲みませんか？　せっかくいらしたんですし」

「はい。では、少しだけ」

　メニュー表を眺めた夏生は、マスカットリキュールと白ワイン、ソーダのカクテルであるエメラルドスプリッツァーをオーダーし、入沢と乾杯する。

　彼が「ところで」と言って、控えめに問いかけてきた。

「先日、お名前をお伺いしていなかったのですが」

「失礼しました。尾谷と申します」

「僕は入沢といいます。お仕事先は、この辺りで？」

「いえ、大手町なんです。商社で総務事務をしています」

　あらかじめ設定していたとおりの素性を語り、にこやかに雑談をする。

　互いに普段飲みに行くエリアなどを話していると、入沢が言った。

「尾谷さんは、かなりお酒が強いですよね。飲むのはカクテルが多いんですか？」

「そうですね。最近は、ワインにもちょっと興味が出てきて。でもいざ勉強しようとするとなかなか難しいので、スクールに通おうかなと考えています」

　それを聞いた彼が、話に乗ってくる。

「僕もワインが好きで、そうした集まりに参加することが多いんですよ。よかったら、今度お誘いしましょうか」

「えっ、いいんですか？」

　入沢がワイン好きだという事実は、興信所が事前にリサーチ済みだ。

　夏生は興味があるふりをして話を振り、後日偶然を装ってそうしたパーティーに参加する予定でいた。

　だが彼のほうから誘ってくれたのは、うれしい誤算だ。スマートフォンで互いのＱＲコードを読み取り、トークアプリの友達登録をする。それから二杯ほど飲んだところで、夏生はスタッフに「お会計お願いします」と告げた。

「今日は僕が奢りますよ」

　入沢がそう申し出てきたものの、夏生はニッコリ笑って答える。

「奢っていただく理由がありませんので、お気持ちだけいただいておきます。ワインのイベントのご連絡、楽しみにしてますね」

「はい」

「では、おやすみなさい」







　──それから三日ほど、何の音沙汰もなく時間が過ぎた。

　日曜日にバーで別れたあと、夏生が「今日はありがとうございました」というメッセージを送ると、それに対して「こちらこそ、楽しかったです　ハンカチをありがとうございました」という返信があったが、それきりだ。

　椎谷と入沢の見合いは来月九日を予定しており、残りは一ヵ月を切ってしまった。そのあいだに彼と恋愛関係に持ち込めるのかと考えると、じわじわと不安が募る。

（でも、あまり急いで距離を詰めると不審がられる。どうしたらいいんだろう）

　今日連絡がなければ、自分から何かアクションを起こそう──そう考えていた木曜日の昼休み、何気なくスマートフォンを開いた夏生は、ふと入沢から連絡がきているのに気づく。

「こんにちは　急な話で申し訳ないのですが、今夜六本木のビルでワインの集まりがあります」「ご都合がつくなら、一緒に参加しませんか」というもので、夏生は内心色めき立った。

（わざわざ向こうから誘ってくれるなんて、すっごいチャンス。いつ連絡がきてもいいように、服装にも気を使っててよかった）

　夏生は素早くスマートフォンを操作し、「お誘いありがとうございます　うれしいです」「何時からになりますか？」と返信する。

　すると彼からのメッセージには、受付が午後五時半、イベントの開始時刻は六時だと書かれている。

（わたしの仕事が終わるのは午後五時で、ここから六本木までは公共交通機関を使って一時間弱。でも、タクシーなら三十分足らずで行ける）

　交通費は必要経費に計上できるため、迷わずタクシーを使うことを選択する。

　かくして濱中フーズの仕事が終わったあと、夏生が六本木に着いたのは午後五時四十五分だった。道が混んでいて思いのほか時間がかかり、焦りながらビルの前まで行くと、そこには入沢が人待ち顔で佇んでいる。

「すみません、お待たせしてしまいましたか？」

「いえ。僕も今来たところです」

　今日の彼はチャコールグレーの仕立てのいいスーツを着ていて、とてもスタイリッシュだ。滑らかな表面の生地には独特の艶があり、均整の取れた体型にぴったり沿っていて、長い手足が文句なしに恰好いい。

　会場は最上階の四十二階だといい、三階からセキュリティゲートを通って上階に向かう。開始時間が迫っているため、会場内には着飾った人々が多く笑いさざめいていた。

　何より圧巻なのは、大きな窓からの眺めだ。浜離宮やレインボーブリッジ、お台場など、東京湾を一望できる絶景のロケーションが素晴らしく、夏生は感嘆のため息を漏らす。

「すごい眺めですね……」

「ここに来たのは初めてですか？」

「はい。ごめんなさい、わたし、こういう華やかな集まりに慣れていなくて」

　思わずそんな本音を漏らすと、入沢がふっと微笑む。

「僕がちゃんとエスコートしますから、気を楽にしていてください」

　その笑顔が優しく、夏生は図らずもドキリとする。

　やがて始まった会では、ワインの正規輸入代理店インポーターから直接仕入れたというクオリティの高いワインが並び、スパークリングや白、ロゼ、赤など、さまざまな味を楽しめた。

　ケータリングの料理も豪華で、マスカットとブッラータチーズのサラダや旬魚のカルパッチョのキャビア添え、和牛の炭火焼きの赤ワインソース、マッシュルームとグリルしたスズキを添えたリゾットなど、ワインに合うものが取り揃えられている。

　入沢は知り合いが多いのか、頻繁に声をかけられては立ち話をしていた。それでいて夏生を放置することはなく、ワインの銘柄について詳しく説明してくれたり、料理を取ってくれたりと、ひどく甲斐甲斐しい。

（すごいな。誰とでもそつなく話して切り上げ方も上手いし、わたしのことも常に気にかけてくれてる。きっと仕事ができる人なんだ）

　顔を合わせるのは今日で三度目だが、夏生の中での彼への好感度は上がる一方だった。

　もし好きになれないタイプだったら何度も会うのが苦痛だっただろうが、入沢はそんなことはない。むしろ仕事を忘れて楽しんでいる自分がいて、夏生は気を引き締める。

（これは遊びじゃないんだから、わたしはわたしの〝仕事〟をしないと。いつまでも悠長なことをしていられないし、このあとちょっと仕掛けよう）

　元々酒は強く、ここに来る前に滋養強壮剤を飲んできたため、かなり杯を重ねたが酔ってはいない。

　だが彼の前ではあまり強くないふりをしようと決めていて、一時間ほど経った頃、夏生は酒気を帯びたため息をついた。すると入沢が目聡くそれに気づき、問いかけてくる。

「大丈夫ですか？　だいぶ飲んでいましたが」

「少し……酔ってしまったみたいです」

「でしたらそろそろ帰りましょうか」

　彼があっさりそう提案してきて、夏生は「でも」と言って入沢を見上げる。

「入沢さんは、まだご歓談されたいですよね？　わたしは一人で帰れますから」

「酔った女性を一人で歩かせるわけにはいきませんよ。尾谷さんのようにきれいな方なら、なおさら」

　さらりと容姿を褒められ、夏生はじんわりと気恥ずかしさをおぼえる。

　ただのリップサービスかもしれないが、彼の目に自分が〝きれいな女性〟として映っているなら、うれしかった。

　ビルの外に出ると、辺りはすっかり暗くなっていた。けやき坂通りに向かって歩き出しながら、夏生は酒に酔ったふりで明るく言う。

「入沢さん、すごくワインに詳しいんですね。銘柄や味の傾向だけではなく、産地に関することもいろいろ教えていただけて、勉強になりました」

「どれか好きなものはありましたか？」

「はい。イタリアの白で、セッラ──」

「セッラ・モスカ？」

「そう、それです。春らしい白い花の香りがして、瑞々しさもあって、風味が爽やかで飲みやすいワインでした」

「サルデーニャ島特有のブドウ品種、〝ヴェルメンティーノ〟で造られたワインですね。確かに軽やかで飲みやすい」

　ワインや料理についてあれこれ話しながら、しばらく歩く。

　おそらくはこちらの酔い覚ましのためにわざわざつきあってくれていて、そんな入沢を夏生は気遣いの人だと感じた。

　歩いているうちにやがてさくら坂まで来たが、生憎桜はまだ咲いていない。閑静な散策路の途中で足を止め、意を決した夏生は「あの」と切り出す。

「酔った勢いでこんなことを言うのはどうかと思うんですけど、わたし、今日はとても楽しかったです。もし入沢さんがご迷惑でなければ、今後もお時間があるときにこうして会っていただけませんか？」

　潤んだ瞳で入沢を見上げながら、夏生は心の中では冷静に彼の反応を窺っていた。

　もしかしたら入沢は、月末に椎谷との見合いを控えているのを理由に断ってくるかもしれない。だが少しでもこちらに心を揺らしているなら、強く拒絶はしないはずだ。

　彼がこちらをじっと見つめてきて、しばし息詰まる沈黙が続いた。やがて入沢がふっと表情を緩め、微笑んで答える。

「──僕も同じ気持ちでいました。尾谷さんのさっぱりした気性や会話のテンポなど、これまで身近にいなかったタイプで、一緒にいるととても楽しかった。またお時間があるときに、食事など行けたらいいですね」

「本当ですか？」

「ええ。カクテルの次はワインときたので、今度は日本酒でもどうですか？　和食の美味い店があるんです」

　彼のほうからそう提案してもらえ、夏生は気分が高揚するのを感じる。

　これまでのアプローチが功を奏しているのを実感し、その成果にホッとしていた。その反面、たとえ誠実に見えても、この人は見合いを控えているのに他の女性と会う人なのだと感じて、手放しで喜べない。

（馬鹿みたい。わたしはそう仕向けている張本人なのに、この人を誠実ではないと思ってしまうなんて）

　だが今はそんなことを考えている場合ではなく、目の前の入沢に集中するべきだ。

　そう思い、夏生は意識して面映ゆそうな表情を作る。そして彼の目をまっすぐに見つめて言った。

「日本酒も大好きです。──ご連絡、楽しみにしてますね」








第二章









『尾谷さん、日報を読みました。なかなか順調なようですね』

　昼休みの時間帯、電話の向こうの前野がそう告げてきて、夏生はスマートフォンを手に答える。

「はい。ターゲットとは二日置きくらいのペースで顔を合わせていて、反応はかなりいいと感じています。日報にも書きましたが、メッセージもちょくちょくくれますし」

　東京は数日前に桜の開花宣言が出され、世間はお花見ムードで華やいでいる。

　入沢遼を篭絡する特別案件の真っ最中である夏生は、金曜日の昼休みにフェイトプロダクションの前野から「お手すきのときにお電話をください」というメッセージがきているのに気づき、ランチのあとに会社の外で電話をしていた。

　入沢から誘われたワインのパーティーに参加した帰り、夏生が「迷惑でなければ、また会ってほしい」と彼に申し出たのは、先週の木曜日の話だ。

　あれから一週間余りのあいだに、夏生は彼と二度デートをした。ワインパーティーの二日後の土曜日は、午後に待ち合わせをして美術館に行ったあと、西麻布にある日本料理店で食事をした。

　今週の火曜日は終業後に高級車で迎えに来てくれ、横浜の高層ビルの最上階で夜景を眺めつつフレンチのディナーを楽しんで、入沢が選ぶ店のラグジュアリーさには驚くばかりだ。

（さすが入沢ホールディングスの御曹司だけあって、お金を使うことに躊躇いがない感じ。庶民のわたしとは大違い）

　彼は相変わらず穏やかで、ガツガツした感じは微塵もない。

　いつも余裕があり、どこにエスコートするときもスマートで、その振る舞いはとてもジェントルだった。食事のあとは夏生の自宅があることになっている御茶ノ水駅まで送ってくれ、性的な接触は一切ないが、嫌われていないのは肌で感じている。

『椎谷さまのお見合いまであと四週間しかありませんから、これからもっと距離を詰めていく感じですか？』

　前野の問いかけに、夏生は頷いて答える。

「はい。こうしてわたしに何度も会ってくれているのは、向こうもこちらに好意があるからだと思うんです。ですから次に会ったときに想いを伝えて、何とかつきあう形に持っていけたらと考えています」

　だが入沢は椎谷との見合いを控えているため、こちらの告白を断ってくる可能性は否定できない。夏生がそう告げると、彼女が電話の向こうで答えた。

『その場合は、入沢氏が尾谷さんと会ってデートを繰り返していた写真を使い、「不誠実だ」として破談に持っていくつもりだと椎谷さまは言っています。いわば保険のような形ですね』

　これまでのデートは、椎谷が雇った興信所の人間によって密かに写真が撮られている。

　もし期限内に入沢を落とせなかった場合、その写真を材料に縁談を破談にするのだと聞いて、夏生の中のプレッシャーは若干和らいだ。だが自分を信じて依頼してくれた椎谷のため、最後まで諦めずにアプローチを続けたい──そう考えている。

「ここ最近は会うたびに奢ってもらっているので、今日はわたしから誘おうと思ってるんです。雰囲気のいい店に行って、適度にお酒が入ったところで告白しようかと」

『なるほど。正念場ですね』

　前野が激励してくれ、夏生は結果が出たら報告すると告げて、電話を切る。

　そしてトークアプリを開き、入沢にメッセージを打ち始めた。

（「お疲れさまです」「いつもご馳走になっていて申し訳ないので、今日はわたしのお勧めのイタリアンダイニングに行きませんか？」……送信、っと。そういえば昨日は、入沢さんからメッセージがなかったな。もしかしたら仕事が忙しいのかも）

　彼は会社の経営企画部に所属しており、会議が多いらしい。

　仕事は多忙で、ときには午後十一時くらいまで仕事をしていることがあるといい、そんな中で自分との時間を作ってくれていることに夏生は罪悪感をおぼえた。そしてそうした心情を、よくない傾向だと考える。

（最近のわたし、入沢さんのことが気になってる。彼と会うのは〝仕事〟で、一緒にいるときは演技をしているはずなのに、気がつけばそういうのを忘れて楽しんじゃってる……）

　これまで同年代としかつきあったことのない夏生にとって、六つ年上の入沢は大人の余裕を感じさせる男性だった。

　あんなにもスマートにエスコートされた経験がなく、思わずまごついてしまうのは、演技ではなく素だ。しかしこちらの物慣れない様子を見ても彼は馬鹿にしたりはせず、穏やかに接してくれている。

（こんなふうに考えるの、気が緩んでる証拠だ。あの人といるときはあくまでも〝仕事〟に徹して、何とか自分に気持ちを向けさせる。椎谷さまとお見合いをする気を失くさせて、そうしたら──）

　そうしたら、もう入沢と会うことはなくなる。

　元より彼には苗字しか教えておらず、勤務先や住んでいるところなどは架空だ。こちらから繋がりを断てば、今後入沢と顔を合わせる機会はない。

　それは最初から決まっていたことなのに、夏生の中には後ろ髪引かれる思いがあった。これまで彼と過ごした時間が夢のようだっただけに、何となく惜しくなってしまっているのかもしれない。

（浅ましいな、わたし。本来の自分は、入沢さんと釣り合う人間じゃないのに）

　小さく息をつき、事務所に戻ろうとした瞬間、手の中のスマートフォンが電子音を立てる。

　ディスプレイを確認すると、入沢からのメッセージがきていた。「僕がご馳走しているのは気にしなくていいけど、尾谷さんお勧めの店には興味があるよ」「場所と待ち合わせの時間を送ってください」とあり、夏生はにわかに緊張が高まるのを感じる。

　いよいよ今日、彼に告白する。残された日数を考えれば、これ以上先延ばしにするのは得策ではないからだ。首尾よく受け入れてもらえたら今よりデートの頻度を増やし、より仲を深めて椎谷との見合いを思い留まってもらう。

　だが、もし断られたら──。

（入沢さんに会うのは、これっきり。あとは今までのデートの写真を使って、椎谷さまが彼との縁談を断る……）

　落ち着かない気持ちで胸がきゅっとするのを、夏生はスマートフォンを強く握ることで抑えた。

　写真を使うのは最終手段で、椎谷は「できれば向こうから断られる方向に持っていきたい」と語っていた。そのほうが、傷心を理由に次の見合いをセッティングされるまでの時間を稼げるからだ。

　何にせよ、自分は全力を尽くすしかない。とことん入沢を欺き、彼の気持ちを自分に向ける──そうするしかないのだと、腹を括った。

　その後、午後の仕事を終えた夏生は会社を出て地下鉄に乗り、丸の内に向かう。入沢が午後六時半に到着するというメッセージを寄越してきて、しばしカフェで時間を潰した。

　やがて店に入って三十分ほど経った頃、手元のスマートフォンが鳴って「着いたよ」というメッセージが届く。夏生が顔を上げると、窓ガラス越しに店の外に立つ入沢が見え、こちらに向かって軽く手を上げていた。

（よし、行こう）

　決意を新たにしながらトレーを片づけ、カフェを出る。するとスーツ姿の彼が、こちらを見下ろして言った。

「ごめん、待たせたかな」

「いえ。本を読んでいましたから、あっという間でした」

　この二週間で何度も顔を合わせていたため、入沢はフランクな口調で話してくれるようになっている。

　目的の店は、ビルの三十四階だった。以前別の代行案件で店を訪れたことがあり、中の様子はわかっている。

　高級感のあるエントランスをくぐると、シックでモダンな店内をキャンドルの灯りが照らしていて、とてもムーディーだった。洗練されたインテリアを眺めた入沢が、微笑んで言う。

「素敵な店だね」

「窓からの眺めもきれいなんですよ。家族と年に一、二回、訪れているんです」

　夜景が見える席に案内され、スパークリングワインで乾杯する。

　前菜はリコッタとハムのパイと新玉ねぎのポタージュ、カポナータで、子牛のすね肉を白ワインとトマトと共に煮込んだ〝オッソブーコ〟は味が素晴らしかった。

「うん、美味い。ミラノに行ったときのことを思い出すよ」

　彼が満足げにそう言ってくれ、夏生は笑顔で問いかける。

「入沢さんは、海外はよく行かれるんですか？」

「年に一度くらいかな。仕事をしていると、なかなか海外に行くほどのまとまった休みを取れないから」

「あ、そうですよね」

　しらすと菜の花のリゾットは優しい味わいで、筍とベーコンのスパゲッティーニ山椒添えは歯ごたえと春らしい香りが楽しく、クリームソースのコクで飽きずに食べられた。

　話をしながら、夏生はワインを飲みすぎてしまっている自分を感じていた。普段は酒に強く、こうした場ではわざと酔ったふりをすることが多いが、今日はどうやら本当に酒が回っている。

（やばい、ちょっと落ち着かないと。わたしは〝仕事〟でここにいるんだから）

　メインの鮑の香草バターソテーやドルチェの日向夏のタルトなどに舌鼓を打ちつつ、夏生は入沢に告白する機会を見計らっていた。

　食後のコーヒーとケーキが出てくるタイミングで、話をするか。それともこのあとバーなどに誘い、そこで話をしたほうがいいのか。

（……バーにしようかな）

　ここも充分ムーディーだが、一度仕切り直したほうがいい。

　そんなことを考えているうち、スタッフがコーヒーとケーキを運んでくる。ホイップクリームが添えられたチョコレートケーキを前に、夏生は目を輝かせて言った。

「美味しそうですね。お腹はいっぱいですけど、これなら食べられそうです」

「そうだな」

　入沢が微笑み、コーヒーのカップを手に持ちながら、こちらをじっと見つめてくる。

　その眼差しに気後れした夏生は、少し照れながら言った。

「そんなに見られたら、何だか食べづらいです」

「そうか。ところで尾谷さんに、聞きたいことがあるんだけど」

「何ですか？」

　コーヒーを一口飲んだ彼が、カップをソーサーに置く。

　そして口元に笑みをたたえたまま、穏やかな口調で言った。

「──君の〝仕事〟には、ベッドでのつきあいも含まれているのかと思って。何しろ色仕掛けで男を落とそうとするくらいだ、そういう展開になるのはもちろんありなんだろう？」
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　酔いでほんのりと頬を赤らめ、笑いながら話していた尾谷が、みるみる顔をこわばらせる。

　彼女の向かいの席に座る入沢遼は、その様子を冷静に観察した。

（図星を突かれたから、そんな顔をしてるのかな。……当然か）

　前触れもなく予想外のことを言われたら、咄嗟に反応できないのは当たり前だ。

　そう考えながら、入沢は言葉を続けた。

「──尾谷夏生。食品加工会社である濱中フーズで経理事務をする傍ら、エキストラ事務所のフェイトプロダクションに所属し、キャストとして活動している。最初に語っていた、大手町の商社で総務事務をしているというのは嘘だな」

「…………」

「そんな仕事をしてる君が、偶然俺に近づいてくるなんてありえない。一体誰に依頼されてのことなんだ？」

　入沢が目の前に座る尾谷夏生に出会ったのは、二週間前だ。

　行きつけの新橋のバーで一人で飲んでいたところ、たまたま隣に座ったのが彼女だった。片想いをしていた相手に失恋したという尾谷は、かなりのピッチで酒を飲んでいて、グラスを倒してしまったのをきっかけに顔を合わせるようになった。

　最初の印象は、「きれいな女性だな」というものだった。背がスラリと高く、ほっそりとした体型をしていて、容貌はハッとするほど整っている。服装はコンサバ系で、顔立ちによく似合っており、ブランド物は適度に使い込まれたバッグだけというのも派手すぎず好感が持てた。

　尾谷は最初のときにさらりとこちらの飲み代を支払い、二度目に顔を合わせたときも「奢られる理由がないので」と言って入沢の厚意を断った。

　そのさっぱりした態度はこれまで関わりがあった女性たちとは真逆のもので、ひどく印象に残った。

（だから……）

　だから尾谷を、ワインの集まりに誘ってしまったのかもしれない。

　会場での彼女は場の空気にすっかり呑まれていて、物慣れない様子が可愛らしかった。さまざまな種類のワインを飲み比べたり、料理を口にしたときの素直な反応は見ていて微笑ましく、入沢は尾谷に好感を抱いている自分に気づいた。

　だが自分は、来月の九日に見合いを控えている。相手はＩＴインフラ企業であるソムニウム・ソリューションズの社長令嬢で、いわば政略結婚だ。見合いは形式上であり、実際は結婚するのが確定の縁談で、入沢自身が了承したことだった。

　そんな状況で他の女性と親しくするのは、倫理上よくない。友人程度に留めておくか、それができないのであれば、もう会わないのが得策だろう。

　そう思い、「今後は連絡を取らないようにしよう」と考えていた入沢だったが、パーティーの帰り道、尾谷が「もし入沢さんがご迷惑でなければ、今後もお時間があるときにこうして会っていただけませんか」と申し出てきた。

　そのときの彼女は緊張感でいっぱいの表情で、酔いのせいか目が潤んでおり、勇気を出して気持ちを伝えてきたことが痛いほど伝わってきた。

　だが一抹の違和感をおぼえ、入沢は「何だろう」と考えた。

（ここまでの流れに、不自然なところはまったくない。最初の出会いも、顔を合わせるうちに何となく互いに好感を抱くようになったのも……。でも）

　来月に見合いを控えた状況で、これほどきれいな女性が接近してくるのには、何か裏があるのではないか。

　今回の縁談は、入沢ホールディングスとソムニウム・ソリューションズとの業務提携の意味合いが強くある。もしそれをどこからか嗅ぎつけて、両社の提携を面白くないと考える人物がいたとしたらどうだろう。

（美人局など、にわかには信じがたいが。……確かめる必要があるな）

「今後も会いたい」という尾谷の申し出を表向きは了承しつつ、入沢が翌日に手配したのは、彼女の身辺調査だった。

　何も出てこなければよし、もし本当に美人局であるなら、一体誰に依頼されたのかを問い質さなくてはならない。

　興信所は依頼した翌日から尾谷の身辺調査を開始し、昨日結果を報告してきた。それによると、彼女のフルネームは尾谷夏生といい、年齢は二十六歳であること、勤務先は大手町の商社ではなく文京区にある食品加工会社であること、そしてエキストラ事務所であるフェイトプロダクションに所属し、キャストとして活動をしているという事実が記載されていた。

（エキストラ事務所……つまり彼女は女優で、誰かに雇われて俺に近づいたってことか？）

　興信所の報告書を読んだ入沢は、ショックを受けていた。

　まさか尾谷がそういう素性の人間だとは思わず、騙されかけていた自分に忸怩たる思いがこみ上げる。

　心の整理がつかず、彼女への連絡ができずにいたが、今日の昼にメッセージがきた。内容は「いつもご馳走になっていて申し訳ないので、今日はわたしのお勧めのイタリアンダイニングに行きませんか」というもので、それを見た入沢の心に火が点いた。

（俺から連絡がこないから、自分から仕掛けてきたってわけか。──面白い）

　ならば直接会って、尾谷に真実を問い質そう。

　そう考えた入沢は了承の返事を送り、約束の時間に待ち合わせ場所を訪れた。尾谷の笑顔やしぐさにはこちらに対する好感が溢れ、いかにも入沢に恋をしているように見える。

　それを目の当たりにすると、興信所の調査結果が嘘のように思えてくるものの、一度知ってしまった内容をなかったことにはできない。

　かくしてディナーの終盤、食後のコーヒーが出てきた時点で、入沢は話を切り出した。みるみる顔色を変えた尾谷がケーキのフォークを皿に置き、小さな声で問いかけてくる。

「どうして、そんなことを……」

「興信所に調べてもらったんだ。君が何の目的で俺に近づいてきたのか、理由が気になったから」

　店内は七割ほど席が埋まり、人々が笑いさざめく声やカトラリーが触れ合う音が響いている。

　ナプキンで口元を拭った入沢は、それをテーブルに置く。そして尾谷を見つめ、微笑んで提案した。

「込み入った話だ。──場所を変えようか」







　店の会計をカードで済ませた入沢は、廊下を進んでエレベーターに乗り込む。

「入沢さん、今日はこちらが誘ったんですから、支払いはわたしがするのが当然なのでは……」

　小走りでついてきた彼女が廊下に出るなりそう申し出てきて、入沢はにべもなく告げた。

「人に奢られるのは、あまり好きじゃないんだ。それに君の言葉を借りれば、〝奢られる理由がない〟しな」

　突き放すような入沢の言葉を聞いた彼女が、かすかに顔を歪めて目を伏せる。

　その表情は痛々しさを感じさせるもので、それを見た入沢はふと苦い気持ちになった。

（そんな顔をしたら、まるでこっちが悪いことをしたみたいだ。……調子が狂うな）

　だがそう考えるのは、尾谷の思う壺なのだろうか。

　何しろ意図して自分に接近し、ハニートラップを仕掛けてくるような人間だ。こちらの言葉に傷ついたふりをするのは、きっと造作のないことだろう。

「あの、これから一体どこに……」

　遠慮がちに問いかけてくる彼女に、入沢はエレベーターの階層パネルの下ボタンを押しながら答える。

「今日は君と話をすると決めていたから、あらかじめすぐ近くにあるホテルの部屋をリザーブしたんだ」

「は、話なら、カフェとかでも構わないんじゃ……」

「人に聞かれたくないんだ。どこから誰に見られているか、わからないしな」

　ビルを出て五分ほど歩き、入沢は外資系ラグジュアリーホテルに足を踏み入れる。

　チェックインの手続きをしてスタッフに案内されたのは、高層階にあるエグゼクティブスイートだった。リビングルームとベッドルームに分かれており、座り心地のよさそうなソファやセンスのいい家具が並んでいて、大きな窓からは都心の夜景が見渡せる。

　スタッフが出ていったあと、入沢は尾谷に向かって言った。

「座ってくれ」

「……はい」

　彼女がうつむきがちにソファに腰を下ろし、向かいに座って脚を組んだ入沢はそれをじっと見つめる。そしてしばらく沈黙したあと、口を開いた。

「──改めて聞きたいんだが、君の名前は尾谷夏生で、食品加工会社で事務員をする傍ら、エキストラ事務所のキャストをしている。これに間違いはないか？」

「……はい」

「俺に近づいたのは、何か目的があってのことなんだろう。一体誰に頼まれた？」

　すると尾谷が顔を上げ、意を決した様子で口を開く。

「入沢さんのおっしゃるとおり、わたしはエキストラ事務所のキャストの副業をしています。ですが入沢さんに近づいたのは〝仕事〟ではなく、プライベートだったんです。信じてください」

　それを聞いた入沢は、明朗な声で言った。

「信じられると思うか？　そもそも君は、自分の勤務先が本当は食品加工会社であるにもかかわらず、『大手町の商社だ』と言っていた。住まいも御茶ノ水ではなく、文京区の西片のはずだ。つまり、いくつも嘘をついていたことになる」

「それは──つい見栄を張ってしまったんです。入沢さんに少しでも釣り合う人間だと思われたくて、そんなつまらない嘘を……。本当に申し訳ありません」

　深く頭を下げて謝罪した彼女は、「でも」と言って顔を上げる。

「先ほども申し上げたとおり、わたしはエキストラ事務所とは関係なく一個人としてあなたに出会いました。副業について疑わしい気持ちを抱くのは当然ですし、おそらく会社で要職に就かれているであろう入沢さんが、立場上さまざまなことに用心深くなるのも理解できます。ですがこんなふうに問い詰められるのは、心外です」

　尾谷の眼差しは真剣で、嘘偽りなく話しているように見える。彼女が言葉を続けた。

「初めて会ったときはわたしが零してしまったお酒を拭くのを手伝ってくれて、親切な人だなと感じました。二度目に会うことは当時まったく考えていなくて、お借りしたハンカチと新しいものをバーのスタッフさんに預けておこうと思っていたら、わざわざ来てくださったのもうれしかったです。でも、自分が入沢さんに惹かれているのだと気づいたのは、ワインパーティーのときです」

　──尾谷は語った。

　華やかな場に不慣れでひどく緊張していたとき、入沢がスマートにエスコートしてくれてホッとしたこと。たくさんの人々と挨拶を交わす様子からは、仕事ができるだろう雰囲気が如実に感じられ、尊敬の念を抱いたこと──。

「ワインの銘柄や味、産地に詳しいのにも驚きましたが、何よりもわたしを楽しませようと気を配ってくれたところが、とても頼りがいのある男性だと感じました。その気持ちが高じて、帰る途中で『今後もお時間があるときに、こうして会っていただけませんか』と告げたんです」

　彼女は一旦言葉を切り、小さく息をつく。

　やがて顔を上げた尾谷の頬を、透明な涙が伝って落ちた。入沢が目を瞠ると、彼女はこちらを見つめ、かすかに震える声で言った。

「わたし──入沢さんのことが、好きです。確かにわたしはあなたに好かれたい一心で、勤務先や居住地について嘘をつきました。ですが誰かに頼まれてあなたに近づいただとか、何か裏があるということは、一切ありません。どうか信じてください」

　尾谷の声音には、自分がついた嘘が発覚したことに恥じ入りつつも、それでも抑えきれない恋情がにじんでいる。

　それを目の当たりにした入沢は、じっと考えた。

（彼女の言うことは、真実なのか？　でも苦し紛れに言い訳しているようにも見えるし、何よりエキストラ事務所に所属する女優なんだから、泣くのは朝飯前かもしれない）

　今の話を聞いてすぐに彼女を信じるのは、あまりに愚直に思える。

　ならばもう少し揺さぶりをかけてみようと考え、入沢は穏やかに言った。

「なるほど。誰かに頼まれたわけではなく、あくまでも異性として俺に興味があるから何度も会ってきたと」

「そうです」

「だったら君を疑って、悪いことをしてしまった。許してほしい」

　それを聞いた尾谷が、ホッと表情を緩める。

　その様子を観察しながら、入沢は「これが演技なら見事なものだな」と考えていた。先ほどの彼女は突然涙を流し、それを目の当たりにした入沢は図らずもドキリとした。

　だがまだ完全には尾谷を信じるには至っておらず、彼女に向かって微笑んで告げた。

「でも残念ながら俺自身の人間性なのか、用心深い気持ちを捨てきれないんだ。だから尾谷さんに、証明してもらいたい」

「証明……ですか？」

「ああ。俺に対して好意があるなら、今ここで身体の関係を持つのはどうかな」

　するとそれを聞いた尾谷が「えっ」とつぶやき、絶句する。

　室内に、束の間沈黙が満ちた。彼女の表情は取り繕うのを忘れているようにこわばっていて、入沢はそれを観察しながら笑って告げる。

「尾谷さんは、俺が好きだと言った。だが君がエキストラ事務所に所属していて、演技をするのが仕事だということは、こちらにとってかなり重い事実なんだ。今こうして必死に訴えているのも『演技かもしれない』と思ってしまうし、どうにかしてこの場を切り抜けるため、俺に恋愛感情を抱いているように装っているというのも考えられる」

「…………」

「でもそうした疑いがすべて濡れ衣で、尾谷さんが本当に俺を好きなら、お互いに大人なんだし断る理由はないんじゃないか？　幸いここにはベッドもあるし、君は疑いを晴らせて一石二鳥だ」

　ここまで言えば、おそらくボロを出すだろう──と入沢は考える。

　たとえ何か目的があって自分に近づいたのだとしても、身体まで投げ出す気はないはずだ。どうにかして尾谷の綻びを見つけ、そこから一体誰に頼まれてこんなことをしたのかを追求したい。

（……さて、どう出るかな）

　しばらく待ったものの、彼女は黙して答えない。

　語るに落ちたその様子を前に、入沢は複雑な気持ちになった。少なからずショックを受けているのは、やはり尾谷に心惹かれていたせいかもしれない。

　彼女は今まで会ったどの女性とも違い、一緒にいるのは楽しかった。もし尾谷がエキストラ事務所に所属しておらず、ただの男女として出会っていたなら、もしかすると本当に恋愛関係になっていたのではないか。そう思うくらいに、彼女は入沢の中で〝特別〟な存在だった。

（でも、そんなことを考えても仕方ない。何らかの目的を持って俺に近づいたのは真実なんだから）

　一度瞑目し、自身の気持ちに折り合いをつけた入沢は、顔を上げる。そして尾谷を見つめ、笑って言った。

「できないだろう？　だったらいい加減、誰に依頼されて俺に近づいたのかを教えてくれないかな。心配しなくても、この件に関しては君の責任を問わない。あくまでも美人局を仕掛けた相手とのみ話をする」

「……っ」

　一連の行動が〝演技〟であるのを看破したような発言に、馬鹿にされたと感じたらしい彼女がじわりと頬を染める。

　膝の上の拳をぎゅっと握りしめた尾谷は、入沢と目を合わせて口を開いた。

「──わかりました」

「えっ？」

「入沢さんがおっしゃるとおりの方法で、〝証明〟します。そうすれば信じてもらえるんですよね？」

　それを聞いた入沢は驚き、思わず問いかけた。

「わかりましたって……本気か？」

「はい。わたしは入沢さんを好きですから、そういう流れになっても構いません。むしろそれで疑いが晴れるなら、断る理由がありませんし」

　尾谷は頑なな表情をしており、それを見た入沢は内心呆れる。

　彼女が誰かの依頼で自分に近づいたのは、既に明白だ。それなのに尾谷はそれを認めようとせず、意地だけで自分と身体の関係を持とうとしている。

　彼女はじっとこちらを見つめ、答えを待っている。さまざまな思いが胸の中に渦巻いたものの、自分で言い出したことなのだからあとには引けない。

　しばしの逡巡の後、入沢はソファから立ち上がる。そして向かいの席に座る彼女に手を差し伸べて言った。

「──わかった。じゃあ、寝室に移動しよう」








第三章









　入沢に手を引かれ、夏生はリビングの隣にある寝室に足を踏み入れる。

　室内はグレーと白を基調とした、落ち着いたインテリアだった。部屋の真ん中にはクイーンサイズのベッドがあり、枕元のランプの灯りが柔らかく室内を照らしている。大きな窓からは都心のビル群が見え、ムード満点だった。

（どうしよう、わたし……）

　心臓がドクドクと速い鼓動を刻み、手のひらにじんわりと汗がにじむ。

　心の中は、焦りでいっぱいだった。売り言葉に買い言葉のような感じで思わず承諾してしまったが、夏生は現状を受け止めきれずにいる。

　そもそもの発端は、ディナーの終盤に入沢から突然「君の〝仕事〟には、ベッドでのつきあいも含まれているのか」と言われたことだった。

　どうやら彼は、急に近づいてきたこちらを警戒し、密かに身辺調査をしていたらしい。咄嗟に反応できずに固まっていると、入沢は穏やかな顔のままさらなる追い打ちをかけてきた。エキストラ事務所に所属するキャストであることや、彼に伝えていた勤務先や現住所が嘘だったことを指摘された夏生は、目まぐるしく考えた。

（わたしが入沢さんを篭絡するために椎谷さまに雇われたことは、絶対に明かすわけにはいかない。どうにかしてこの状況を切り抜けないと）

　一人称が〝俺〟になり、にこやかにこちらを追い詰める彼には見えない圧があって、何とか雰囲気に呑まれないように気を張りながら考えた結果、夏生が選択したのは〝嘘を貫き通すこと〟だった。

　後に引けないなら、前に進むしかない。とことん突っぱねるしかないのだと覚悟を決め、エキストラ事務所に在籍していることや勤務先を誤魔化したことは素直に認めつつも、その理由を「入沢に惹かれていて、あなたに釣り合う人間だと思われたかった」と説明した夏生に、彼は懐疑的な眼差しを向けてきた。

　もう一押しが必要だと考えた夏生は奥の手で涙を零して見せたものの、それを見た彼は動揺し、夏生は「チャンスだ」と思った。

（わたしの涙で絆されるんだから、彼はまだ完全にこちらを嫌ってはいない。だったらこのまま押し切ろう）

　そう決意した直後、「自分に対して好意があるなら、今ここで身体の関係を持つのはどうか」と提案され、夏生は究極の選択を迫られることになった。

　ここで下手な断り方をすれば、この案件は失敗に終わる。彼は夏生が何らかの目的を持って自分に近づき、それを依頼した誰かがいるのだと考えているため、もしかすると椎谷に迷惑がかかってしまうかもしれない。

　だが身体の関係に応じられるかと考えた途端、〝素〟の自分が出てきてしまい、ひどく動揺した。

（この人と、身体の関係を持つ？　わたしが……？）

　この数年間彼氏がいない夏生は、男女の行為から遠ざかって久しい。

　今までどんな役を演じてもターゲットと性行為に及んだことはなく、そもそもフェイトプロダクションはキャストとターゲットとの個人的な交流を禁じている。

　だがこのまま依頼が失敗に終わるのは、夏生のプライドが許さなかった。クライアントの椎谷からは破格の報酬を約束されており、既にかなりの支援をしてもらっている。

（〝入沢さんに近づいたことには、何の裏もない〟っていう設定を貫き通すなら、わたしはこの人に恋をしている女を演じなきゃいけない。だったら──）

　グルグルと考えている最中、入沢に「やっぱりできないだろう」「いい加減、誰に依頼されて自分に近づいたのか教えてくれないか」とこちらが嘘を言っている前提で語りかけられたとき、夏生はカチンときた。

　言われっ放しで終わるのは、負けを認めるようで悔しい。彼の提案に応じれば信じてくれるというなら、一度寝るくらい安いものだ。

　そう思い、意を決して「わかりました」と答えると、入沢は驚きに目を見開いていた。夏生は彼の目をまっすぐに見つめて告げた。

「わたしは入沢さんが好きですから、そういう流れになっても構いません。むしろそれで疑いが晴れるなら、断る理由がありませんし」

　かくして夏生は入沢に手を引かれ、ラグジュアリーな雰囲気の寝室に足を踏み入れている。

　窓からは宝石のようにきらめく都会のビル群が見えるものの、それを堪能する余裕はない。自分で選択した結果のはずなのに、いざベッドを目にすると緊張がこみ上げていた。

（このまま応じれば、入沢さんは本当にわたしを信じてくれるのかな。実際は、この人の指摘のほうが正しいんだけど……）

　そんな懐疑的な気持ちを抱えつつも応じてしまったのは、夏生が入沢を嫌いではないからかもしれない。

　むしろ好感を抱いていて、一緒に過ごしているときに演技を忘れて楽しんでいることが多々あった。それでも「案件を成功させるためには、これが正しいのだ」という思いと「このまま彼としてしまっていいのか」という躊躇いがない交ぜになり、心が千々に乱れる。

「あ……っ」

　振り向いた入沢にふいに抱きすくめられ、夏生の心臓が跳ねる。

　彼の身体はしっかりとして男らしく、硬い筋肉をスーツ越しに感じて、その大きさにドキリとした。わずかに身体を離した入沢と至近距離で目が合い、じわりと頬が熱くなる。次の瞬間、夏生は彼に口づけられていた。

「んっ……」

　触れるだけで一度離したあと、合わせを舌先で舐められる。

　条件反射で口を開けた途端、入沢の舌が滑り込んできて、思わず肩が震えた。すると彼はこちらを怖がらせないようにという配慮なのか、緩やかに舌を絡め、夏生はそのジャケットの袖をつかむ。

「……っ、ぅっ、……ふ……っ」

　少しずつ深くなるキスに思考能力を奪われ、ただ受け止めることしかできない。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、ようやく唇が離された夏生は、大きく息を吐いた。

「はぁっ……」

　濡れた唇に入沢が親指で触れてきて、夏生は気恥ずかしさをおぼえる。

　だが彼の眼差しは思いのほか冷静で、自分への疑いを消しきれていないのがわかり、肝が冷えた。ベッドへと誘いざなわれ、縁に並んで座る。夏生が緊張でうつむいていると、ふいに入沢が頬に掛かる髪に触れてきて、ピクリと身体が動いた。

「……っ」

「緊張してるか？　俺の性的指向は至ってノーマルだから、過剰に警戒しなくていい」

「は、はい……ぁ、っ」

　彼の指が掬った髪を耳に掛け、そのまま耳朶をなぞってくる。

　形をたどり、耳孔を指先でくすぐられて、夏生は息を詰めた。些細な接触なのにゾクゾクし、何とか反応しないように身体を硬くするものの、入沢の愛撫は止まない。

　ようやく彼の手が離れてホッとしたのも束の間、肩をつかんでベッドの上に押し倒された。入沢がこちらに覆い被さりながら見下ろしてきて、改めて彼の身体の大きさを感じた夏生は、咄嗟に誤魔化すように「あの」と言った。

「ん？」

「先に、シャワーを使わせてもらえませんか？　昼間は仕事だったので……」

「あとで一緒に入ろう。それとも、この期に及んで逃げたいとか考えてるのかな。俺はそれでも構わないよ、無理強いする気はないしね」

　ニッコリ笑ってそんなふうに言われ、夏生はムッとして言い返す。

「そんなこと考えてません。わたしは自分で望んでこうしてるんですから」

「そうか？」

「そ、そうですよ」

　半ば意地のように答えると、彼が微笑んで「ふうん」と言う。

　余裕たっぷりのその様子は、夏生の負けん気に火を点けた。こちらの怯えを見透かすような視線が、腹立たしくて仕方ない。こうなったら、自分の身体で入沢を骨抜きにしてやらなければ気が済まなかった。

　夏生は腕を伸ばし、目の前の彼の首を引き寄せる。そしてその唇を塞ぎ、彼の口腔に押し入って舌を絡めた。

「……ん……っ」

　舌先同士を擦り合わせ、軽く吸う。すると入沢が応えてきて、口づけがすぐに濃厚になった。

　ぬるつく舌を絡ませ、蒸れた吐息を交ぜるうち、淫靡な気持ちが高まっていくのがわかる。そっと目を開けた途端、間近で彼の視線に合い、心臓が跳ねた。目を合わせたままするキスは官能的で、息継ぎのたびに声が漏れる。

「……んっ……ふっ、……は……っ」

　やがて唇が離されたとき、夏生はすっかり息を乱していた。

　濡れた唇を舐めた入沢が、大きな手で夏生の頬を包み込み、そのまま首筋まで撫で下ろしてくる。その触れ方は予想外に優しく、夏生は戸惑いをおぼえた。胸のふくらみを手に包みながら首筋にキスをされ、身をすくめる。肌に触れる入沢のかすかな吐息がくすぐったく、胸を揉む動きにも心を乱されてならない。

　やがて彼の手がカットソーの下にもぐり込んで、直接素肌に触れた。服をまくり上げられてブラに包まれた胸があらわになると、室内が真っ暗ではないために恥ずかしさがこみ上げる。

　胸の谷間にキスを落とした彼が、ブラのカップに指を引っかけて下にずらし、先端部分を舌で舐め上げてきて、温かく湿った感触に思わず声が漏れる。

「あ……っ」

　濡れた舌で押し潰したあと、尖り始めたそこを軽く吸われる。

　肌が粟立ち、いたたまれなさが募って、夏生は足先を動かした。敏感な突起は硬く張り詰めて痛いほどになり、そこをざらつく舌の表面で擦られると、たまらない。

「はっ……んっ、……ぁ……っ」

　音を立てて舐め吸われ、淫靡な気持ちがじわじわと高まっていく。

　触れられていないほうの胸の先端も硬くなっていたが、そこも同じくらいに愛撫され、声を我慢することができなかった。入沢が背中に回した手でブラのホックを外し、一気に締めつけが緩む。カットソーと一緒に取り去られると途端に心許ない気持ちが強まり、夏生は小さな声で訴えた。

「電気を……消してください。明るいのは……」

「君の身体を、全部見たい。俺が好きならできるだろう？」

「……っ」

　笑みを含んだ口調でそう言われ、かあっと頬が熱くなったものの、夏生は言い返せない。

　何しろ自分は入沢を好きなことになっており、それを行動で証明しなければならないからだ。

　身を屈めた彼が胸のふくらみをつかみ、再び尖りを舐めて、夏生は息を乱す。ときおり強めに吸われるとツキリとした疼痛が走り、先端がじんじんと疼いた。

　やがて入沢の手がスカートをたくし上げ、太ももを撫で上げる。そしてストッキング越しに脚の間に触れてきて、夏生は思わず彼の腕を挟み込んでしまった。

「あ……っ」

　抵抗を物ともせずにストッキングの中に入り込んだ入沢の手が、クロッチ部分をなぞる。

　そこは胸への愛撫でじんわり湿っていて、彼が小さく笑って言った。

「もう熱くなってる。君は感じやすいんだな」

「そ、そんなこと……ぁっ！」

　言い返そうとした瞬間、布越しに蜜口の辺りを押され、腰がビクッと跳ねる。

　愛液が下着にじわりと染みる感じがして、羞恥で頭が煮えそうになった。そのままゆるゆると行き来され、下着の生地が次第に花弁に密着していくのが恥ずかしい。

　声を出すまいと唇を噛む夏生を見つめ、入沢が手を離して言った。

「あまり汚すと、帰るときに大変か。脱がせるよ」

「あ……」

　ストッキングをするすると脱がされ、下着も取り去られる。

　彼が脚を大きく開かせてきて、夏生は恥ずかしさに逃げ出したい気持ちになった。腕を上げて顔を隠すと、脚の間に身を屈めた入沢が花弁に吸いついてくる。

「んぁっ！」

　ぬめる熱い舌が押しつけられ、溢れ出た愛液を吸い取る。

　いきなりそんなことをされるとは思わず、夏生はひどく動揺した。慌てて腕を伸ばして彼の頭に触れ、上擦った声で訴える。

「入沢さん、待っ……」

「──じっとして」

　今すぐやめてほしい気持ちでいっぱいであるものの、入沢の髪を強くつかんでセットを崩してしまったらというおかしな遠慮がこみ上げ、夏生は彼を押しのけることができない。

　スーツ姿をまったく崩していない入沢が自分の脚の間に顔を伏せている姿は刺激的で、やるせなく唇を噛んだ。これまでの彼が至って品よく穏やかだっただけに、ベッドでの巧みな姿とのギャップをまだ受け止めきれていない。

　だが混乱する一方、夏生はひどく興奮している自分を感じていた。

（わたし……）

　こうした行為が久しぶりなせいか、もしくは入沢が相手だからか、愛撫のいちいちに敏感な反応をしてしまう。

　彼を骨抜きにしてやろうと考えていたはずなのに、気がつけば一方的に感じさせられていて、声を押し殺すだけで精一杯だった。

「……っ」

　濡れた舌に花弁をくまなく舐められ、溢れた蜜を啜られて体温が上がる。

　淫靡な水音が脚の間から響き、室内の空気が濃密になっていくのがわかった。彼の舌先が上部の敏感な突起をつつき、夏生は甘ったるい感覚に息を乱す。

　そこがみるみる硬くなり、存在を主張するようになると、舌で押し潰したり軽く吸ったりと執拗に愛撫されるようになった。

「はぁっ……ぁ、……あ……っ」

　太ももがビクビクと震え、入沢の頭を挟み込もうとするものの、腕で押さえ込まれてそれがままならない。蜜口から新たに愛液が零れ、それを舐めながら中に舌先をねじ込まれるのも、たまらなかった。

　やがて入沢が口元を拭いながら上体を起こし、暑そうにスーツのジャケットを脱ぐ。そしてベストも脱ぎ、ネクタイをシュッと引き抜いてベッドの下に放った。

　セットしていた髪を軽く崩した途端、今まできっちりした印象しかなかった彼が格段にラフな雰囲気になった。シャツのボタンを外して脱ぎ捨てると精悍に引き締まった上半身があらわになり、成熟した男の色気に夏生は頬が熱くなるのを感じる。

「んん……っ」

　おもむろに蜜口から指を挿入され、夏生は異物感に小さく呻く。

　潤沢に濡れた内部は難なく指を受け入れ、奥までたやすく侵入を許してしまった。隘路で指を緩やかに行き来させる入沢は、欲望を押し殺した目をしている。

　それは普段の穏やかで理性的な様子とはまるで違い、その眼差しを目の当たりにした夏生は、官能に煽られるのを感じた。恥ずかしいのに、やめてほしくない。もっと強い刺激が欲しくてたまらなくなる。

「……っ、入沢、さん……っ」

　夏生が上擦った声で呼びかけた瞬間、彼はピタリと動きを止める。

　突然のことに驚いて夏生が視線を向けると、入沢が思いがけないことを言った。

「──もし君が俺に近づいた目的を正直に話すなら、この段階でやめてやれる。いくら〝仕事〟とはいえ、好きでもない相手に抱かれるなんて嫌だろう。そこまで身体を張る必要もないわけだし」

「……っ」

「どうする？」

　ふいにそんな言葉を投げかけられた夏生は、冷水を掛けられたように素に戻る。

　このタイミングで選択肢を提示され、咄嗟にどう答えていいかわからなかった。彼は夏生が誰かに頼まれて自分に近づいたのだと確信しており、その言質を取りたがっている。

　だがこちらとしては断じてそれを認めるわけにはいかず、知らぬ存ぜぬを通そうとしていた。クライアントである椎谷のため、そして自身のプライドをかけて、入沢を虜にしたいと考えている。

（そうだよ。ここまできたんだから、もう後には引けない。わたしは何が何でもこの人を落とすんだから）

　今この段階で行為を中断するのは、男である彼にとってつらいはずだ。

　しかしこちらの気持ちを慮り、逃げる余地を与えてくれているのを鑑みるに、彼は思いのほか優しい男なのかもしれない。

（わたし……）

　目の前の入沢を見つめると、胸がきゅうっとした。

　彼に対しては嫌悪感はなく、むしろ異性として好感を抱いていて、今までとのギャップも含めて惹きつけられている。ならば自分の選ぶ選択肢はひとつしかなく、夏生は入沢の目を見て答えた。

「やめなくて……いいです。わたしは入沢さんが好きですから」

　あくまでも〝入沢に恋する女性〟を貫こうとする夏生を前に、彼が何ともいえない表情になる。

　真意を探るようにしばらくこちらをじっと見つめていた入沢は、やがて小さく息をついてつぶやいた。

「…………そうか」

　彼が自身のスラックスを緩めて避妊具を着けるあいだ、夏生は高鳴る胸の鼓動を押し殺していた。

　もう後戻りはできないという緊張とそれと拮抗する期待に、ひどく落ち着かない気持ちになる。

　やがて入沢が夏生の膝をつかみ、脚の間に身体を割り込ませてきた。硬く充実した昂ぶりが秘所に押し当てられ、その質量やじんとした熱に緊張が高まる。

　次の瞬間、切っ先が蜜口を捉えてぐっと中に押し入ってきた。

「……っ」

　丸い亀頭が埋まり、次いで太さのある幹の部分がじわじわと埋められていく。

　強い圧迫感をおぼえた夏生は、小さく呻いた。入沢の腕をつかみ、何とか身体の力を抜いて受け入れようと努力するものの、こうした行為が久しぶりなせいか異物感が強い。

　ドクドクと脈打つものが隘路を進み、やがて最奥に到達した。互いの腰の付け根がぴったりと合わさったところで彼が動きを止め、充足の息を吐いて言う。

「全部挿入った。平気か？」

「……っ、大丈夫、です……」

　本当は入り口と内部が、軋むような鈍い痛みを訴えている。

　ついに入沢とここまでしてしまい、夏生の心には複雑な気持ちが渦巻いていた。キャストとしての仕事から完全に逸脱している自分に戸惑う一方、彼と繋がれた喜びもあり、思わず中を締めつけてしまう。

　その動きにかすかに顔を歪めた入沢が、緩やかに律動を始めた。内壁を擦りながらズルリと腰を引かれ、再度奥まで押し入られる。一分の隙もないほど密着した襞が彼の太さや硬さをまざまざと伝えてきて、夏生の肌が粟立った。

「ぅっ……んっ、……ぁ……っ」

　動かれるうちに圧迫感が徐々に和らぎ、愛液の分泌が多くなる。

　それと同時に少しずつ快感めいたものを感じるようになってきて、夏生は甘い声を上げた。接合部から粘度のある水音が響き、それが恥ずかしくてたまらない。入沢がこちらを見下ろし、ささやくような声で言った。

「すごいな、君の中。熱くてぬるぬるして、俺のにぴったり吸いついてくる。まるでこうされるのを悦んでいるみたいに」

　吐息交じりの声に色気がにじんでいて、夏生の頬がじんわりと熱くなる。入沢はそんなふうに言うが、彼のほうこそまるで恋人を見つめるかのような熱烈な眼差しだ。

　今ならば、〝入沢を好きな自分〟を自然に演じられる気がする──そう考えた夏生は腕を伸ばし、彼の首を引き寄せる。そして間近で視線を合わせて告げた。

「好きです、入沢さん。……だからこうなれて、すごくうれしい」

「……君は」

　入沢が何ともいえない顔で絶句し、ぐっと奥歯を噛む。

　噛みつくように口づけられ、夏生はそれを受け止めた。舌で口腔を蹂躙しながら彼が律動を再開し、そのリズムで身体を揺さぶられる。

　苦しさは既になく、ただ硬いもので内側を擦られる快感があって、深いところを突かれるたびに喉奥から声が出た。

「うっ……ふっ、……は……っ」

　ぬめる舌を絡ませ、蒸れた吐息を交ぜ合いながら互いに快感を追う。

　奥まで入り込んだ楔を何度も抜き差しされ、夏生は彼にしがみつくことで激しい動きに耐えた。甘ったるい愉悦が最奥にわだかまり、じわじわと追い詰められていく。唇が離されたタイミングで、夏生は切れ切れに訴えた。

「ぁっ……入沢さん、もう……っ」

「……っ……俺も達く……」

　入沢の吐息交じりの声が色っぽく、夏生の胸がドキリとする。

　普段は至って涼やかな彼が、自分の身体で快感を得て余裕をなくしているのだと思うと、抱きしめたい気持ちにかられた。入沢の逞しい背中に腕を回し、夏生は力を込める。

　すると彼がそれ以上の力で抱き返してきて、ひときわ強く腰を押しつけられた。

「あ……っ！」

　切っ先が最奥を抉り、夏生はビクッと背をそらせて達する。

　ほぼ同時に体内にある剛直も震え、薄い膜越しに熱を放ったのがわかった。絶頂の余韻に蠕動する襞が絡みつき、射精を促すような動きをする。入沢がすべてを出し尽くしたあと、大きく充足の息を吐いた。

「ぁ……」

　屹立がズルリと引き抜かれていき、敏感になっている内壁を擦られた夏生は小さく呻く。

　彼がベッドサイドのティッシュで後始末をし、身体を抱き寄せてきて、素直に身を委ねた。数年ぶりの行為は濃密で、身体はまるで全力疾走したかのように疲れている。

　強い疲労感と触れ合う素肌の心地よさ、入沢の体温に眠りを誘発され、夏生は目を閉じかけた。次の瞬間、頭上で声が響く。

「──さんざん抱いてこんなことを言うのは卑怯かもしれないけど、今はすごく複雑な気持ちだ。俺はまだ尾谷さんを、完全に信じきれていない」

　それを聞いた夏生は眠気が醒め、彼を見つめる。

　入沢の気持ちは、ある意味当然だ。こちらには怪しまれる要素がいくつもあり、事実椎谷との見合いをやめさせるという目的を持って近づいている。だがここまで身体を張った以上、自分の進むべき道は決まっていた。

　とにかく何も知らないふりをして彼にアプローチを続け、最終的には自分に夢中にさせなくてはならない。そう考えた夏生は、しおらしい表情を作って告げた。

「そう言われるのは……正直言ってつらいです。わたしは入沢さんが好きだからこそ、最後まで応じたのに」

　すると入沢が、ぐっと言葉に詰まる。

　彼にしてみれば、逃げる余地を与えたにもかかわらずこちらがそれに応じたため、どう判断していいかわからないのだろう。確かに恋人同士ではない自分たちが抱き合ってしまったのだから、入沢が戸惑うのも無理はない。

（でもわたしばかり翻弄されっ放しなのは、癪に障る。だからとにかくこの人の気持ちを惹きつけて、夢中にさせないと）

　夏生は笑顔を作り、明るく言葉を続けた。

「でも入沢さんがすぐにわたしを信じきれない気持ちも、よくわかります。ですから見極める時間をいただけませんか？」

「時間？」

「はい。入沢さんは今後のわたしの言動を見て、嘘を言っているかどうかを判断してください。そのための時間です」

　それを聞いた入沢が渋面になり、言いよどむ。

「でも……」

「駄目ですか？　それともさっきの行為は、ただわたしを弄んだだけですか」

　夏生の言葉にぎょっと目を見開いた彼は、すぐに否定した。

「違う、俺は──」

「少しは好意を抱いてくれていたからこそ、ああいう行為に及んだ。そう解釈してよろしいですか？」

　周到な言い回しで助け舟を出すと、入沢が渋々頷く。

「……まあ、そうだ」

「よかった。もし入沢さんが勢いだけでそういうことができる人なら、幻滅してしまうところでした」

　上手く言質を取った形の夏生は、ニッコリ笑う。そして居心地の悪そうな顔の彼をよそに起き上がり、ベッドの下に落ちた自分の衣服を拾いつつ告げた。

「わたし、シャワーを浴びてきます。入沢さんはどうしますか？」

「どうって？」

「さっき、『あとで一緒に入ろう』って言っていたので。てっきり全身洗ってくれると思ったんですけど、違うんですか？」

　するとそれを聞いた入沢が、何ともいえない顔になって答える。

「……君は、相当いい性格をしてるな。最初の印象とは大違いだ」

「それは入沢さんも同じですよ？　いきなり一人称を〝俺〟に変えたのは意外でしたし、いろいろお上手なので、経験豊富なのかなって感じがしました」

　意図して口調を少し崩しながら、夏生はニコニコと言い返す。

　しばらくこちらをじっと見つめていた彼が、やがて深くため息をつく。そして不本意そうに言った。

「約束だから、一緒に入ろう。──全身きれいに洗ってやるから」

　互いに譲らない雰囲気を感じ、夏生は内心おかしくなる。

　肌を合わせたことで、入沢との距離が格段に近くなった気がした。結果的に彼を上手く言いくるめることができ、今後に繋がる流れに持っていくことができたのは、大きな収穫だ。

　ラグジュアリーな雰囲気のバスルームに二人で移動し、入沢がシャワーのコックを捻る。温度を調節したあと、こちらの身体に湯を掛けてきて、夏生は腕を伸ばして目の前に立つ彼の身体に抱きついた。

　演技ならば、いくらでも可愛い女を演じられる。そう考えながら入沢を見上げると、彼は呆れたような口調でつぶやいた。

「……君は……」

　それきり何も言わず、入沢が噛みつくように唇を塞いできて、夏生はそれを受け止める。

（このままこの人の気持ちをわたしに引き寄せて、椎谷さまとの縁談を断ってもらう。そして、そのあとは──）

　自分はすみやかに、入沢に別れを告げる。あくまでもこれは〝仕事〟で、かりそめの関係に過ぎないからだ。

　そう考えた途端、シクリと心の隅が疼いたものの、夏生は知らないふりをした。そして目を閉じ、自ら舌を絡めながら、彼がもたらす快楽に身を委ねた。
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　入沢ホールディングスは人材派遣や人材紹介事業を中核に、採用や人事コンサルティング、ＩＴアウトソーシングなどにも手を広げ、総合人材サービスの分野において業界内でトップクラスの位置にいる。

　その会社の常務を務め、本社の経営企画部に所属する入沢遼は、毎日朝八時に出勤していた。オフィスに着いて真っ先にするのは、その日のスケジュールの確認だ。パソコンを開いた入沢は、To Doリストに目を通す。

（今日は十時からソリューション事業部のヒアリング、二時からは新規プロジェクトの概要についてシステム部門との打ち合わせ。なかなか忙しいな）

　経営企画部は、会社の中長期の経営目標やその戦略の立案・策定を行い、実施の管理などを担当する部署だ。

　具体的には、自社と競合他社のデータを分析し、ビジネスをどう展開していくべきかといった大きな経営課題の策定の他、コスト削減やマーケティング戦略などの立案なども行う。経営会議を運営して社長の意思決定をサポートし、さらには決定した事柄を全社で実施する際の管理も行うため、その業務は幅広い。

　メールの返信を始めながら、入沢はふと三日前のことを思い出す。今月の頭に知り合った尾谷夏生と身体の関係を持ったのは、先週の金曜の話だ。

（俺が勢いで誰かと身体の関係を持ってしまったのも驚きだが、まさか今後も彼女と会う流れになるとはな。……どういうふうに受け止めたらいいんだろう）

　胸に渦巻くのは複雑な気持ちで、ここ数日は気がつけば尾谷のことばかり考えている。

　金曜日に彼女からのディナーの誘いに応じたのは、その目的を暴くためだ。食事の最中の尾谷は楽しそうで、彼女は本当に自分を騙すつもりで近づいたのかと考えると、ふつふつと苛立ちがこみ上げた。

　興信所に尾谷の身辺調査を依頼していた入沢は、彼女がエキストラ事務所に所属するキャストだとわかり、考え込んだ。尾谷が何らかの目的を持って自分に近づいているのは、間違いない。そんな結論に達し、直接問い質したところ、彼女はエキストラとして副業をしていることは認めつつも「入沢に近づいたのは〝仕事〟ではなく、プライベートだった」と語った。

　そして住まいや勤務先について嘘を言ったことについても釈明したが、入沢は懐疑的だった。

（だから……）

　だから、「俺を好きだというのが本当なら、今ここで身体の関係を持てるか」と問いかけ、尾谷に揺さぶりをかけた。

　彼女があくまでも〝ビジネス〟で自分に近づいたのなら、そこまでできないはずだ。しかし尾谷は半ば意地のようにそれに応じ、結果的に最後までしてしまった。

（せっかく逃げ道を与えてやったのに、応じるなんて。どうしてあそこまで意地を張るんだろう）

　おそらく入沢の読みどおり、彼女は何らかの目的を持ってこちらに近づいてきている。

　それははっきりしているのに、尾谷は頑なに認めようとしない。そしてあくまでも〝入沢に好意を抱いている女性〟というスタンスを崩さず、その姿勢を貫こうとしている。

　そんな尾谷を前に、入沢はその意図がわからずモヤモヤしていた。だが強く拒めず、結局関係を持ってしまったのは、我ながら情けない話だ。

（こちらが追及しても、彼女はとことん演技を続けようとする。だからかな、強く拒めなかったのは）

　彼女の身体は、ほっそりとして美しかった。

　敏感な反応やこらえきれずに漏らす吐息、潤んだ瞳に煽られ、初めは冷静だったはずの入沢は気がつけば目の前の身体に夢中になっていた。尾谷に「さっきの行為は、ただわたしを弄んだだけですか」と問いかけられたとき、咄嗟に強く否定したのは、元々彼女に好意を抱いていたからだ。

　結局、言質を取られる形で「今後のわたしの言動を見て、嘘を言っているかどうかを判断してください」という申し出を了承させられてしまい、それを思い出した入沢は複雑な思いにかられた。

（まだ彼女の目的がわからないし、誰に依頼されて動いているのかも不明なままだ。一体どんな人物が裏で糸を引いているのか、まったく見当がつかない）

　できればもう一度会って意図を確かめたいが、自分は来月の初旬に見合いを控えている。

　そうした状況で尾谷に会うのは、非常にリスキーだ。椎谷美咲と結婚するのはほぼ決定事項であり、既にそういう前提で動いているため、他の女性と親しくしていると足を掬われかねない。

　ならばもう尾谷には会うべきではないと思うが、ふとした瞬間に思い出し、考え込むことが続いていた。かといって積極的に連絡を取る気にはなれず、どっちつかずの気持ちで既に三日が経過している。

（とりあえずもう一度会って、俺に近づいた目的を問い質そう。もしそれで答えなかったら、早々に見切りをつけるべきだ）

　ため息をつき、そう結論づけた入沢は、昼休みに彼女にメッセージを送った。

「今夜時間があるなら、どこかで待ち合わせできないか」という内容を送ると、五分ほどで返信があり、「大丈夫です」と書かれている。それにホッとしつつ、尾谷と最初に出会ったバーを待ち合わせ場所に指定した。

　午後七時に店に向かうと、そこには既に彼女の姿があった。

「あ、お疲れさまです」

　こちらの姿に気づいた瞬間、尾谷がパッと笑顔になり、入沢は眉を上げる。

　その表情には「会えてうれしい」という気持ちが如実に表れていて、一瞬どう反応していいかわからなかった。

　仕事帰りらしい尾谷は、今日もきれいだ。黒いタイトなカットソーにライトグレーのフレアスカートを合わせ、首元のネックレスや手首のブレスレットで華やかさをプラスしている。隣の席にはトレンチコートが畳んで置かれており、入沢はそんな彼女に声をかけた。

「呼び出してしまって、すまない。今日はカウンターじゃなく、テラス席にしないか？」

　バーテンダーに話を聞かれたくないためにそう提案すると、尾谷が「はい」と答える。

　スタッフにアイランズ・モルトのロックを注文し、ギムレットを飲んでいた尾谷と乾杯した。そして彼女を見つめ、口を開く。

「まずは、先日の件を謝りたい。勢いであんなことをしてしまい、本当に申し訳なかった」

　すると尾谷が意外そうな顔をし、あっさり答える。

「やめてください。そんなふうには思っていませんから」

「でも」

「わたしは入沢さんが好きだからこそ、誘いに応じたんです。被害者意識はまったく持っていません」

　ニッコリ笑う彼女は、相変わらず食えない雰囲気だ。

　どうやら〝演技〟を継続するつもりらしく、それを前にした入沢の中にムクムクと反発心がこみ上げる。できれば自分が会話の主導権を握りたいが、おそらくそれは尾谷も同じなのだろう。

（……まるでシーソーゲームだな）

　互いの出方を窺い、何とか自分の流れにしようと綱の引き合いをしている。

　彼女が微笑んで言った。

「今日は入沢さんから連絡をもらえて、うれしかったです。週末に一切連絡がなくて、もしかしたらこのままフェードアウトされるのかもって思ってましたから」

「そんなことはしない。君への疑いも、まだ晴れていないし」

　身体の関係を持っておきながらこんなことを言う自分は、傍からみればきっとひどい男だろう。入沢はそう考えたものの、尾谷がさらりと告げる。

「そうですよね。でも興信所を雇ったのなら、最近のわたしがエキストラ事務所に出入りしていないことや、クライアントらしき人物と会っていないのも知ってるんじゃないですか？」

「ああ」

　確かに興信所の報告書には、尾谷がクライアントらしき人物と会ったり、エキストラ事務所に立ち寄ったという内容は一切記載されていなかった。

　だが連絡手段なら、電話やメールなど顔を合わせない方法はいくらでもある。入沢がそう指摘すると、彼女が考え込んで独り言のように言う。

「うーん、言われてみれば確かにそうですよね。疑念を払拭するには至らないか」

「…………」

「じゃあわたしが純粋に入沢さんが好きだということをわかってもらうために、より親睦を深めませんか？」

「えっ」

「とりあえず、ご飯に行きましょう」

　促されるまま立ち上がり、バーを出た入沢は、困惑しながら彼女に問いかけた。

「食事って、一体どこに行くんだ」

「入沢さんが既にご存じのとおり、わたしは至って地味な一般庶民です。たまの贅沢はときどきバーを訪れたり、年に一、二回ちゃんとしたディナーに行くぐらいなので、入沢さんが普段出入りするようなお店には詳しくありません」

　尾谷は「でも」と言ってニッコリ笑い、二歩先を歩きながら言葉を続けた。

「その分リーズナブルで美味しいお店をいろいろ知ってますから、今日はそういうところにお連れしますね。こっちです」

　彼女に案内されたのは、バーから歩いて数分のところにある焼き鳥屋だった。

　ビルの一階にあるその店はカウンターだけのこぢんまりとした造りで、焼き鳥と一緒にベルギービールを愉しめるという。入り口から中を覗き込んだ尾谷がスタッフに「座れますか？」と問いかけ、こちらを振り向いて言った。

「席が空いてるみたいなので、入りましょう」

　店内は清潔感があり、女性客の姿が多かった。カウンターの真ん中辺りの二席が空いていてそこに座ると、彼女がメニューを差し出してくる。

「ここはベルギービールを二十種類以上置いていて、注文した焼き鳥の種類に合わせたビールをお勧めしてくれるんです。何を食べますか？」

　尾谷のお勧めは丸ハツと〝かっぱ〟だといい、入沢が「かっぱ？」と問い返すと、彼女は頷いて言った。

「鶏の胴体の先端部分の骨、つまり〝ヤゲン軟骨〟です。骨の形が河童の嘴に似てることから、そう言われているみたいですね」

「なるほど」

　結局尾谷のお勧めの串を数種類と軍鶏しゃものねぎまを頼み、ビールで乾杯した。

　丸ハツは皮付きの丸い状態のまま串を打ち、燻製醤油で焼き上げていて、添えられたホースラディッシュと山葵のツンとした香りがよく合う。

　かっぱはレモンと塩胡椒でしっかり味付けされており、コリコリとしたクセになる食感で、柑橘系の香りと爽やかな酸味があるベルギービールとの相性がよかった。

「……美味いな」

　思わずそんなつぶやきを漏らすと、彼女がパッと笑顔になって言う。

「よかった。もし入沢さんのお口に合わなかったらって、密かに心配してたんです。こっちのカチョガヴァロは、赤ワイン樽で寝かせたベルギービールとすごく合うんですよ」

「いいな。頼もう」

　何杯かグラスを重ねるうち、尾谷が酒気を帯びたため息をつく。それを横目に、入沢は彼女に問いかけた。

「君に、聞きたいことがあるんだけど」

「何ですか？」

「エキストラ事務所では、具体的にどんな仕事をしてるんだ？」

　これは入沢的には、かなり穿った質問だった。

　もし尾谷が何らかの狙いがあってこちらに近づいてきたのなら、その仕事内容はなかなか明かせないはずだ。しかし彼女は、事も無げに答える。

「ライブハウスやコンサート、お店の新規オープンの動員や、お見合いパーティーのサクラの仕事は頻繁にあります。でもわたしはそういうものではなく、結婚式などで親族代行や友人代行の仕事を多くしていました」

「代行……」

「いろいろ事情があって家族と疎遠になっている人が、結婚の顔合わせなどで家族の代わりになってほしいって依頼してくることがよくあるんです。あとは結婚式で友人が極端に少ない人が、お相手の招待客とのバランスを取るために友人代行を依頼してきたりだとか」

　尾谷がビールを一口飲み、グラスをカウンターに置いて言葉を続けた。

「入沢さんはわたしがエキストラ事務所のキャストだということで警戒されているみたいですけど、例えば会社から割り振られた仕事で誰かに何かしらの目的を持って近づき、身体まで張るなんてありえないです。そもそも仕事の項目に、そういった内容がありませんし」

「そうか」

　言われてみれば確かにそんな気がしてきて、入沢は考え込む。

　彼女の言うとおり、自分はエキストラ事務所所属という部分に過剰反応してしまったのだろうか。すると尾谷が「でも」と言って小首を傾げ、こちらを見た。

「わざわざ興信所にわたしの調査を依頼するなんて、もしかすると入沢さんは社会的地位のある方ですか？　ワインパーティーのときの交友関係や、その後のデートのときのお店のチョイスで、何となくそうなのかなって思って」

　思えば彼女には、自分の素性を明かしていない。そう気づいた入沢はスーツの胸ポケットから名刺入れを取り出し、一枚カウンターに置いた。

「自己紹介が遅れて、申し訳ない。これが俺の名刺だ」

「入沢ホールディングスって……聞いたことがあります。確か人材派遣会社の」

「ああ」

　名刺には〝入沢ホールディングス株式会社　執行役員常務　経営企画部　入沢遼〟と書かれている。尾谷が驚きの表情でつぶやいた。

「入沢さんは、常務なんですね」

「父親がＣＥＯなんだ」

「だからデートのときにすごいお店ばかりを予約したり、わたしを警戒してすぐに興信所を雇ったりしたんですね。納得しました」

　その後の彼女は少しおとなしくなり、飲むペースが落ちたようだった。

　やがて店を出る際、入沢は当たり前のように自分が支払おうとしたが、尾谷が断固としてそれを拒否した。

「わたしが誘ったんですから、ここはわたしが払います。入沢さんは先に出ていてください」

「そういうわけにはいかない。俺は人に奢られるのは好きではないんだと、このあいだも言っただろう」

　しかし彼女が強引に支払ってしまい、後味の悪い思いを噛みしめる。

　店の外に出た入沢は眉をひそめ、憮然として問いかけた。

「どうして君は、そこまで金を払いたがるんだ。ああいう場では男に任せたほうがスマートなのに」

「さっき説明したとおり、こちらがお誘いしたからです。それにわたしは、あなたのお金が目当てで会っているわけではありません」

　その言葉に虚を衝かれ、入沢は口をつぐむ。彼女がこちらを見上げて言った。

「これまで入沢さんが苗字しか教えてくれなかったのは、わたしを警戒しているからだと何となくわかっていました。先ほど名刺をいただいて大きな会社の常務だとわかりましたけど、わたしは元々そういう素性を知っていてあなたを好きになったわけじゃないんです。そう思うと、半ば意地のように『自分で支払おう』っていう気持ちが湧いて、ああいう行動に出てしまいました。もし入沢さんに恥をかかせたのなら、すみません」

　尾谷の言葉と眼差しは真っすぐで、それを見た入沢は、これは〝演技〟と本音、一体どちらなのだろうと考える。

　興信所の報告書を読んで以降、入沢はずっと彼女を色眼鏡で見ていた。だがそういう先入観を取り払ってみれば、尾谷は一貫して真っすぐな想いを伝えてくれているように思える。

（……いや、これが計算ずくだというのも充分考えられる。何しろ演技で泣けるくらいなんだから）

　そんなふうに考えていると、尾谷がこちらをじっと見つめてくる。ふと我に返った入沢は、彼女に問いかけた。

「どうした？」

「眉間に皺が寄ってます。もしかして、『この発言は〝演技〟と本音のどちらだろう』とか考えてるんじゃないですか」

　図星を突かれた入沢は、気まずく黙り込む。すると尾谷が噴き出して言った。

「入沢さん、このあいだからそうやって感情を表に出してくれるようになりましたよね。前の完璧でそつのない顔より、ずっと親しみが持てていいです」

「君こそ、だいぶ素の表情が出てきているように見えるが」

　思わずそう言い返す入沢に、彼女が笑ってこちらを見る。

「わたしはあえて出してるんです。入沢さんに好きになってもらいたいので」

「その調子で、俺に近づいた本当の目的もオープンにしてもらいたいんだがな。こんなデートまがいのことをするのは、正直時間の無駄だろう」

「『時間の無駄だ』なんて言われたら、さすがにちょっと傷つきます。わたしと一緒にいるの、そんなにつまらないですか？」

　そんなふうに思ったことはなく、入沢はぐっと言葉に詰まる。つまらないどころか、尾谷の前では普段は誰にも見せない素の人格でいることができ、とても新鮮だった。

（……何だか調子が狂うな）

　これまでの入沢はＣＥＯの息子であるという立場や入沢ホールディングスの社名を汚さぬよう、品行方正に振る舞ってきた。

　長じるにつれ、気がつけば素の自分を出すことはなくなっていたが、彼女と話しているときは明らかに他の人間といるときとは違う顔をしている。

（でも……）

　こうして会っているのは、尾谷の本当の目的を知りたいからだ。

　今日はっきりしなければ諦めて関係を断とうと考えていたが、彼女に手玉に取られている形なのは癪に障る。

　しばらく目まぐるしく考えていた入沢は、やがてふっと力を抜く。そして彼女を見下ろしてニッコリ笑った。

「──参った、降参だ」

「えっ？」

「そこまで言われたら、疑い続けることなんてできない。君を信じるよ」

　すると尾谷が目を見開き、戸惑った表情で問いかけてきた。

「本当ですか……？」

「ああ。俺は尾谷さんを弄ぶつもりで、手を出したわけじゃない。元々君に心惹かれていたからこそ、あのときは我慢できずに最後までしてしまったんだ。尾谷さんの気持ちを試すような言い方をしたのに、事が済んだあとの俺はそれを信じないどころか、数日間連絡もせずにひどい態度だった。許してほしい」

　急に態度を変えた入沢を、彼女は懐疑的な目で見ている。

　しかしすぐにそれに乗る判断をしたのか、こちらを見上げてパッと明るい顔になって言った。

「許してほしいのは、わたしのほうです。つまらない見栄で嘘をついていたのは確かですし、エキストラ事務所に所属しているのを怪しいと思うのは、当然ですから」

　尾谷は「それと」と言葉を付け足す。

「このあいだのことも、わたしは全然嫌じゃありませんでした。──入沢さんは優しかったので」

「────」

　微笑みを浮かべたままそれを聞いた入沢は、頭の隅で「まるで茶番だな」と考える。

　自分たちは互いの言葉が薄っぺらであるのを知りながら、腹の探り合いをしている。このまま会い続けても彼女が本当のことを語る保証はどこにもなく、徒労に終わるかもしれない。

　だがこのまま関係を断ち切るのを惜しいと思うくらいには、目の前の尾谷を「面白い」と感じていた。

（俺の前ではとことん無邪気な女を演じようと考えているなら、面白い。こっちもそれにつきあってやるまでだ）

　入沢は腕を伸ばし、目の前に立つ彼女の手を握る。そして意図して甘い表情を作り、穏やかな声で告げた。

「この三日間、尾谷さんのことばかり思い出していた。君が俺を騙すために近づいてきたのかもしれないという疑いを消せない反面、俺の手でどんなふうに乱れたか、気づけばそんなことばかり考えて」

「そ、そういう言い方はやめてください」

　情事を連想させる言葉を聞いた途端にぎこちなくなる様子は、まるで男に慣れていないように見える。

　だが「どこまでが演技なのだろう」という疑問が芽生え、入沢は尾谷の手を口元に持っていきつつ誘いをかけた。

「よかったら、これから飲み直さないか？　もっと君のことを知りたいし」

「それは構いませんけど、どこの店にしますか？」

　彼女の問いかけに、入沢は笑顔で提案する。

「──店じゃなく、俺の家に行こう」





　　　＊　＊　＊






　往来を少し歩き、客待ちのタクシーを見つけた入沢が、運転手にそのドアを開けさせる。

　彼のあとから後部座席に乗り込んだ夏生は、思いがけない流れに少し緊張していた。

（まさか自宅に行くことになるなんて思わなかった。入沢さん、一体どういうつもりでわたしを誘ったんだろ）

　今日の昼休み、「今夜時間があるなら、どこかで待ち合わせできないか」とメッセージがきたとき、夏生は入沢の意図について考えた。

　身体の関係を持った金曜の夜以降、彼からの連絡はなく、そろそろこちらから連絡を取ろうとしていたところだ。入沢とセックスしてしまったことは自分的にかなりイレギュラーな出来事だったものの、事実として受け入れている。

　だが彼のほうはどうかと考えたとき、もしかしたら、後悔しているのかもしれないと感じた。

（金曜はわたしの挑発に乗った形で二回もしたけど、別れ際は言葉少なで、ホテルの前で別々のタクシーに乗り込んでそれっきりだった。土日のうちに冷静になって、勢いでしたことを後悔してるのは、充分あり得る）

　これまで乱れた女性関係もなく、落ち着いた性格の入沢だ。

　見合いを控えている状況を鑑み、もうこちらと会わないほうがいいという決断を下した可能性があったが、夏生は「冗談じゃない」と考えた。

　成り行きとはいえ身体まで使ったのだから、その事実を最大限に生かしたい。何としてももう一度顔を合わせ、彼の気持ちを自分に向けたくてたまらなかった。

（だから……）

　夜にバーで顔を合わせた際、夏生はあえて明るい態度を取った。

〝会えてうれしい〟という気持ちを前面に押し出し、とことん入沢に恋をしている立場を貫く。たとえ彼がこちらに疑いを抱き、演技であることを看破していても、まったく構わなかった。

　入沢に素性を調べられたのは予想外で、いくつかの嘘が暴かれたのは大きな失態であるものの、縁談を破談にしたいと考えている椎谷がこの案件にかなりの金をかけているため、自分のせいで中断させるわけにはいかない。

　一緒に食事をして軽く飲むうちに徐々に打ち解け、彼が素性を明かしてくれたときは、素直に驚いたふりをした。店を出る際に頑なに支払いを譲らなかったり、入沢に切々と想いを訴えたのは、完全に計算ずくだ。

　これまで彼が会ったことのないタイプであろう自分に、興味を抱けばいい。そう考えていたものの、入沢が突然「君を信じるよ」と言ったときは、驚いた。

　彼が「元々君に心惹かれていた」「尾谷さんの気持ちを試すような言い方をしたのに、数日間連絡もせず、許してほしい」と言ってきて、夏生は懐疑的な気持ちを抱いた。

　これまでさんざんこちらへの疑いを隠さずにいた入沢なのに、この変貌ぶりはどういうことだろう。だが彼のわざとらしいほどにこやかな顔を見た途端、夏生は「ああ、そうか」と状況を悟った。

　入沢は自分と同じく〝演技〟をすることで、こちらを欺こうとしている。耳触りのいい言葉で夏生を懐柔し、背後にいる人間が誰かを聞き出そうとしているのだ。

　思いがけない展開に驚いたのも束の間、夏生の心に浮かんだのは「チャンスだ」という考えだった。どういう形であれ、彼が自分に興味を抱いてくれたのはいい流れだ。このまま入沢の気持ちを惹きつけられれば、期日までに見合いを断らせることができるかもしれない。

　そう考えた夏生は、「このあいだの行為は、まったく嫌ではなかった」と彼に伝えた。すると入沢が自宅で飲み直そうと提案し、今こうしてタクシーの中にいる。

（このまま入沢さんの家に行ったら、一体どうなるんだろう。ただ飲むだけ？　それとも抱き合う？　……全然本心が読めない）

　タクシーのルームミラーで確認すると後ろから一台の車がついてきており、おそらくは椎谷が雇った興信所の尾行なのだと予想する。

　ちなみに先日抱き合ったときに関しては、〝食事のあとに場所を移動し、ホテル上層階のバーで閉店まで飲んだ〟ということにしていた。興信所の人間はホテル内部まで入ってこられないため、彼と身体の関係を持ったのはばれていない。だが外であまり親密な態度を取りすぎるのも、椎谷に深く勘繰られそうで気をつけなければならなかった。

（入沢さんの自宅に行っても、あまり長居するのはまずいよね。なるべく早く帰ろう）

　タクシーを走らせること十分弱、やがて到着したのは、麻布十番にあるタワーマンションだった。

　地上三十五階の高さを誇る建物は真新しく、中に入るとアートを展示した美術館のようなラウンジがあり、カウンターにコンシェルジュが常駐している。

（すごい建物。こんなところ、初めて入った……）

　エントランスから「こっちだ」と言ってエレベーターホールに案内してくれた入沢が、三十階のパネルを押した。

　上昇する箱の中、夏生はドキドキと高鳴る胸の鼓動を押し殺す。

（落ち着こう。彼のテリトリーに踏み込んでしまうけど、何としてもわたしが会話の主導権を握らないと）

　そんなことを考えているうちにエレベーターの上昇が止まり、彼が先導して廊下を進んだ。そして奥にある一室の玄関をカードキーで開け、「どうぞ」と促してくる。

「お邪魔します……」

　足を踏み入れると、新しい建物の匂いが鼻腔をくすぐった。

　玄関からすぐのドアを開けるとリビングになっており、その広さは目を瞠るばかりだ。モダンでセンスのいい家具が並び、まるでモデルルームのように整然としている。

「素敵なお部屋ですね」

「賃貸だけどな。一年前にここが建って、職場に近いから引っ越してきた」

「そうなんですか」

　入沢がおもむろにこちらを振り向き、夏生の心臓が跳ねる。すると彼が、クスリと笑って問いかけてきた。

「どうした？　そんなにビクビクして。もしかして、部屋に入るなり襲われるとでも思ったか」

「そ、そんなことないです」

「同意のない行為に及ぶつもりはないから、安心してくれ。ワインでいいかな」

「はい」

　彼が赤ワインとナッツ、ドライフルーツを用意してくれ、ソファで乾杯する。

　ワインは適度な渋みで、後味がくどくなく飲みやすかった。夏生はグラスをテーブルに置いて口を開いた。

「いただいた名刺に〝経営企画部〟って書かれてましたけど、入沢さんは常務なのに実務もしているんですか？」

「ああ。ゆくゆくは父の後を継ぐことになるが、それまでできるだけ現場で仕事を学びたいと考えているんだ。入社した二十二歳のときからいくつかの部署を渡り歩いて、今に至る」

　彼が普段の仕事の内容をざっくり語ってくれ、夏生はそれを興味深く聞く。入沢が自身のグラスにワインを注ぎながら、言葉を続けた。

「それより、君のことを聞かせてくれ。エキストラ事務所のキャストだから人並み以上のコミュニケーション能力があるとはいえ、見ず知らずの俺に近づいてくるのは怖くなかったのか？」

　にこやかにそう問いかけられ、夏生も曇りのない笑顔で答える。

「何度も言いますけど、エキストラ事務所は何も関係ありません。わたしはプライベートで、偶然入沢さんと知り合っただけですから」

　先ほどこちらに対する恋愛感情を口にした彼だが、やはり本音は違うらしい。

　どういう意図で自分に近づいてきたのかを確かめたいという意思が変わっていないのを悟り、夏生の心がシクリと疼いた。

（……まあ、当然だよね）

　あの告白を本気にしたわけではなかったものの、ここまでしらじらしい態度を取られると、やはり少々傷つく。

　だが感傷めいた気持ちを抱いたのは、一瞬だった。夏生は自身のプライドを賭け、何としても入沢に見合いを諦めさせなくてはならない。そのためには、彼が現在自分に向けている関心を最大限に利用するのが得策だ。

　夏生は隣に座る入沢を、小首を傾げて見る。そして彼の指先にそっと触れながら言った。

「どうして今さら、そんなふうに当て擦るようなことを言うんですか？　さっきはわたしに好意があるって告白してくれたのに」

「当て擦っているように聞こえたのなら、ごめん。尾谷さんに好意を抱いているのは本当だし、だからこそこうして自宅にも入れた。だが俺たちがより深く理解し合うには、何もかも正直に話したほうがいいと思わないか？」

　こちらが触れた指を振り解くことなく、入沢が甘い眼差しでそう告げてくる。

　それを聞いた夏生は微笑んで答えた。

「わたしは全部正直に話してます。入沢さんに隠していることは、何もありませんよ」

「神に誓って？」

「はい。神に誓って」

　互いの間に、沈黙が満ちる。

　夏生が彼から目をそらさないのと同様に、入沢もこちらを探るように真っすぐ見つめていた。やがて彼が、独り言のような口調で言う。

「……なかなか強情だな」

「一体何のことですか？　わたし、人には裏表がない性格だってよく言われるんですけど」

「冗談だろう」

「いえ、本当ですよ」

　夏生は「でも」と言葉を続け、意味深な表情で入沢を見た。

「強いて言えば、嘘をついていることにひとつだけ心当たりがあります」

「何かな」

「わたし、実は結構お酒が強くて、滅多に酔わないんです。でも入沢さんに可愛いと思われたくて、わざと酔ったふりをしたことが数回ありました。嘘をついてしまい、本当に申し訳ありません」

　すると彼は意外なことを言われたように眉を上げ、拍子抜けした顔でつぶやく。

「……何だ、そんなことか」

「入沢さんはきついお酒が好きですよね。だからわたしと勝負しませんか？」

「勝負？」

「はい。わたしが酔えば、ポロッと何か漏らすかもしれません。だから飲み比べをしましょう」

　これは夏生の、作戦だった。

　日頃から酒の強さには自信があり、滅多に酔うことはない。ここで入沢に勝負を挑めば、今までこんな挑戦を受けた経験のない彼は必ず乗ってくるはずだ。

（入沢さんが酔い潰れたら、わたしはそのまま帰ればいい。きっと彼はその結果に屈辱を感じて、またすぐにコンタクトを取ってくるはず）

　入沢の興味を引くには、世間一般の女性とは違う一面を見せ続けるしかない。

　すると案の定、彼が頷いて言った。

「わかった。俺が勝てば、全部話してくれるんだな。じゃあ、ウイスキーにしようか」

「はい」

　入沢が二つのグラスと氷、ウイスキーを持ってきて、ロックで乾杯する。そして飲みながら、他愛のない話をした。

「学生時代に留学の経験があるなんて、すごいですね。しかも長期の休みのたびにだなんて」

「中学から大学まで、夏休みや冬休みを利用してショートステイをしていたんだ。でも同級生たちみたいに友人同士で遊ぶ暇がなかったから、ちょっと寂しかったかな」

「大きな会社を経営しているお家ですから、ご両親の教育方針がしっかりされていたんでしょうね。ではそのとき培った語学力を、今のお仕事に生かされてるんですか？」

「うちの会社には海外進出を目指す企業からの人材戦略の相談とか、採用計画の依頼なんかも寄せられるんだ。だから年に四回くらいは海外拠点に出張がある」

「なるほど」

　互いのグラスが空になったら次を同時に注ぐというルールで、立て続けに三杯空ける。

　だが入沢はまったく顔色が変わらず、夏生の中でムクムクと対抗意識が芽生えた。わざとペースを速めて四杯目を飲み干すと、彼もそれに合わせてグラスの中身を空にする。そしてウイスキーのボトルを手に取りながら言った。

「そんなにペースを速めて大丈夫か？　初めて会ったときもかなりピッチが速かったが、あのとき『酔ってグラスを倒した』って言っていたのは、やっぱり演技だったわけだな」

「演技じゃないですよ。あのときは失恋したので、悪酔いしてしまっただけです」

　氷を足したグラスに、琥珀色の液体がトクトクと音を立てて注がれていく。

　ボトルのキャップを閉めた入沢が、少し考えてつぶやいた。

「どうやら俺たちは同じくらいに酒が飲めるようだから、このままだと埒が明かない。でも俺は君を酔わせたいから、ちょっとやり方を変えようか」

「えっ？」

　グラスの中身をあおった彼が、おもむろに夏生の頤を上げる。

　そのまま唇を塞がれ、口移しで酒を流し込まれて、夏生は喉奥で呻いた。

「ん……っ」

　冷たい液体が口腔を満たし、思わずそれを嚥下する。

　入沢が再度ウイスキーを口に含み、口づけてきて、夏生は彼のスーツの二の腕を強くつかんだ。

「ぅっ……ふ……っ」

　そのまま舌がぬるりと絡んできて、口の中のウイスキーが攪拌される。

　ゴクリと飲み干すと同時に舌を強く吸われ、一気に酔いが回った気がした。入沢の舌が我が物顔で口腔を蹂躙し、初めは抵抗しようとしていた夏生の身体の力が徐々に抜けていく。

　やがて唇を離した彼が、微笑んで言った。

「顔が赤い。だいぶ酔いが回ったんじゃないか？」

「……っ」

　かあっと頬が熱くなり、夏生はふつふつと対抗意識がこみ上げるのを感じる。

　テーブルの上に手を伸ばし、自分のグラスをつかんで、グイッと中身をあおった。そして入沢の胸倉をつかむと、噛みつくように口づけて酒を口腔に流し込む。

「……っ、ん……っ」

　唇を離して目の前の彼を憤然と見つめたところ、入沢が噴き出して言った。

「君はとんでもない負けず嫌いだな」

「入沢さんが……先にしたんじゃないですか」

「そうだな。どうする、このまま続けるか？」

　余裕たっぷりに笑う彼は悔しいほど端整な顔をしていて、夏生は目まぐるしく考える。

　このまま入沢のペースにされてしまうのは、ひどく癪だ。何としても自分が手綱を握りたいと考えた夏生は彼に顔を寄せ、その耳に噛みついた。

「……っ」

　入沢がビクッと肩を揺らし、息をのむ。

　耳朶を食み、舌先でチロリと舐めると、淫靡な気持ちがこみ上げた。そのまま首筋へと唇を這わせた途端、入沢の匂いを強く感じて身体がじわじわと熱くなっていく。

　そんな夏生の肩をつかみ、彼が問いかけてきた。

「酔ってるのか？　だったら俺の勝ちだな」

「酔ってません。入沢さんの言うとおり、このまま勝負がつかないなら他の方法にシフトしたほうがいいと思って、こうしてるんです」

　夏生は間近で入沢を見つめ、提案する。

「わたしがこれから入沢さんを触りますから、絶対に感じないでください。反応しなければ、そちらの勝ちです」

「……君、やっぱり酔ってるだろう」

　呆れた顔でつぶやく彼に対し、夏生は断固として言い張る。

「酔ってません。至って平静です」

「だったら俺も触らせてもらわなければ、フェアじゃない。君が反応したら負けだ」

「いいですよ。でもわたしが言い出しっぺなんですから、こちらから先にさせていただきます」

　強引に話をまとめた夏生は、入沢のスーツのジャケットに手を掛けて脱がせる。

　そしてワイシャツ越しに胸に触れ、そこを撫でながら内心うっとりした。

（硬くて厚みがある。いつもかっちりした恰好なのに、触ってみると男らしいなんて、狡いな）

　シャツの下にある胸の飾りを探り当てた夏生は、そこを爪で引っ掻く。すると彼がかすかに肩を揺らし、クスリと笑って問いかけた。

「感じちゃいましたか？」

「いや、全然」

　ならば直接触ってやろうと考え、夏生は入沢のネクタイを解いてシャツのボタンを外す。

　合わせを開いて現れた上半身は、引き締まってドキドキするほど男らしかった。再度乳首を爪で引っ掻いた途端、そこは反射的に硬くなる。夏生は彼の胸に顔を寄せ、舌先で触れた。

　小さな尖りを舌で押し潰し、ちゅっと音を立てて吸い上げる。乳暈をなぞり、ときおり強く吸い上げる動きに、入沢がこちらの髪に触れて言う。

「くすぐったい」

「それって感じてるって言いません？」

「違うんじゃないか？」

　言いながら彼の大きな手がふいにこちらの胸のふくらみに触れてきて、夏生はドキリとする。

　カットソー越しに揉みしだかれ、思わず息が乱れそうになった。入沢の手が上衣をまくり上げてきて、ブラに包まれた胸があらわになる。

「あ、……」

　彼は夏生の上半身を引き寄せ、胸の谷間に端整な顔を埋めて、そこからこちらを見上げてきた。

　ドキリとして息をのむと、そのままふくらみをペロリと舐められ、頬がじんわりと熱くなる。思わせぶりに舐め続けられるうち、胸の先端が期待に疼いて硬くなっていくのがわかったが、そのタイミングでブラのカップをずらした入沢が微笑んで言った。

「尖ってる。もう感じてるだろ」

「ち、違います。寒いだけですから……っ」

「本当に？」

　ちゅっと吸いつかれ、思わず漏れそうになる声を、夏生は咄嗟に唇を噛んでこらえる。

　敏感な部分に熱い舌を感じ、ざらつく表面で押し潰されると、そこがますます張り詰めていくのがわかった。夏生は彼の肩をつかんで引き剥がそうとしながら言った。

「そ、そこはもうおしまいです。わたしだってそんな長時間してないんですから……あっ！」

　胸の先端に緩く歯を立てられ、意図せず大きな声が出る。

　ツキリとした疼痛が走り、そのあとに優しく吸われて、身体の奥がきゅうっと窄まるのがわかった。夏生の胸を愛撫しながら、入沢の大きな手が尻の丸みを包み込む。

　両手で強く尻を揉みしだかれ、その卑猥な手つきに気恥ずかしさをおぼえた。まだ触れられていない脚の間が、じんと熱くなっていくのを感じる。それまで放置されていたもう片方の胸にも吸いつかれ、熱っぽい吐息が漏れた。

「はぁっ……」

　ちゅくちゅくという音と尻を揉む手つきに、官能を煽られる。

　スカートをまくり上げた彼の手が後ろから下着の中にもぐり込み、花弁に触れて、夏生はビクッと腰を揺らした。

「ぁ……っ」

「濡れてる。俺の勝ちだな」

　その言葉にかあっと顔を赤らめた夏生は、咄嗟に腕を伸ばし、入沢の股間に触れる。

　すると既に硬くなったものが存在を主張していて、ムッとしながら告げた。

「入沢さんこそ、硬くなってるじゃないですか」

　スラックス越しに形をなぞると、その硬さや大きさがわかり、一度受け入れたことがある隘路がじわりと蜜をにじませる。それを感じながら、夏生は上擦りそうになる声を抑えつつ問いかけた。

「わたしだけじゃなく、入沢さんもなんですから、おあいこですよね」

「まあ、そうだな」

　直接欲望に触れられた入沢がかすかに息を吐き、それを見た夏生は指で昂ぶりを撫でてしまう。それを制止しないまま、彼が再度口を開いた。

「君に、提案があるんだが」

「何ですか？」

「お互いさまなんだってわかったことだし、ここで一旦休戦にするのはどうだろう。俺は勝ち負けに関係なく、尾谷さんに触れたい」

「……っ」

　婉曲な表現ではなくストレートな言葉に、夏生の胸がきゅんとする。

　本当は自分もそうしたいと思っていたが、入沢のほうから言ってくれてホッとした。だがなけなしのプライドが疼き、思わず可愛くない言い方で告げる。

「入沢さんがそうしたいなら、いいですよ」

「…………君は、本当に」

　呆れたようにつぶやき、彼の手が頬に触れてくる。

　そのまま後頭部を引き寄せられ、夏生は入沢に口づけられていた。

「……ん……っ……」

　噛みつくように口腔を貪られ、夏生はそれを受け止める。

　ぬるぬると絡ませられ、ときおり舌が抜けそうなほど強く吸われて、身体が熱くなるのがわかった。濃密なキスを受け止めるうち、夏生の中で「彼が欲しい」という欲求が強く湧いてくる。しがらみや面倒な事情を何もかもかなぐり捨てて、今はただ入沢を感じたい。彼の熱を自分の身体で受け止めたくて、たまらなかった。

　口づけを解き、彼が再度胸の先端を舐め上げてきて、夏生は声を漏らす。

「ぁ……っ」

　舌先で乳暈をなぞり、尖りをつつかれる。

　たったそれだけの刺激で敏感なそこは硬くなり、形を主張しているのがわかった。軽く吸われるとじんとした疼きがこみ上げ、夏生は入沢の頭を腕の中に抱え込む。

　熱い舌で繰り返し愛撫されるそこはピンと勃ち上がり、もう片方も指で弄られると甘い声を我慢できなかった。

「ぁっ……んっ、……あ……っ」

　やがて入沢の手が、スカートをたくし上げながら夏生の太ももを撫でる。

　ストッキング越しに脚の間に触れられて、遠回しな動きにもどかしさが募った。先ほど焦らされたのを思い出しながらわずかに腰を揺らすと、彼の手がストッキングの縁に掛かり、下着と一緒に脱がせてくる。

　夏生はそれにおとなしく従い、改めて入沢の腰を跨いだ。すると彼が腕を伸ばし、花弁に直接触れてくる。

「ん……っ」

「もうトロトロになってる。……可愛い」

　入沢の声に揶揄する響きはなく、砂糖を溶かしたような甘さがあり、それに反応した蜜口がヒクリと蠢いてしまう。

　しばらく溢れ出た愛液のぬめりを広げていた指先が、やがてゆっくりと中に沈められていった。ゴツゴツとして硬い男の指が柔襞を捏ね、柔らかさを愉しむように抽送を始めて、夏生は入沢の肩にしがみつく。

「はぁっ……」

「中、柔らかいのに吸いついてくる。指を増やしてもいいか？」

「……っ、はい……あっ……！」

　本数を増やした指が再び中に埋められ、その存在感に夏生は太ももを震わせる。

　行き来させられるたびに粘度のある水音が立ち、内壁が異物をきつく締めつけていた。身体の内側をなぞられる感覚は強烈で、甘い愉悦がじわじわと湧いてくる。浅いところをくすぐったり、そうかと思うと根元まで埋めた指で最奥をぐっと押し上げられ、その動きの緩急に声を我慢することができなかった。

　だが自分だけが感じさせられている状況が悔しく、夏生は目の前の入沢の顔に触れると、上から覆い被さるように口づけた。

「ふ……っ……ぅっ……」

　口腔に舌を差し入れると彼が応えてきて、口づけがすぐに濃密になる。

　そうしているあいだも秘所への指の抽送は続いていて、内壁がより奥に誘い込もうと蠢いているのがわかり、夏生はじりじりと快感に追い詰められた。

（あ……駄目、きちゃう……っ）

　その瞬間、唇をわずかに離した入沢が、少しかすれた声でささやく。

「──いいよ、達って」

「あ……っ！」

　声に誘導されるのと同時にぐっと奥を抉られ、一気に快感が弾ける。

　頭が真っ白になるような感覚に、夏生は身体を震わせた。わななく隘路が彼の指を締めつけ、やがて弛緩していく。身体がすっかり汗ばんでいて、心臓がドクドクと速い鼓動を刻んでいた。

　脱力した夏生の身体を受け止めた彼が、緩やかに中を掻き回しながら言った。

「すごいな、ここ。もうぬるぬるだ……ほら」

「あっ、あっ」

　ぐちゅぐちゅと聞くに堪えない淫らな音が聞こえ、夏生はなすすべもなく喘ぐ。

　やがてさんざん感じさせたあとにズルリと指を引き抜かれ、力が入らなくなった身体をソファの座面に横たえられた。夏生が息を乱しながらぼんやりと視線を向けると、こちらの太ももをつかんだ入沢が脚を大きく押し広げ、そこに顔を埋めてくる。

「や……っ」

　溢れ出た蜜を熱い舌に舐められ、高い声を上げる。

　皓々と点いた電気の下でそんなことをされるのが恥ずかしく、必死で手を伸ばして押し留めようとするものの、彼はやめない。端整な顔立ちの入沢が自分の秘所を舐めている姿はあまりにも刺激が強く、夏生の頭が煮えそうになった。

　彼の髪は少し乱れており、零れ落ちた前髪の隙間からこちらを見る姿はどこか獰猛さを感じさせ、普段と違うその様子にゾクゾクする。

（どうしよう、……こんな）

　物腰穏やかな御曹司だと思っていたのに、こんな男っぽい顔を隠しているなんて、反則だ。

　それでいて触れ方に独り善がりなところはなく、こちらを傷つけないように気を使っているのが伝わってきて、グズグズになってしまう。今までつきあった誰としてもこんなふうに乱れたことはなく、それが夏生を戸惑わせていた。

　やがて口元を拭って上体を起こした入沢が、カードケースから避妊具を取り出しつつ言う。

「悪いな。ベッドでしたほうがいいんだろうが、我慢できない」

　薄い膜を装着する様を見るのは恥ずかしく、夏生は頬を赤らめながら視線をそらす。

　やがて脚をつかんで広げられ、彼が身体を割り込ませてきた。

「あ、っ……」

　ずっしりとした質量のある昂ぶりを蜜口にあてがわれ、丸い亀頭をのみ込ませられる。

　じりじりと太い幹が埋められていき、夏生はその大きさに喘いだ。狭い内部を広げつつ、剛直が内壁を擦りながら奥へと進んでいくのがつぶさにわかって、反射的にそれを締めつけてしまう。

　一旦腰を引いた入沢が体重をかけて根元まですべて挿入してきて、夏生は内臓がせり上がるような圧迫感をおぼえた。

「……っ」

「すごいな。中がうねって……絡みついてくる」

　彼の吐息交じりの言葉には快感がにじみ、こちらを見下ろす眼差しにも熱を感じて、夏生の胸がいっぱいになる。

　明るいところですべてを見られていることに羞恥があるのに、埋められた楔を締めつける動きが止まらない。入沢が自分の身体で快感を得ているのだと思うと、うれしかった。

　入沢が律動を開始し、屹立が中を行き来し始めた。場所がソファで動きづらさもあるのか、突き上げはそう激しくはないものの、切っ先が的確に感じやすいところを抉ってくる。

　充実した怒張で中をいっぱいに満たされる感覚は、夏生に眩暈がするような愉悦を与えた。わななく襞が断続的に幹を強く締めつけ、それを物ともせずに動かれて、内側を擦られる感覚に肌が粟立つ。

　夏生は彼の手首をつかみ、切れ切れにつぶやいた。

「はぁっ……や……っ」

「何が嫌？」

「ぁ、そんな奥ばっかり……っ」

　挿れたばかりなのに今にも達ってしまいそうになり、夏生が上擦った声でそう訴えると、入沢がチラリと笑って言う。

「いいよ。好きなだけ達けばいい」

「ひぁっ……！」

　彼が上体を倒し、こちらの両手を握り合わせる形で覆い被さってきて、より深くまで押し込まれた楔に夏生は高い声を上げる。

　そのまま激しく腰を打ちつけられ、呆気なく高みに引き上げられた。ビクッと大きく背をそらせると、なおも中を穿たれて息をのむ。

「……っ……待って……っ」

「待たない。というより、『待てない』というほうが正しいかな。君の中が気持ちよすぎてたまらない……」

「んぅっ……」

　唇を塞ぎながら剛直を深いところまでねじ込まれ、夏生は涙目になる。

　普段と真逆の獰猛さは、自分を欲しがっていることの証に思え、強く心をつかまれていた。これほどまでに真っすぐ情熱をぶつけてくる入沢が、いとおしくてたまらない。自分たちは恋人同士ではないはずなのに、彼に抱かれてうれしいと思う自分がいる。

（わたし──）

「はぁっ……」

　彼が唇を離し、互いの間を透明な唾液が糸を引く。

　入沢の唇が耳朶を食んできて、彼の荒い息遣いを感じた夏生の肌がゾクリと粟立った。そのまま唇が首筋をなぞっていき、ときおり肌をチロリと舐められる感触に息を乱す。

　それまで握り合わせていた手を解いた入沢が、胸のふくらみをつかんで先端を舐め上げてきた。敏感なところに感じる刺激に中がきゅうっと窄まり、彼が心地よさそうな息を吐く。

　締めつけに我慢できなくなったのか、入沢が強く腰を押しつけ、小刻みな律動を送り込んできた。硬く張り詰めた昂ぶりで内壁を余さず擦られ、切っ先で繰り返し最奥を押し上げられる。

　柔襞が啜るような動きで幹に絡みつき、二度目の絶頂の予感に不規則にわなないていた。彼がこちらを見下ろし、問いかけてくる。

「……っ……そろそろ達っていいか？」

　夢中で頷くと一気に律動を速められ、夏生は高い声を上げた。

　果てを目指す動きは激しく、自分の中を行き来する剛直のことしか考えられない。身体の奥に甘ったるい快感がわだかまっていき、今にもパチンと弾けそうなのが怖くなって、夢中で目の前の彼にしがみつく。

「ぁっ……はぁっ……んっ……あ……っ！」

　根元までねじ込んだものの切っ先を最奥に押し当て、入沢がぐっと顔を歪める。

　ほぼ同時に夏生も達し、震える隘路が楔をきつく締めつけた。

「……っ……は……っ」

　薄い膜越しに熱い飛沫が放たれるのがわかり、夏生は甘い悦楽がさざ波のように身体中に伝播していくのを感じた。

　身体がすっかり汗ばんでいて、心臓が早鐘のごとく鼓動を刻んでいる。それは彼のほうも同様で、息を乱した入沢が口づけてきた。

「ん……っ」

　情事の余韻を味わうようなキスに、再び快楽を呼び起こされそうになる。

　覆い被さってくる彼の身体の重みを受け止めてその汗ばんだ背に腕を回し、夏生は疲労が全身に満ちていくのを感じながら疲れた目を閉じた。








第五章









　経営企画部は、会社経営の中核を担う重要なセクションだ。

　社長や役員などの経営陣の補佐役として、または経営陣と事業部門の橋渡し役として、多面的な役割が求められる。

　事業計画を立案して経営陣にプレゼンし、承認を得て終わりというわけではなく、会議で決まった内容を各事業部門などの現場に通達し、日々の進行状況を管理して結果を出すところまで求められるため、業務量は非常に多い。

　今日は午後四時から経営会議があり、入沢は中立的な立場で議事進行を行う〝ファシリテーター〟として参加していた。今回の議題はシニア派遣の管理サービスのリソースを詰めることで、意見やアイデアを出しやすいよう、参加者には事前に議題内容を周知している。

　ファシリテーターは自らは主張せず、参加者の発言に頷いたり相槌を打ったりしながら参加者が話しやすい雰囲気を作る。また全員が会議に積極的に参加できるよう、特定の人のみが発言している場合や場が紛糾しそうな場合はやんわりと軌道修正し、多くの意見を吸い上げる必要があった。

　上手く場を回しながら一時間ほどの会議が終わり、参加者が次々に席を立つ。後片づけを秘書課のメンバーに任せた入沢は、自身のオフィスに戻った。

　そしてパソコンを起動し、会議の内容をまとめるべくエクセルを開きながら考える。

（議事録をまとめたら、今日の業務は終わりかな。だいたい六時くらいか）

　そのときデスクの上のスマートフォンが電子音を立て、そちらに視線を向ける。

　タップして確認すると、そこには「今日は会えますか？」というメッセージがスタンプ付きで表示された。入沢が「六時に終わると思う」と返すと、しばらくして「じゃあ、駅前のカフェで待ってます」という返事があった。

　スマートフォンを閉じ、パソコンの画面に議事録のフォーマットを呼び出しながら、入沢は自身の置かれている状況に苦笑いした。

（今日で四日続けて会うことになるのか。少しは自制しようと考えていたのに、我ながら情けないな）

　メッセージを送ってきているのは、尾谷夏生だ。

　成り行きで身体の関係を持ったあとも、尾谷はこちらに恋愛感情を抱いているというスタンスで接してきていて、入沢はいまだにその真意を確かめられていない。彼女は「自分を酔わせることができたら、何でも質問に答える」と言ってみたり、「性的な接触をして、感じたほうが負け」というゲームを持ちかけてきたりと、予想を裏切る行動で入沢を翻弄していた。

　それにつきあううち、互いの間の空気が密度を増して、月曜から毎日会って抱き合うようになっている。人目を引く美貌とスラリとした体型が印象的で、パッと見はモデルのようにクールな雰囲気の持ち主であるにもかかわらず、尾谷はよく変わる表情や笑顔が可愛らしい。

　酒に弱いふりをしていたのに実は結構な酒豪だったり、明るい性格でありながら意地っ張りな一面があるなど、小悪魔的な彼女は入沢にとってひどく新鮮だった。

　ベッドではときに大胆に振る舞い、触れればたやすく蜜を零す感じやすい身体も、入沢を魅了してやまない。気がつけばすっかり嵌まってしまい、そんな自分に忸怩たる思いがこみ上げた。

（今のこの状況が、褒められたものではないのはわかっている。俺は見合いをする身だし、そもそも彼女とは恋人同士でもないわけだし）

　だが顔を合わせる回数が多くなるにつれ、情が湧いてきているのは確かだ。

　ポンポン言い返してくる尾谷と話すのは楽しく、普段外では見せない素の自分で接することができる。

　近頃は彼女の真意を問い質すのが二の次になっており、劣情に流されている感も否めない。これまで品行方正に生きてきた入沢にとって、そんな自分は意外だった。

（でも……）

　いつまでも、こんな関係を続けてはいられない。そう思い、少し距離を取ろうと考えているものの、メッセージがくるとつい会う約束をしてしまう。

　その後、会議の議事録を作り終えた入沢は、午後六時少し前に退勤した。会社を出て徒歩で向かったのは、最寄り駅の傍にあるカフェだ。店に近づくと窓辺の席に座る尾谷の姿が見え、彼女がイヤホンで音楽を聴きながら本を読んでいるのがわかる。

　入沢が窓を軽くノックすると、尾谷が弾かれたように視線を上げ、パッと笑顔になった。

（……可愛いな）

　こちらの姿を見てうれしそうな顔をする彼女を見ると、微笑ましい気持ちになる。

　やがて尾谷が店から出てきて、入沢に向かって言った。

「お疲れさまです」

「お疲れ」

　今日の彼女は、アイボリーのＶネックのカットソーにピスタチオカラーのアコーディオンスカートを合わせた、春らしいスタイルだ。

　華奢なデザインのネックレスと手首に嵌めたバングルが、服装のアクセントになっている。往来を歩き出しながら、入沢は尾谷に問いかけた。

「今日はどこに行くか決まってるのか？」

「はい。アジアンダイニングです」

　最近は彼女がお勧めのリーズナブルな店に行くのが定番になっており、入沢は密かに楽しみにしている。今日はエスニックだと聞き、微笑んで言った。

「普段は食べないから、なかなか新鮮だな」

「苦手ではないですか？」

「好きだよ。シンガポールに行ったとき、現地の料理が美味かった記憶がある」

　タクシーに乗って約十分、入沢のマンションに程近いところにあるその店は、アジアの裏路地を思わせる外観が特徴的で既に多くの客でにぎわっていた。

　尾谷は予約していたらしく、奥のテーブル席に通される。鶏肉のフォーやエビのサラダ、プーパッポンカリーなどを頼み、アジアンビールで乾杯した。

「入沢さん、これ美味しいですよ。鶏肉が柔らかくて」

　フォーは低温調理された柔らかい鶏肉がたっぷり載せられており、スープに入っている薄切りのレモンが爽やかな酸味を醸し出している。

　ソフトシェルクラブとふわふわの卵をカレー味で炒めたプーパッポンカリーは、蟹が殻まで食べられるほど柔らかく、彼女は豪快に手でつかんで食べていた。飾らないその様子は入沢にとってホッとできるもので、じっと見つめていると尾谷がそれに気づいて言う。

「入沢さんも食べますか？　はい、あーん」

「いいよ、自分で食べるから」

「手が汚れますから、どうぞ」

　口の中に食べやすい大きさにした蟹を入れられた入沢は、ふと悪戯心を起こし、彼女の腕をつかんでその指を舐める。すると尾谷が、びっくりした顔で腕を引こうとした。

「ちょっ、何するんですか」

「ん？　君の指に、ソースがついてるから」

「だからって、こんなところで……」

　これ見よがしに舌先を出して舐めると、彼女の顔がみるみる赤くなっていく。

　存外初心なその反応を見た入沢は、思わず噴き出した。

（こっちが驚くような大胆な振る舞いをするのに、些細なことで赤くなる。……何でこんなに可愛いんだろうな）

　仲のいいカップルのような行動をしながらも、入沢はふと冷静になる。

　自分は一体、いつまでこんなことを続ける気なのだろう。尾谷が何を企んでいるのかを知りたいという気持ちが高じて勢いで彼女を抱いて以降、なし崩しに関係を続けてきてしまった。

　だが自分たちの関係は恋愛ではなく、将来に繋がるものにはなりえない。なぜなら入沢は来月に見合いを控えていて、その相手との結婚がほぼ決まっているからだ。

（そんな状況で彼女と会い続けることは、見合い相手の椎谷さんに対して誠実ではない。……だったらもう、線を引くべきだ）

　とどのつまり、最近の自分は尾谷の企みを暴くことが目的ではなく、彼女と過ごす時間を楽しんでいたのだと入沢は思う。

　これまでつきあってきた女性とは違うタイプの尾谷に惹かれ、彼女との独特の距離感を心地いいと感じていた。おそらく何か裏があるのは本当で、その目的のために自分に近づいたのはわかっている。だがそれがどうでもよくなるくらい、尾谷に会う時間が自分の心の中で大きなウエイトを占めていた。

　その後、食事を終えて店を出る際、入沢は彼女より早く伝票を手に取って支払いをした。すると尾谷があとから小走りでついてきて言う。

「すみません、ごちそうさまでした」

「ああ」

「これから軽く二軒目に行きませんか？　この近くに、隠れ家的なバーがあるんです。ご馳走になったお礼に、わたしが奢りますから」

　三月の下旬とはいえ、夜になるとまだ気温が低く、少し肌寒い。

　周囲に飲食店が多い路地は、雑多な匂いに満ちていた。足元を吹き抜けていく風を感じながら、入沢は彼女に向き直って告げる。

「いや、飲みには行かない」

「何か用事でもあるんですか？」

「そうじゃない。──いい加減、君とこうして会うのをやめなければならないと思ってる」

　すると尾谷が驚いたように目を見開き、絶句する。彼女は瞳を揺らしながらこちらを見つめ、ぎこちない口調で言った。

「でも……入沢さんは、わたしが何を企んでいるのかを確かめたかったんですよね？　もちろんわたしとしては何も後ろ暗いことはありませんけど、そのために会っていたんじゃ」

「最初はそうだった。君がエキストラ事務所に所属していること、それに勤務先や住まいについて俺に嘘をついていたことから、誰かに頼まれて近づいた、いわば〝ハニートラップ〟じゃないかと考えた」

　入沢は「でも」と言い、言葉を続ける。

「近頃はそれとは関係なしに、君と一緒にいるのが楽しくて会っていたように思う。だが俺は、君の恋人にはなれない。なぜなら──」

　自分が来月見合いを予定していることを告げようとした瞬間、尾谷が突然手を伸ばして入沢の口元を覆う。

　驚いて口をつぐむと、彼女がポツリと言った。

「それ以上……言わないでください」

「…………」

「わたしも入沢さんと一緒に過ごす時間が、楽しかったです。表向きの顔じゃない、素の少し愛想のない表情を見せてくれるのがうれしかったですし、わたしを疑いつつも触れ方はすごく……優しかったので」

　尾谷がこちらを見上げ、切実な眼差しで告げる。

「わたしは入沢さんが好きだからこそ、毎日会っていたんです。お互いに楽しいなら、今のままでいいんじゃないですか？　わたしはこの関係に〝恋人〟という名前がつかなくても構いません」

　彼女の目には必死さがにじんでいて、それを見た入沢は「これは本音なのだろうか」と考える。

　尾谷と会話をするたび、いつも同じことを考えてきた。彼女の表情をつぶさに観察し、どうにか綻びを見つけようとしていたものの、今思えばそれは一緒にいる理由を正当化するための〝建前〟だったように思う。

（俺は……）

　尾谷が嘘をついていようといまいと、自分が置かれている立場上、この関係をきっぱり断ち切らなければと考えていた。

　だが彼女の言葉を聞き、入沢の心が揺れる。するとそれを感じ取ったのか、尾谷が不安そうな表情で問いかけてきた。

「駄目ですか？　入沢さんは、もうわたしに会いたくないですか？」

　──こんなふうに言われて、拒めるわけがない。

　ぐっと顔を歪めた入沢は彼女の腕をつかみ、路肩に停まっていたタクシーに大股で歩み寄ると、後部座席に乗り込んだ。そして五分ほど走って自宅マンションに着き、エレベーターの三十階のボタンを押す。

　ここまでは互いに無言で、会話はひとつもなかった。やがてエレベーターの上昇が止まり、廊下を進んで奥にある部屋の玄関をカードキーで開ける。

　そして中に踏み込んだ瞬間、入沢は尾谷の腰をぐっと引き寄せ、口づけた。

「……っ」

　暗い玄関の中、彼女の顎をつかんで、覆い被さるように口腔に押し入る。

　舌を絡めて強く吸うと、尾谷がすぐに応えてきた。壁に華奢な身体を押しつけ、入沢はキスを深くする。飢えたように貪り合い、唇を離したときには、互いに息が乱れていた。

　そのまま首筋に唇を這わせた途端、彼女が小さく声を漏らす。

「ぁ……っ」

　喉元まで唇でなぞるうち、尾谷の呼吸が乱れていく。

　肌をついばむように吸いながら、入沢は彼女の胸のふくらみを少し強めに揉みしだいた。

「……っ……入沢、さん……」

「ん？」

「あの、ここじゃ……」

　尾谷が玄関で抱き合うのに躊躇いを見せ、入沢はじりじりとこみ上げる獰猛な衝動を押し殺す。

　確かに廊下を誰かが通りかかったら、声が聞こえてしまうに違いない。だがどうしても我慢できず、入沢は彼女の服越しに胸の先端を噛みながら答えた。

「今すぐ欲しい。──声を我慢していてくれ」

「えっ？　あ……っ」

　カットソー越しに胸の先端を噛む力を強めていくと、彼女の声が甘くなる。

　玄関の壁と自分の間に尾谷の身体を閉じ込めながら、入沢は彼女のスカートをまくり上げた。下着の中に手を入れたところ、そこは既に熱くなっていて、花弁を割った指がぬるりと滑る。

「んん……っ」

　蜜口から指を埋めていくと、立ったままの姿勢のせいか少しきつく感じた。

　だが愛液のぬめりで奥へと指を進め、すぐに抽送を始める。

「ぅっ……ふっ、……ん……っ」

　声を出さないように自身の口元を手で覆った尾谷が、こらえきれずに小さな呻きを漏らす。

　入沢はそんな彼女の耳朶を食み、耳孔に舌をねじ込んだ。わざと濡れた音を立てると、尾谷が首をすくめ、身体を震わせる。

「……っ」

　外に声が聞こえるかもしれないというシチュエーションが、互いを激しく興奮させていた。

　やがて隘路に埋めた指でぐっと奥を押し上げると、彼女がビクッと大きく身体を震わせて達する。絶頂の余韻に震える隘路でなおも指を抽送する入沢の手を、尾谷が押さえてきた。

「はぁっ……待っ……んぅっ」

　唇を塞いで抗議の声を閉じ込め、口腔を荒っぽく蹂躙する。

　愛液の分泌が増え、指を受け入れている蜜口から淫らな音が聞こえていた。断続的な締めつけが彼女が感じている愉悦を伝えてきて、それに煽られた入沢の股間が昂ぶる。

　キスを解くと、尾谷の目はすっかり潤んでいた。ポケットから避妊具を取り出した入沢は、スラックスの前をくつろげ、自身に装着する。そして彼女の下着を脱がせると、片方の脚を抱え上げて挿入した。

「うぅっ……」

　亀頭を埋めた瞬間、痛いほどの締めつけを感じ、入沢はぐっと奥歯を噛む。

　中はすっかり蕩けているものの、立ったままという姿勢のせいで抵抗が強く、それを感じながら体重をかけて腰を押しつけた。すると熱いぬかるみが剛直をゆっくりとのみ込んでいき、こちらの首に腕をかけた尾谷が切れ切れに喘ぐ。

「ぅっ……んっ、……っ……あ……っ」

　やがて切っ先が最奥に到達し、入沢は深く息を吐く。

　一分の隙もないほど密着した内壁がきつく締めつけ、薄い膜越しに中の熱さを伝えてきていた。柔襞が幹を舐めるようにゾロリと蠢き、彼女が浅い呼吸をしながら言う。

「ぁ……っ、おっき……っ」

「奥まで挿入ってるからな。当たってるのがわかるだろう、──ほら」

　腰を押しつけて切っ先を最奥に当てると、尾谷が「あっ」と声を漏らす。

　そんな彼女の耳元に顔を寄せ、入沢はひそめた声でささやいた。

「しっ。外に声が聞こえる」

「……っ」

　そのまま律動を開始した入沢の首に、尾谷がきつくしがみついてくる。

　締めつけられながら深いところを繰り返し突き上げる動きは、入沢に強い快感を与えた。密着した身体と彼女の息遣い、接合部から響く粘度のある水音が、じわじわと官能を高めていく。

　こんなにも凶暴な欲情に支配されたことはなく、入沢はその理由を頭の隅で考えた。今までの自分は大企業の跡取りという自覚を持ち、人一倍努力してきた。恵まれた環境から周囲のやっかみを受けないように常に謙虚に振る舞い、感情を素直に表に出すことはほとんどなかった。

（でも──）

　尾谷とはそうした壁を作らず、素の自分で接することができる。

　抱き合うたびに身体が馴染み、彼女を「可愛い」と思う瞬間が増えて、だからこそ飢えたように抱いてしまうのかもしれない。

　昂ぶりを包み込む隘路が断続的にわななき、尾谷がときおりこらえきれず呻きを漏らす。こちらの首に腕を回す彼女の汗ばんだ額に口づけると、尾谷が間近で入沢を見つめて言った。

「……っ……入沢さん、好き……っ……」

　潤んだ瞳には嘘の色はまったくなく、切実なまでの恋情をたたえている。

　それを見た瞬間、入沢の中にあった最後の意地が一気に瓦解した。たとえ何か目的があって自分に近づいたのだとしても、自分が尾谷に惹かれているのは紛れもない事実だ。こんな目で自分を見つめる彼女になら、騙されてもいいとすら思える。

　入沢は微笑み、尾谷の目を見つめて答えた。

「──俺も好きだよ」

「……っ」

「たとえ君が嘘をついていようと、もうそんなのはどうでもいい。一緒にいて楽しいし、いつも予想外のことをしてくるところも可愛いと思う。俺がこんなふうに感じる人間は、他にいない。尾谷さんだから特別だと思えるんだ」





　　　＊　＊　＊






　突然思いもよらない告白を受け、夏生は目を見開く。

　たった今入沢が自分に「好きだ」と言ったことが、信じられなかった。

（入沢さん、わたしを好きって……本当に？）

　彼は夏生にとって、攻略するべき相手だ。

　クライアントである椎谷の意向により、入沢に接近して篭絡し、彼女と見合いをする気をなくさせることが今回のミッションとなっている。

　だが先週の金曜に勢いで彼としてしまい、月曜日に再び抱かれて以降、入沢との関係は加速度的に密度を増した。毎日顔を合わせ、会えば触れたくなって、木曜日の今日まで箍が外れたように抱き合っている。

（フェイトプロダクションの規約では、依頼に関わる人物と個人的な繋がりを持ってはいけないことになってる。でも、わたしは……）

　いくら入沢を篭絡するのが今回のミッションだとはいえ、身体の関係を持つのはやりすぎだ。

　そう思うのに、彼の手を拒めないのはなぜなのか。そう考えたとき、夏生の中の答えはひとつだった。

（わたしは……入沢さんが好き。〝仕事〟とは関係なく、わたし個人としてこの人に惹かれてる）

　だが入沢はこちらに対し、「何か目的があって自分に近づいてきたのではないか」という疑いを抱いている。

　それでいて触れる手は優しく、眼差しにも熱があって、見つめられると胸が高鳴った。端整な顔立ちやスーツがよく似合うしなやかな体型、落ち着いた物腰も夏生を魅了してやまない。

　ベッドでは穏やかな普段の顔ではなく、男っぽい一面を見せるのにも心惹かれていた。しかし彼の本心は、夏生にはわからない。自分を抱くのは、単に欲求不満の解消なのか。一度関係ができてしまったため、なし崩しに手を出しているだけなのか。

　そんなふうに悶々としながらも入沢を食事に誘った今日、彼は店を出たタイミングで二軒目に行くのを断ってきて、夏生は驚いた。

（どうしていきなりそんなことを言うんだろう。もうわたしに会うのに飽きた？）

　自分でもびっくりするくらいに動揺しながら、夏生はその理由を問い質した。

　すると入沢は「近頃は君と一緒にいるのが楽しくて、頻繁に会っていた」としながらも、恋人になれない理由を述べようとしてきて、夏生は直感的に彼が言わんとしていることを悟った。

（入沢さんは、椎谷さまとのお見合いを控えているのを理由にわたしと会うのをやめようとしている。それってつまり──）

　入沢は当初の予定どおり、椎谷美咲と見合いをして結婚するつもりなのだ。

　そう考えた瞬間、夏生は強く「嫌だ」と思った。彼が自分以外の女性に優しくするなど、耐えられない。そんな想いが芽生え、夏生は咄嗟に入沢の口を自分の手で塞ぎ、「それ以上言わないでください」と告げていた。

　すると彼は夏生を自宅マンションに連れ込み、玄関で行為に及んだ。いつになく性急なやり方はかえって官能を煽り、まるで自分に執着しているかのような触れ方に胸がいっぱいになった夏生は、気がつけば入沢にしがみつきながら想いを伝えていた。

　すると彼が「俺も好きだよ」と答え、初めて明確に告げられた言葉に夏生は半信半疑だった。

（この人は、一体どういうつもりでこんなことを言ってるんだろう。わたしに合わせて、ムード的に軽く答えただけ？　それとも本当にそう思ってくれてる……？）

　そんな内心の葛藤を悟ったのか、突き上げる動きを止めた入沢が苦笑して言った。

「何て顔をしてるんだ。俺の言葉が信じられないのか？」

「あの、冗談かと思って……」

「冗談で、こんなことは口にできない。そこまで軽薄な人間ではないつもりだ」

　彼は汗で額に貼りついた夏生の髪を手で優しく払い、言葉を続ける。

「俺の気持ちは、今言ったとおりだ。初めは君を警戒していたはずなのに、気がつけば一緒にいるのが楽しくなっていた。一度触れてからは歯止めが利かなくなって、毎日抱いてしまった」

「…………」

「短期間でこんなにも誰かに心惹かれるのが初めてで、俺自身まだ戸惑っている。でも認めてしまえば、腑に落ちたんだ。俺は君に恋をしているんだって」

　入沢の口調は真摯で、それを聞いた夏生の胸がじんとする。

　思いがけず芽生えた恋心に戸惑っているのは、自分も同じだ。恋愛をしたのは初めてではないのに、彼も自分と同じ気持ちでいてくれると思うだけで、心が震えるほどうれしい。

　すると想いに呼応して、入沢を受け入れている隘路がきゅうっと締まった。彼が熱い息を吐き、チラリと笑って言う。

「とはいえ、今はゆっくり話している状況でもないな。ちょっと姿勢を変えよう」

「ん……っ」

　立ったままの行為で夏生の脚が疲れているのを感じ取ったのか、入沢がズルリと楔を引き抜く。

　そしてこちらの身体を壁側に向けて手をつかせ、後ろから再び中に押し入ってきた。

「あ……っ」

　硬く張り詰めた屹立が先ほどとは違う角度で体内に埋められていき、夏生は声を上げる。

　内壁を擦られる感触に肌が粟立ち、強烈な圧迫感に喘いだ。太さのある楔を根元まで深く挿入されるのは苦しいのに、中をいっぱいに満たされると充足をおぼえ、締めつける動きが止まらない。

　やがて彼が律動を始め、夏生は揺さぶられながら息を乱す。入沢が腰を引くたびに内襞が擦れ、すぐに最奥を突き上げられるのがたまらなかった。

「はぁっ……んっ……ぁ……っ」

　何とかこらえようとするものの、律動のリズムで押し出されるように声が出るのを我慢できない。

　奥の感じやすいところを切っ先が何度も抉り、愛液が溢れているのがわかった。壁についている手で身体を支えきれずにズルズルと滑り、上体が下がっていく。その背に覆い被さった入沢が、夏生の耳元でささやいた。

「──ちょっと激しくするから、我慢してくれ」

「んぅっ……」

　彼の大きな手で口元を覆われ、一気に律動を速められる。

　激しく腰を打ちつけられ、夏生は嵐のような快感に翻弄された。大きな手で口を塞がれているためにくぐもった声しか出せず、どこか背徳的な感覚にどんどん快感が増幅されていく。

「ん……っ、ぅっ、……う……っ」

　わななく隘路が入沢の昂りをきつく締めつけ、絶頂の予感に心拍数が上がる。

　耳元で聞こえる入沢の荒い息遣いにも、性感を煽られていた。やがて夏生の背に覆い被さった彼が、吐息交じりの声でささやく。

「……っ、達く……っ」

「あ……っ！」

　これ以上ないほど深くまで剛直を埋められ、入沢が最奥で射精する。

　それと同時に夏生も達し、背をのけぞらせていた。薄い膜越しに放たれる熱い飛沫を感じて、柔襞が啜るように蠢く。これまでの行為の中でも感じたことがないほどの悦楽に喘ぐと、彼がこちらの頤を上げ、口づけてきた。

「ん……っ」

　荒い呼吸を交ぜ、熱っぽく舌を絡められる。

　身体がすっかり汗ばみ、着衣は乱れてひどい状況だった。キスを解いた入沢が深く充足の息をつき、夏生の髪に顔を埋めてくる。

「ごめん、こんなところで。いくら我慢できなかったとはいえ、我ながら最低だな」

「いいんです。……わたしもしたかったので」

　彼が夏生の身体を自分のほうに向け、乱れた髪を撫でてくれながら言う。

「中に入ろう。風呂のお湯を溜めてくるから、リビングで待っててくれるか」

「はい」

　入沢がバスルームに向かい、夏生は広いリビングに足を踏み入れる。

　一人になると、じんわりと頬が熱くなった。玄関で、しかも外に声が漏れるかもしれない状況でしたのが初めてで、さんざん乱れてしまった自分が恥ずかしい。途中で声を我慢できなかった記憶があり、誰も廊下を歩いていなかったことを願うしかない。

（入沢さんがわたしを好きだなんて、まだ信じられない。そもそも恋愛で始まった関係じゃないし、ただ身体で繋がってるだけかと思ってたのに）

　だが入沢との間には問題が山積みで、夏生の心がぎゅっと締めつけられる。

　今さらながらに、自分たちの立場の隔たりが重くのし掛かっていた。夏生は椎谷から彼を篭絡するように依頼を受けていて、入沢はその彼女との見合いを控えている身だ。そんな二人が惹かれ合っても、上手くいきようがない。

（入沢さんは、「たとえ君が嘘をついていようと、もうそんなのはどうでもいい」って言ってくれた。一緒にいて楽しくて、他にそんなふうに思う人はいないんだって。……でも）

　その言葉は建前で、実際に夏生がある目的を持って自分に近づいたと知れば、ショックを受けるのではないか。現にこれまで何度彼に追及されても、夏生はそれをのらりくらりとはぐらかしている。

　一方で先ほどの入沢の真摯な告白は、夏生の心を鷲づかみにしていた。一度身体の関係を持ってからは彼への気持ちは止めようがなく、入沢も同じように想ってくれていたのだと思うと、本当にうれしい。

　触れる手や熱を孕んだ眼差しには確かに自分への愛情がにじんでいて、胸がいっぱいになった。できることなら、この先も入沢と一緒にいたい。だがそのためには、自分たちの間にある障害をひとつひとつクリアにしていくことが必要だ。

（椎谷さまの依頼を……正式に断ろう。今のわたしは〝仕事〟という枠を超えて入沢さんに惹かれてるんだから、依頼の対価を受け取る資格はない）

　そもそも彼と身体の関係を持ったことは、フェイトプロダクションが定める規約違反だ。

　椎谷には既に多額の金を使わせていて申し訳なさが募るものの、これ以上キャストとして入沢に接するのは無理だと夏生は考えていた。

　ならばこの案件から手を引き、その理由を含めて椎谷と上司の前野に正直に報告するべきではないか。そして入沢本人にも、真実を話すべきではないか──そんな気持ちが心に芽生えていた。

（でも……）

　入沢に事情を正直に話すことを考えると、胃がキリキリと引き絞られる。

　先ほど彼は寛容な態度を見せてくれたが、実際に夏生に騙されていた事実を知れば怒りをおぼえるかもしれない。あれだけ否定してきたのに実は嘘をついていたのだから、その反応は当然だ。互いに想い合っていることがわかったばかりだが、こちらに幻滅して気持ちが冷めることも充分考えられる。

（もしそうなっても、仕方ない。……わたしはそれだけのことをしたんだもの）

　まずは前野と椎谷に面談を申し込み、仕事を降りる旨を告げようと夏生は考えた。

　プロダクションと椎谷から多額の違約金を請求されるかもしれないが、それは甘んじて受ける。そちらをすべてクリアにした上で、入沢と話そう──そう心に決めた。

　そこで彼がリビングに入ってきて、夏生に声をかけてくる。

「何か飲むか？　水やお茶、酒もあるけど」

「…………」

「どうした？」

　彼の顔を見ると胸が締めつけられ、夏生はソファから立ち上がると入沢の身体に正面から強く抱きつく。すると彼が、笑って言った。

「急にこういうことをするなんて、いつもの君らしくないな。俺を振り回すのが得意なくせに」

「入沢さんを好きだなって思ったら……くっつきたくなったんです」

　夏生の素直な答えを聞いた入沢が、こちらの身体をあやすように抱き込んでささやいた。

「いきなりこうやって甘えてくる君も、可愛い。でもいい加減、下の名前で呼んでくれるとうれしいな」

「遼はるかさん……？」

「ああ」

　一気に親密さが増したのを感じて、夏生は面映ゆさをおぼえる。

　それと同時に、この幸せが束の間のものかもしれないという思いが頭をかすめ、胸が苦しくなった。夏生の身体を抱きしめたまま、彼が問いかけてくる。

「君の〝夏生〟っていう名前は、夏生まれだからか？」

「いえ、わたしは九月生まれです。あまり意味はなくて、響きだけでつけたみたいで」

「そうなのか」

　答えながら、夏生の脳裏に過去の記憶がよみがえる。

　──物心ついたときから母子家庭で、母親の沙さ織おりは一人娘である夏生に無関心だった。二十二歳という遊びたい盛りに出産したため、余計にそうだったのかもしれない。小学校のときに〝自分の名前の由来を調べる〟という宿題があり、沙織に遠慮がちに問いかけると、彼女は鏡台の前でメイクをしながら「適当につけたのよ。響きで」と面倒そうに答えた。

　翌日の授業で夏生がそのとおり発表したところ、クラスメイトから「夏生まれでもないのにおかしい」と馬鹿にされたのは、苦い思い出だ。自分の名前に何の意味もなく、母自身の思い入れもないのだという事実は、今も夏生の心の傷になっていた。

　そんなことを考えていると、ふいに入沢が「俺は好きだな」とつぶやいた。

「えっ？」

「君の名前。響きがきれいで、雰囲気に合ってる」

　その後、彼はバスルームで夏生の身体をきれいに洗ってくれた。

　髪は洗わずにバレッタでまとめ、二人でバスタブに浸かる。熱めの湯が心地よく、ホッと息を漏らすと、入沢が後ろから夏生の身体を抱き込んで「さっきの話だけど」と言った。

「えっ？」

「夏生を好きだって話。決して場の雰囲気で発したものじゃないし、心からそう思ってる」

　さらりと下の名前を呼び捨てにされ、夏生はじんわりと頬を赤らめる。

　後ろから手を握られて指を絡ませられるのも、少し淫靡な感触で恥ずかしかった。彼が背後で言葉を続けた。

「だが俺のほうで、片づけなければならない問題がある。出張も入ってるし、それをクリアにできるまで少し時間がほしいんだ」

　それは、椎谷との見合いの件だろうか。

　自分に課せられたミッションは入沢に見合いをする気をなくさせることで、本来ならここで積極的に働きかけるべきなのだろう。だが夏生は彼の決断に口を挟むことも、このまま傍観して素知らぬ顔で依頼を成功させることも、どちらもしたくなかった。

　目を伏せて乳白色のお湯を見つめ、夏生は小さく答えた。

「はい。わたしもいろいろ整理しなければならない問題があるので、数日時間をもらえるとありがたいです」

「そうか。お互いさまだな」

　ここで深く事情を聞いてこないのは、きっと入沢なりの優しさなのだろう。

　夏生は彼の手を見つめ、「ふふっ」と笑った。

「入沢さんの手、大きいですね。指が長くて」

「また呼び方が、〝入沢さん〟に戻ってる」

「……遼さん？」

「ああ。夏生の手は、小さいな」

　片方の手で頤を上げ、口づけられる。

　緩やかに絡ませられる舌は甘く、夏生が陶然とした吐息を漏らすと、入沢がおもむろにこちらの身体を向かい合う形にした。

「あ……っ」

　上半身を抱き寄せ、胸の先端に舌を這わせられる。

　バスルーム内は明るく、些細な声でも響いて恥ずかしい。端整な顔立ちの彼が自分の胸を舐めている光景は刺激が強く、夏生は入沢の肩に触れて言った。

「遼さん、ここだと茹だっちゃいますから……」

「じゃあ、上がってからもう一度しよう」







　それからベッドルームに移動し、再び抱き合った。想いが通じ合ったせいか、入沢の眼差しも触れ方も蕩けるように甘く、夏生はその手管に翻弄されてしまう。

　互いに果てたあと、束の間眠っていたようだった。彼の腕の中で目を覚ました夏生は、気だるい疲れをおぼえながら考える。

（……今、何時だろう）

　明日も仕事なのだから、家に帰らなくてはならない。

　するとかすかな身じろぎに気づいたのか、入沢が目を開けて言った。

「起きたのか？　今日はこのまま泊まっていけばいい。明日の朝、自宅まで車で送るから」

「いえ、それはご迷惑ですから」

「迷惑なんかじゃない。俺はもっと、夏生と一緒にいたいんだ。せっかく恋人になれたのに」

　腕枕のまま抱き寄せて髪にキスをされ、夏生の心が揺れる。

　最初は紳士的で穏やかな印象だった彼だが、深くつきあってみると思いのほか情熱的で、ベッドでの触れ方も巧みだった。容姿と家柄に恵まれ、会社でも要職に就いている入沢が、自分を好きだと言ってくれている──それはとてもうれしいものの、やはり椎谷の依頼を継続中の今はある程度線を引かなければいけない。

（それに……）

　真実を告げたときの彼の態度を想像し、夏生は怖くなる。

　勤務先や住所に関する嘘がばれたとき、真実を話すチャンスだったにもかかわらず、自分はその後もさらに嘘を重ねた。今はこんなにも優しい入沢が自分を軽蔑の目で見るかもしれないことを思うと、胸が締めつけられる。

（でも嘘をつき続けたまま、この人の傍にはいられない。やっぱり全部の問題を解決しないと）

　熱く抱き合っていたときの幸せな気持ちが、みるみる萎んでいく気がした。

　彼の腕を解いてベッドから起き上がった夏生は、床に落ちている自分の衣類を拾いながら言う。

「ごめんなさい、やっぱり帰ります。家でいろいろやらなければならないことがあるので」

　そのときリビングのほうから電子音が聞こえ、夏生は動きを止める。

　聞き慣れたそれは、自分のスマートフォンの着信音だった。慌ててカットソーを頭から被り、下着を穿いた夏生は、早口で告げる。

「わたしの電話です。すみません」

　ベッドから降りて寝室を出た夏生は、リビングのテーブルに置いたままだった自分のバッグを手に取る。

　スマートフォンを取り出して確認すると、ディスプレイに表示されているのは母親の沙織の名前だった。

（どうして……）

　滅多に連絡を寄越さない母親からの着信に驚きつつ、夏生は急いで指を滑らせて電話に出た。

「もしもし、お母さん？」

『あ、夏生？　久しぶり』

　彼女と話すのは、数ヵ月ぶりだ。

　毎月仕送りの振り込み日には必ずメッセージを送っているが、既読がつくだけで連絡はない。沙織と話せるのはうれしいものの、ここは入沢の家で、夏生は声をひそめて言った。

「あの、ちょっと今は人と一緒なの。あとでかけ直すから──」

『それどころじゃないの。秀ひで弘ひろさんの会社、不渡りを出しそうなんですって』

「えっ、不渡り？」

　夏生は声をひそめるのを忘れ、問い返す。

　経理事務をしている夏生は、その言葉の意味を正確に理解している。事業者が商品を購入する際、現金ではなく〝約束手形〟や〝小切手〟で支払いを行うことがあるが、どちらも金融機関に持って行けば現金に換金することができる有価証券だ。

　だが銀行預金の残高が不足していると支払いが行われず、会社の信用状況を大きく低下させてしまう。特に手形は六ヵ月で二回不渡りを起こすと事実上の倒産となるため、注意が必要だ。

　夏生はスマートフォンを握りしめ、沙織に問いかけた。

「お義父さんの会社、そんなに資金繰りが苦しいの？」

『私は経営にタッチしてないから詳しいことは知らないけど、「六十日で振り出した約束手形が、期日に落ちないかもしれない」って頭を抱えてるのよ。だから相当まずい状況なんじゃないかしら』

　会社が不渡りを起こすと、金融機関が〝不渡届〟を作成し、手形交換所に提出する。

　手形交換所は他の加盟金融機関に対して不渡報告の通知を出すが、それは当該の企業の信用力に関する注意を促す他、返済見込みのない借入を防止する目的があった。その後の当座預金取引こそ継続されるものの、金融機関から借り入れすることが非常に難しくなるため、財務状況がより厳しくなるのは必至だ。

　夏生は眉をひそめて言った。

「そんな……一体いくら足りないの」

『百万円くらいらしいわ。とりあえずそのくらいあれば当面は問題ないって言うんだけど、夏生、あんたの貯金を秀弘さんに貸してあげてくれない？』

　百万円という金額を聞いた夏生は、口をつぐむ。

　銀行の口座には、これまで自分でコツコツ貯めてきた貯金が百二十万円くらいあった。だが急にそのほとんどを貸してくれと言われても、すぐに答えることができない。

　夏生は抑えた声音で、母親に向かって告げた。

「……ごめん。今は何ともいえないし、あとで電話する」

『わかったわ。絶対連絡をちょうだいね？　本当に困ってるんだから』

　通話を切った夏生は、重いため息をつく。

　突然の沙織からの電話に、複雑な思いにかられていた。そのとき背後で気配がし、振り向くとスラックスにシャツを羽織っただけの入沢が立っている。夏生はスマートフォンをバッグにしまって言った。

「あ……すみません。わたし、やっぱり帰ります。ちょっと母と電話をしなきゃいけなくて」

「車で送っていくよ」

　夏生は「タクシーで帰るから大丈夫だ」と告げたものの、彼は断固として聞かない。

　身支度を整えた夏生は、入沢に自宅まで送ってもらうことになった。彼はノーネクタイのシャツとジャケットという、ラフな恰好だ。

　ハンドルを握る手は大きく、男らしい色気に思わず見惚れるくらいだったが、夏生は先ほどの話を入沢に聞かれていないかどうかが気になって仕方がなかった。

（できれば入沢さんには、知られたくない。……わたしの実家のゴタゴタなんて）

　彼と抱き合って感じていた甘い気持ちが、沙織の電話で一気に吹き飛んだ気がしていた。

　百万円を貸してしまえば、自分はほぼ無一文になる。これまで貯めてきたものの大半を差し出せと言われ、夏生はひどく動揺していた。その一方で、入沢との差を如実に感じ、自分がひどく惨めになる。

（わたし、何を勘違いしていたんだろう。この人は大企業のＣＥＯの息子で、あんなすごいマンションに住んでいて、お金の苦労なんて何も知らない顔をしてる。でも、わたしは……）

　今でこそ人並みの暮らしをしているが、幼少期の夏生はひどく貧しかった。

　物心ついた頃から父親はおらず、母親の沙織は水商売をしていて、家はいつも荒れ果て、電気や水道が止まることはしょっちゅうだった。当然学校の給食費も払えず、薄汚れてサイズの合わない服を着ていた夏生は、クラスメイトから遠巻きに見られていた。

　それでも高校には何とか通わせてもらえ、大学は奨学金を使って進学した。ずっとバイト生活で大変だったものの、そんな中で演劇をしているときだけはつらいことを忘れられた。

　今は濱中フーズで事務員をする傍ら、週末にエキストラの副業を入れ、何とか普通に暮らせている。だがそもそも出自からして違う入沢を好きになり、彼と一緒にいたいと願ったことが、ひどくおこがましい気がした。

　そのとき入沢が、前を向いて運転しながら言った。

「さっき君が電話をしている内容が聞こえてしまったんだけど、実家で何か困り事でもあるのか？」

「えっ？」

「不渡りがどうとか聞こえたから」

　やはり彼に電話の内容を聞かれていたのだとわかり、夏生は動揺して視線を泳がせる。

　電話をしていたのはリビングで、寝室のドアは開け放されていたため、話が聞こえても仕方がない状況だった。本当は身内の恥を知られたくない気持ちが強くあるものの、黙っていられる状況でもなく、夏生は渋々話し始める。

「電話をかけてきたのは……わたしの母です。長いことシングルマザーだった母は、わたしが大学生のときに再婚しました。相手は横よこ山やまさんといって、輸入家具や雑貨の会社を経営している人です」

　夏生は横山と一緒に暮らしたことはなく、養子縁組もしていないが、沙織の配偶者であるために一応〝お義父さん〟と呼んでいる。

　沙織は横山との再婚を機にそれまで勤めていたスナックを辞めた。たまに会う彼女は華やかな服装で、社長夫人としての生活を満喫しているように見え、夏生はホッとしていた。

　事情が変わったのは、一年ほど前だ。こちらに連絡してきた彼女は、横山の会社が不景気のあおりで業績が下がり、社員の給料を優先しているために生活が苦しいのだと打ち明けてきた。

「それでわたしは、母に毎月数万円の仕送りをしていたんです。元々本業の他にエキストラ事務所の副業をしていましたから、週末にギャラが高い代行案件を入れてもらって……。でもさっき電話をかけてきた母は、『義父の会社が不渡りを出しそうだ』と言ったんです」

　すると入沢が眉をひそめて言う。

「不渡りを出せば銀行から関係各所に通達がいって、資金繰りがますます厳しくなるな」

「はい。なので、わたしに『お金を貸してほしい』って言ってきて……」

　話しているうち、夏生の言葉は徐々に尻すぼみになる。

　こんなふうに身内から借金を申し込まれている自分と入沢は、つくづく住む世界が違う。見るからに家賃の高いタワーマンションに住み、大企業の常務である彼と自分は、どう考えても釣り合わない。

（どうしよう、何だかすごく惨めだ。そもそも嘘でこの人に近づいたわたしは、恋人としてつきあう資格なんてない。それなのに「好きだ」って言われて、有頂天になって……）

　自分がひどく浅ましい存在に思え、夏生は消え入りたい気持ちにかられる。

　だが入沢に心配をかけたくないと考え、あえて明るい顔を作って言った。

「でも、わたしがちょっとのあいだだけお金を貸せば何とかなるようなので、大丈夫です。すみません、ご心配をおかけして」

「いや」

　西片にある夏生の自宅アパートまでは、車で二十分ほどの距離だった。

　車がハザードランプをチカチカと点灯させながら路肩に停車し、夏生はシートベルトを外す。そして「ありがとうございました」と言って車を降りようとした瞬間、入沢がこちらの手をつかんで真摯な眼差しで言った。

「もし本当に困ったときは、相談してほしい。できるだけ力になるから」

　おそらくは社交辞令なのだろうが、彼にそう言わせてしまった自分を、夏生は情けなく思う。

　だがそんな心情を、入沢には悟られたくない。彼に釣り合わないことが嫌というほどわかっているものの、せめて一緒にいるときだけは見栄を張りたかった。

　意図して明るい顔を作った夏生は、ニッコリ笑って入沢を見た。

「何も困ってないので大丈夫ですよ。わざわざ送ってくださって、ありがとうございました。──おやすみなさい」

「……おやすみ」








第六章









　入沢ホールディングスの中核を担う人材派遣業は、業界でも老舗といわれる知名度を生かした高いリクルーティング力、そして日本全国どこでも対応可能な百四十五箇所の直営支店を誇る。

　さまざまな職種に精通し、営業や販売、オフィスワークから、ＩＴ関連の技術者やメディカル関連など、専門性が高い領域にも対応できることを売りにしていた。

　最近特に力を入れているのは、プロフェッショナル派遣だ。転職活動期間のあいだに就職活動と並行してスポット就業を希望している上級職経験者や、独立系フリーランスとして活動する高いスキルを持った人材など、幅広い業種の人間を揃えるべく、常務の入沢が定期的に全国の拠点に面接に行っている。

　土曜日である今日は、朝のうちに会社で雑務を片づけたあと、一泊二日の予定で北海道に査察を兼ねた面接に向かう予定だった。

　オフィスでの仕事を一段落させた入沢は、同じ階にあるＣＥＯ室に向かう。そしてドアをノックし、中にいる人物に呼びかけた。

「ＣＥＯ、少しよろしいでしょうか」

「ああ」

　ドアを開けて中に入ると、入沢ホールディングスのＣＥＯである入沢正まさ志しがこちらを見る。

　室内には社長秘書の伊い東とう直なお美みがおり、入沢は彼女に目線を送った。すると心得た様子の伊東が一礼し、部屋を出ていく。デスクの革張りの椅子に座る正志が、こちらを見て言った。

「どうした？　何かあったか」

　人前では互いに節度を持った距離を保っているが、こうして二人きりのときの彼は父親の顔になる。入沢はデスクの前に立って答えた。

「忙しいところを、申し訳ない。このあとは常つね見みグループの社長とゴルフの予定だと聞いたけど」

「ああ」

「だったら手短に言う。──俺とソムニウム・ソリューションズの社長令嬢との縁談を、断らせてほしい」

　こちらの言葉が思いがけないものだったのか、父が目を丸くする。そして戸惑った表情で問いかけてきた。

「いきなり何を……。今回の縁談は、お前自身が納得して決めたものだったはずだろう。それなのに」

「わかってる。元々結婚願望はなかったけど、会社にとって利益になるならと思って了承した。でも少し事情が変わったんだ」

「何だ、事情とは」

「好きな女性ができたんだ。こんな気持ちのままで見合いをするのは、相手の椎谷さんにも失礼だと思う。だから」

　すると正志が、不快そうな顔になって言った。

「この状況で、一体何を言っているんだ。見合いの日程は、来月の九日だぞ。もう日数がない上、向こうは当日の衣裳など準備を進めているだろう。この状況で断れるわけがない」

「でも──」

「それに今回の縁談には、ＩＴインフラ企業であるソムニウム・ソリューションズとの業務提携が絡んでいる。先日の会議で議題に上がった、シニア派遣契約に伴う人材管理サービスを成功させるための鍵になるんだ。それをお前の一存で亀裂を入れるつもりか」

　父の反論はある意味予想どおりで、入沢は一旦口をつぐむ。正志がこちらを見つめ、呆れた顔で言った。

「少し頭を冷やせ。このタイミングで言ってくるということは、相手の女性と知り合ってまだ日が浅いんだろう？　だったら一体どちらを選ぶのが正解なのか、わかるはずだ」

　彼は電話機の内線ボタンを押して秘書室を呼び出し、応答した人物に向かって告げる。

「五分後に出掛ける。外に車を回してくれ」

『わかりました』

　父がこれ以上自分と話す気がないのだとわかった入沢は、「失礼します」と頭を下げてＣＥＯ室を出る。そして廊下を歩き、窓から外を眺めつつ考えた。

（やっぱり反対されたか。……タイミング的にも当たり前だな）

　見合いまであと半月という状況で破談にすれば、相手側の椎谷社長は気分を害するに違いない。

　彼だけではなく、見合いの当事者である美咲も憤慨するだろう。仕事とプライベートを分けて考えるべきだとはいえ、破談によって入沢ホールディングスとソムニウム・ソリューションズの業務提携が流れてしまう可能性もあり、そうなればプロジェクトの進捗に大きな影響が出る。

（今回の件に関しては、完全に俺の我儘だってわかってる。本当なら夏生を諦めて、このまま見合いを受け入れるべきなんだろう。……でも）

　出会ってまだ日が浅いにもかかわらず、夏生の存在は入沢の中で大きなウエイトを占めていた。

　きれいな顔立ちやスラリとした体型はもちろん、気さくな性格や屈託ない笑顔に心惹かれてやまない。本当は見合いを優先して彼女とはもう会わないでおこうと考えていたのに、彼女から想いを告げられた途端、そんな決意はたやすく吹き飛んでしまった。

　自宅に夏生を連れ込み、玄関で箍が外れたように抱いてしまったのは、昨日の話だ。しかし入沢には、いくつか気になることがあった。

（帰り際の夏生は、少し様子がおかしかった。それにあの電話……）

　たまたま彼女がスマートフォンで母親と話している内容が聞こえてしまい、入沢が車の中で委細を問いかけたところ、夏生は渋々事情を話してくれた。

　彼女の母親は数年前に再婚したが、その夫に当たる人物が経営する会社が不渡りを出しそうになっているらしい。母親は当座の資金難をしのぐために夏生に借金を申し込んできたと言っていて、それを聞いた入沢は思わず眉をひそめた。

（たとえ会社の経営が悪化したとしても、普通は娘に金銭的な協力を頼むかな。それも、実の父親ではない人間のために）

　彼女は困った様子で「またあとで電話する」と答えていたものの、入沢の前ではあえて明るく振る舞っていた。

　だが会社経営において不渡りを出す事態は、深刻だ。経営企画部に所属している入沢には状況のまずさがよくわかっており、夏生がそれに巻き込まれるのは忍びない。

　時刻を見ると、空港に向かう時間までにはまだ少し余裕があった。自分のオフィスに戻った入沢は、鍵付きの引き出しから以前興信所に頼んだときの報告書を取り出し、改めて目を通す。

　それによると、夏生の家族は母親の沙織一人になっていて、その夫とは養子縁組をしていないために家族欄に記載されていなかった。

（確か横山という名前で、輸入家具や雑貨を扱う会社を経営していると言っていたな。……少し調べてみるか）

　報告書をデスクに置いた入沢は、小さく息をつく。

　昨日熱く抱き合ったときは確かに夏生と気持ちが通じ合ったと思ったのに、帰りの車の中の彼女はどこか沈んだ面持ちだった。何となくこちらにすべてを預けきっていない印象があり、入沢はもどかしさをおぼえる。

（まさかこんなにも夏生を好きになるなんて思わなかった。捉えどころのない女だと考えていたのに）

　最初は警戒していたはずだが、気がつけば夏生の屈託のなさや予想外の言動を面白いと思い、いつしか会うのが楽しみになっていた。

　黙っていればきれいなのに存外男に慣れていなかったり、変なところで意地っ張りだったりと、庇護欲をそそる一面もある。もしあれが全部演技であるなら、彼女は相当な実力を持つ女優だろう。しかし夏生と肌を合わせ、その瞳を間近に見つめた入沢は、彼女がこちらに向ける感情に嘘はないと感じた。

（おそらく完全にシロということはありえないし、夏生が何らかの目的を持って俺に近づいたのは間違いない。……でも、それでもいい）

　自分を想う気持ちに嘘がなく、「好き」と言った言葉が本物なら、委細は問わない。

　いつか事情を話してほしいとは思うが、それを理由に遠ざけようという気持ちにはならなかった。

　しかし問題は、父の正志だ。先ほどの反応はにべもなく、入沢は思わず重いため息を漏らす。彼の言うことは正論であり、ここまで日程が差し迫った段階で見合いを破談にすると言い出した自分のほうがおかしいのだろう。

　父はソムニウム・ソリューションズとの業務提携に影響することを懸念していたが、本来は仕事と縁談を別個のものとして考えるべきであり、そこを粘り強く主張していくしかない。見合いまでは日数がないため、余計にだ。

　それから入沢は以前頼んだ興信所に連絡を取り、夏生の義父の名前や素性についての調査を依頼した。

　そして北海道に出張し、支店やテクニカルサービス部、ソリューションサービス部などの現場視察をしたあと、支店の上層部の人間と共にプロフェッショナル派遣の面接に臨む。

　空いた時間で支店全体の売上や中長期的な目標、実績管理などに関する報告を受け、夜は食事会で社員たちと親睦を深めた。

　日曜の夕方に一泊二日の日程を滞りなく終えた入沢は、飛行機に乗る。東京駅に到着したのは午後七時過ぎで、構内のカフェに立ち寄った入沢は店内を見回した。

（一番奥の席にいると言っていたが……あ、あれかな）

　グレーのスーツを着て眼鏡を掛けた中年男性がこちらを見つめ、軽く会釈する。

　入沢がテーブルに歩み寄ると、彼が椅子から立ち上がって言った。

「入沢さま、お待ちしておりました」

「すみません、だいぶお待たせしてしまいましたか？」

「いえ。十分ほど前に来たばかりです」

　待ち合せていたのは、出張に行く寸前に調査を依頼した興信所の人間で、早速彼から報告書を受け取る。

　入沢は内容にざっと目を通し、眉をひそめた。

（これは……）

　野の島じまと名乗った調査員が、口を開いた。

「以前尾谷夏生さんの身辺調査を承りましたが、今回は彼女のお母さんの再婚相手についてということで、このようにまとめました。項目ごとに、ひとつひとつ説明させていただきます」

　報告書の内容を細かく説明した彼は、「もし追加の調査をご希望の場合は、別途費用が発生します」と告げてくる。入沢は首を横に振って言った。

「いえ。これで充分です」

　調査料は後日振り込みということになり、明細を入沢に手渡した野島が頭を下げて帰っていく。

　一人席に残った入沢は報告書を見つめ、じっと考え込んだ。

（ここに書かれている内容を、夏生は多分知らないんだろうな。一緒に暮らしたことがないと言っていたし、養子縁組もしていないから、彼女にとっては他人だが……）

　だが先日の夏生は、母親経由で借金を申し込まれていた。

　あのあと彼女がどういう対応をしたのかは不明だが、このまま放置はできない。そう考えた入沢は、スーツの胸ポケットからスマートフォンを取り出す。

　出張中は夜も懇親会で忙しく、夏生に連絡ができずにいた。今日は日曜のため、彼女は仕事が休みのはずだ。しかし何回コールしても夏生は応答せず、スマートフォンを耳から離した入沢は、トークアプリに切り替える。

　そして「さっき東京駅に着いた　これから会えるか」とメッセージを送った。だがいつまでも既読にならず、小さく息をつく。

（もしかして、取り込み中なのか？　だったらあまりしつこくするのもよくないか）

　しかしその後入沢が自宅に戻ってデリバリーで夕食を取ったあとも、入浴したあとも、彼女から連絡はなかった。

　相変わらずメッセージは既読にならず、電話もかかってこない。そのまま就寝し、月曜の朝六時に目が覚めた入沢は、真っ先に枕元に置かれたスマートフォンを確認する。だがメッセージは既読にはなっていたものの夏生からの返信はなく、眉をひそめた。

（どういうことだろう。彼女は意図して俺を無視してる？）

　どんなに忙しくてもスマートフォンを確認する時間はあり、メッセージを既読にしたなら普通は何らかの返信をするはずだ。

　しかし彼女はまったくのノーリアクションで、じわじわと不安がこみ上げていた。夏生の身に、何かあったのだろうか。彼女は独り暮らしで、もし具合が悪くなって寝込んでいれば連絡がないのも頷ける。

（……今日一日様子を見て、連絡がなかったら自宅に行ってみよう）

　そう考えた入沢は、身支度を済ませ、午前八時に自宅を出た。

　日中は会議や打ち合わせなどをこなし、忙しく過ごす。合間に父に接触し、再度見合いを断りたい旨を告げたものの、にべもなくあしらわれてしまった。

　昼休みにもう一度夏生に電話をかけてみたものの、やはり応答がない。相変わらずメッセージの返信もなく、入沢はじっと考えた。

（もしかして夏生は、俺との連絡を絶ったのか？　だとすれば、一体何が原因なんだ）

　入沢の中に、じわりと苛立ちが募る。

　彼女の態度が急変したことに、まったく心当たりはない。むしろ自分たちは、互いの想いを確かめ合ったばかりのはずだ。

　数日前あれほど熱く抱き合ったのに、今の夏生は自分と距離を置こうとしている。こちらの意を無視したその行為に怒りをおぼえる一方、「もしかすると、そうしなければならない深い事情があるのではないか」という考えが浮かび、眉をひそめた。

（考えられるのは、彼女の義父の件だな。何かトラブルになっていなければいいが）

　何にせよ、直接会って話をしなければ気が済まない。

　今日は早めに仕事を終えて夏生の職場に向かい、彼女の終業時間に間に合わなければ自宅まで行こうと入沢は心に決めた。

（そうと決まれば、さっさと仕事を片づけよう。打ち合わせが長引かなきゃいいけど）

　昼休みが終わったあと、入沢は午後から営業部の社員と合流し、新たな提携先である企業との商談に常務として同席する。

　いろいろと有意義な話を聞けたのは幸いだったが、思いのほか時間が押してしまい、午後五時に文京区にある濱中フーズに行くことが不可能になってしまった。

（上手くいかないな。このあと夏生の家に直接行くしかないか）

　そんなことを考えながら客先のオフィスを出た入沢は、近くで所用があるという営業社員とビルの前で別れる。そして自身の車を停めたパーキングに向かって歩き始めた。

　夕方の銀座は往来を行き交う人が多く、車道も少し流れが悪くなっている。ここから文京区西片にある夏生のアパートまでは、道路の渋滞を加味して車で三十分弱の距離だ。

　到着するのは午後六時頃になる予定で、彼女も帰宅しているはずの時間だった。赤信号で足を止め、何気なく視線を巡らせた入沢は、ふと見覚えのある人物が視界に飛び込んできて目を瞠る。

（あれは……）

　横断歩道を渡った先、ビルの一階にある老舗喫茶店の窓際の席で、向かい合って座る二人の女性がいる。

　一人は夏生で、仕事帰りらしい服装だった。向かいの女性は二十代半ばで、品のあるワンピース姿だ。どことなくノーブルな雰囲気を漂わせる彼女と夏生は何やら熱心に話し込んでいて、入沢は眉をひそめた。

（どうして夏生が、こんなところに。それにあの女性は──）

　一緒にいる女性の顔をどこかで見たような気がして、入沢は記憶を探る。そしてふと一人の人物に思い至り、息をのんだ。

「……っ」

　それから数十秒後に信号が青に変わり、入沢は人波に押し流されるように横断歩道を渡る。歩きながら目まぐるしく考えたのは、二人の関係性だった。

（あれは……俺と見合いをする予定の、椎谷社長の娘だ。彼女と夏生が一緒にいるのは、もしかして〝仕事〟を依頼したからか？）

　夏生が副業としてエキストラ事務所のキャストをしているという事実が、入沢はずっと引っかかっていた。

　見合いを控えた状況であれほどきれいな女性がアプローチしてくるのは、何か裏があるのかもしれない。そう疑い、興信所の報告書を基に夏生を問い質したものの、彼女は「入沢に近づいたのは〝仕事〟ではなくプライベートだ」と語り、誰かに依頼されて近づいたという疑惑を否定した。

（でも……）

　自分の見合い相手である椎谷美咲と夏生が一緒にいるのは、偶然とは思えない。

　やはり夏生は何かしらの目的があって入沢に近づき、もう必要がなくなったから連絡を絶ったのではないか。そう考えつつ喫茶店に入った入沢は、「お一人さまですか」と問いかけてきた店員に向かって答える。

「待ち合わせです」

　店内は四割ほどの席が埋まっていて、二人連れの客が多く、会話をする声でざわめいている。

　通路を進んだ入沢は、夏生と椎谷がいる席に近づいた。やがて視界に入ったテーブルには、自分と夏生が一緒にいる写真が複数枚と報告書らしきものが見え、入沢はかすかに顔を歪める。

（……やっぱりな）

　こちらに気づいたのは、椎谷のほうが先だった。

　訝しげな表情でこちらを見た彼女は、すぐに驚きに目を瞠る。その表情に気づいたらしい夏生が彼女に「どうしました？」と問いかけ、こちらを振り返った。そして通路に入沢の姿を見つけ、みるみる顔をこわばらせる。

「遼さん、どうしてここに……」

「この近くで商談があって、たまたま外を歩いていたんだ。そうしたら窓越しに、君たちの姿が見えた」

　入沢は改めてテーブルの上を眺め、そこにある写真の一枚を手に取る。

　そして椎谷に向かって、淡々とした口調で告げた。

「いかにも僕と彼女が親密そうに見える写真ですね。枚数的に、最初からずっと僕らの後をつけ回していたのがわかる。こういうものを何枚も撮らせるため、わざと僕に彼女を近づけたのは、あなただったんですか？　──椎谷美咲さん」

　オフホワイトのワンピース姿の椎谷は清楚な容貌をしていて、肩口で緩くカールする髪やピンと伸びた背すじが、いかにもお嬢さまらしい雰囲気を醸し出している。

　見合いの写真どおりに良家の子女にふさわしい品を漂わせた彼女が、席に座ったままこちらをじっと見た。そして落ち着いた様子で口を開く。

「初めまして、と申し上げたほうがよろしいのでしょうか。入沢遼さん」

「そうですね。僕らはお互いに顔を知っていても、これが初対面ですから」

　本来なら見合いの席で会うはずだった自分たちが、それに先立ってこんなところで顔を合わせている。

　その事実に何とも言えない気持ちになりながら入沢が答えると、椎谷が言葉を続けた。

「申し訳ありませんが、先ほど入沢さんがおっしゃった言葉の意味がよく理解できません。何か誤解されているのではありませんか」

「誤解、ですか？」

「ええ。私は入沢さんとのお見合いに際し、興信所に調査を依頼しておりました。夫となる人が万が一トラブルを抱えていた場合、結婚後にこちらが火の粉を被るのは必至ですから、お見合いの日までに確かめたいと考えたのが興信所を入れた理由です」

　彼女が「でも」とつぶやき、テーブルの上の報告書に視線を向けて言った。

「一ヵ月ほどの調査の結果、入沢さんに親しくされている女性がいることが判明いたしました。頻繁に食事に行き、ホテルやご自宅にも同行している。写真を見るかぎりとても親密に思えましたので、私は彼女──尾谷夏生さんを呼び出し、一体どのような気持ちで入沢さんとおつきあいをしているのかを問い質していたところです」

　椎谷の口調はよどみなく、嘘をついている感じはまったくしない。

　その向かいに座る夏生は、顔をこわばらせて終始無言だった。その様子は〝婚約者〟である椎谷に萎縮しているようにも、入沢にそうした相手がいてショックを受けているようにも見える。

（いや、違う。……夏生はやっぱり俺に嘘をついていたんだ）

　もし夏生が本当にシロで、椎谷の出現にショックを受けているなら、彼女は入沢を咎める眼差しで見るはずだ。

　だがそんな様子は微塵もなく、ただ口をつぐんでいる。それはこの状況にひどく動揺しているのを如実に表していて、入沢の中に苦い思いがこみ上げた。

　そんなこちらをよそに、椎谷が言葉を続ける。

「他におつきあいしている女性がいらっしゃるという事実は、お見合いするに当たって非常に憂慮する点です。私は結婚後に夫の不貞を許すつもりはございませんし、現時点でそのようなお相手がいるような方とは、到底上手くやっていけないでしょう。これほどきれいな女性と親密にされているのなら、私とのお見合いは必要ありませんよね。今回の件は、なかったことにしていただいてよろしいでしょうか」

　真っすぐにこちらを見つめる瞳には確固たる意思があり、入沢は内心「食えない女性だ」と考える。

　おそらく椎谷は何らかの理由からこちらとの見合いを破談にしたいという思惑があり、エキストラ事務所のキャストである夏生に仕事を依頼したに違いない。そして興信所に頼んで意味深な写真を何枚も撮らせ、あたかもこちらに不貞行為があったかのように主張している。

（……だが、そんなのはどうでもいい）

　元よりこちらも断りたいと考えていた縁談なのだから、椎谷のほうからそう言われるのは願ったりだ。そう考え、入沢は極めて事務的な口調で言った。

「椎谷さんがそのようにおっしゃるのであれば、見合いは破談で結構です」

「そうですか。入沢さんが無理に縁談を押し進めるような方ではなくて、安心いたしました」

　彼女がテーブルの上の写真や報告書をまとめ、大判の封筒に入れる。

　そして目の前に座る夏生に向かって、冷静な口調で告げた。

「お聞きのとおり、私と入沢さんはお見合いをしないことになりました。ですからあなたをこれ以上咎めるつもりはございませんし、この先お二人がどうなろうと一切関知はいたしません。入沢さんと、どうぞお幸せに」

　座席から立ち上がった椎谷が、報告書が入った封筒とテーブルの上の伝票を手に去っていく。

　それを見送った入沢は、夏生に視線を戻した。そして彼女がすっかり顔色を失くしているのを見つめながら、口を開く。

「椎谷さんはいろいろそれらしい言い訳をしていたが、俺は彼女が言ったことをまったく信じていない。──君が椎谷さんから依頼を受け、ハニートラップ的な役割を果たすために俺に近づいてきたんだと思ってる」

「…………」

　夏生は黙して、答えない。

　おそらくそれこそが彼女の答えなのだと悟り、入沢の胸にやるせない思いがこみ上げた。初めは自分に近づいてきた夏生に何か裏があるのではないかと疑い、事実そのとおりなのだろうと確信しながらも、いつしか好きになっていた。

　だが実際にその証拠を目の当たりにした今、自分でも驚くほどショックを受けている。こちらに見せた笑顔や恋情をたたえた瞳、言葉のひとつひとつがすべて嘘だったのだと思うと、虚しさがひたひたと心を満たしていた。

　互いに恋愛感情を抱いているのだと勘違いし、何度も抱き合ったことが、遠い昔のように思える。すると夏生が顔を上げ、思い詰めた表情で言った。

「遼さん、話を聞いてください。わたしは──」

「最初は君のことを疑いの目で見ていたのに、あの手この手の行動に翻弄されるうち、気づけばまんまと嵌まって好きになっていた。君とつきあうため、椎谷さんとの見合いをどうにか回避するべく何度も父に掛け合っていたんだ。今思うと、本当に滑稽だな」

　入沢は目を伏せ、小さく息をつく。彼女が必死な表情で訴えかけてきた。

「違うんです。確かに最初は椎谷さまに依頼されて遼さんに近づきましたけど、途中で本当に好きになってしまったんです。それでもう〝仕事〟を継続できないと思い、報告を……」

「短期間でここまで恋愛感情を抱かせるなんて、君は本当にすごい女優だな。今までも他の男の気持ちを弄んで、そうやって篭絡してきたのか？　俺を落とした実感があったからこそ、もう用済みとばかりに連絡を絶ったんだろう」

　夏生が顔をこわばらせ、首を横に振る。

「そんなことはしていません。連絡をしなかったのと今回の案件は、まったく別です。わたし自身の気持ちの問題で……」

　何を聞いても薄っぺらい言い訳に聞こえ、入沢はやるせなさを噛みしめる。

　通路に立ったまま夏生と会話をしている入沢を、他の客が「揉め事か」という視線でチラチラ見ていた。それを煩わしく感じた入沢は、話を切り上げる。

「君の望みどおり、今後俺から連絡することはない。会社に戻らなければならないから、失礼する」

「遼さん……！」

　彼女が何か言いかけたものの、入沢は構わず踵を返す。

　店の外に出ると、雑多な匂いがする風が足元を吹き抜けていった。人の流れに紛れ、車を停めたパーキングに向かって歩きながら、入沢はかすかに顔を歪める。

（馬鹿だな、俺は。夏生に疑いを抱いた時点で深入りするのをやめればよかったのに、信じてまんまと裏切られるなんて）

　先ほどの夏生は泣きそうな顔をしていて、それすら演技なのかと考えると、苛立ちが募る。

　だがすぐに何ともいえない気持ちになり、ふっと息を吐いた。椎谷にどんな思惑があって夏生に仕事を依頼したのかはわからないが、彼女の望みどおりに自分との見合いは流れた。そこまで拒否反応があるのなら、たとえ結婚しても夫婦として上手くいくことはなかったに違いない。

　ひたひたと心を満たす無力感は、時間の経過と共に薄れていくのだろうか。そんなことを考えながら、入沢は一瞬だけ夏生がまだいるであろう喫茶店をチラリと振り返る。そしてすぐに前を向き、無言で歩き続けた。
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　夕方の時間帯、喫茶店の中はコーヒーの匂いと人々のざわめきで満ちている。

　そんな中、窓際の席に座る夏生は、一人青ざめていた。

（まさかここに、遼さんが来るなんて。しかも椎谷さまと一緒のときに）

　椎谷と一緒にいる夏生を見かけた入沢は、テーブルの上に広げられていた興信所の報告書と写真で確信を深めたらしい。

　彼は夏生が椎谷の依頼で自分に近づいたことを知り、幻滅したようだった。終始取り付く島もない様子で、「君の望みどおり、今後俺から連絡することはない」と告げて去っていき、夏生はぐっと唇を引き結ぶ。

　そのとき外で電話をするために席を外していた上司の前野が、戻ってきた。

「お待たせしてすみません。電話が長引いて……。あら？　椎谷さまは」

　彼女の問いかけに、夏生はぎこちない表情で答える。

「帰られました。実はターゲットの入沢さんが、たまたま外からわたしたちを目撃して、この場に来て」

「えっ」

　夏生は椎谷と彼のやり取りを、かいつまんで話す。すると前野が困惑した表情で言った。

「つまり椎谷さまとターゲットの入沢氏、当事者同士の話し合いで、お見合いは流れたということでよろしいですか？　でしたら結果オーライですね」

「……そうですね」

　彼女は晴れやかな顔になり、夏生を見た。

「尾谷さん、お疲れさまでした。今回はとても難しい依頼でしたが、上手く入沢氏と恋愛関係に持っていき、多少イレギュラーな形でもお見合いを破談にするという結果を出すことができました。弊社としても鼻が高いです」

　前野の話を聞きながら、夏生は内心「それは違う」と思う。

　本来なら仕事に徹しなければならないところ、自分は私情を交えてしまった。入沢に恋をし、彼に誠実に向き合うためにこの案件から降りるべく、前野に「ここまでの経過を自分の口で説明したい」「できれば椎谷も同席してほしい」と申し出、濱中フーズの仕事が終わったあとにこの喫茶店で待ち合せた。

　やって来た椎谷は相変わらず上品な雰囲気で、彼女が雇った興信所の報告書を持参していた。報告書には写真が添付され、夏生が入沢といつどこに行ったかが詳細に記載されていて、彼女が笑顔で言った。

『尾谷さん、私が依頼をして以降、入沢さんと本当にまめに顔を合わせてくださっていたんですね。パーティーやお店に頻繁に出掛けてくださったおかげで、興信所の方がとてもいい写真を撮ってくれています。これを見てください』

　椎谷が見せてきた写真は夏生と入沢が二人で歩いているもので、笑顔を見せていたり肩が触れ合っているものもあり、いかにも親密そうに見える。

　それを見つめ、夏生は話を切り出した。

『本日椎谷さまをお呼びしたのは、わたしの口から今回の案件についてお話ししたいことがあったからです。実は──』

　そのとき同席していた前野のスマートフォンが鳴り、ディスプレイを見た彼女が慌てた顔で言った。

『すみません、ちょっと外で電話をしてきます。すぐに戻りますので』

　前野が店の外に出ていってしまい、夏生は話の腰を折られた形になった。

　椎谷だけではなく彼女にも自分がこの件から降りたい理由を説明する必要があるため、戻ってくるまで話を中断するしかないだろう。そう考えて口をつぐむと、椎谷が写真の一枚を指して言った。

『この写真、横浜のＰホテルでしょう？　私も行ったことがあります』

『どれですか？』

　そんな話をしていたところ、突然入沢が店内に現れて、夏生は心臓が飛び出そうなくらいに驚いた。

　彼は椎谷と一緒にいる夏生を見て、すべてを悟ったらしい。動揺する夏生を尻目に、椎谷はたおやかな見た目に反して終始冷静だった。

　彼女はいきなり現れた入沢に戸惑いつつも、状況を逆手に取って興信所に調査を依頼した理由をいかにも当然のごとく説明した。その上で、「他につきあっている女性がいるような人とは、結婚できない」「見合いは破談でよろしいですか」と問いかけ、入沢から言質を取って颯爽と去っていった。

　椎谷からすれば、予想外の流れではあったものの入沢本人と直接話ができ、〝見合いはしない〟という言葉を引き出せたのだから、万々歳だろう。

　だが二人の会話を傍で聞いていた夏生は、生きた心地がしなかった。こちら側の問題をすべて片づけ、そのあとに自分の言葉で入沢に謝罪と説明がしたかったのに、最悪な形で事が露見してしまった。

　先ほどの彼の苦渋に満ちた眼差しを思い出し、夏生の胃がぎゅっと引き絞られる。入沢を深く傷つけたことが苦しく、今すぐ追いかけて謝りたい。目にじわりと涙が浮かび、それをぐっとこらえていると、前野が驚いた顔で言った。

「尾谷さん、どうされました？」

「……違うんです」

「えっ？」

「今日、前野さんと椎谷さまに来ていただいたのは、この案件から降りたいという相談をするためだったんです。わたしは、入沢さんを……〝仕事〟の対象として見られなくなってしまったので」

　夏生の言葉を聞いた彼女が困惑し、「どういうことでしょう」と問いかけてくる。夏生は目を伏せて説明した。

「椎谷さまから依頼を受けたわたしは、偶然を装って入沢さんに接近しました。彼の関心を引き、自分に興味を持ってもらおうとさまざまなアプローチをしてきましたが……いつしか本当に恋愛感情を抱いてしまったんです。でもわたしの行動は、あの人の信頼を裏切るものです。何度も顔を合わせるうち、嘘で塗り固めた自分で入沢さんに接しているのが苦しくなり、当初の〝椎谷さまとのお見合いをする気をなくさせる〟というミッションを遂行できなくなってしまいました。それで本案件から降りるべきだと考えるようになり、そうした事情を説明するべく、今日二人に集まっていただいたんです」

　すると前野が複雑な表情になって言った。

「確かに入沢氏はあの容姿で、しかも大企業の御曹司ですから、ミイラ取りがミイラになるような事態がないとは言えないでしょうね。ですが彼が偶然この場に居合わせ、〝お見合いはしない〟という言質を取れたのですから、結果的に椎谷さまの依頼は成功した形です」

「はい。でもそれは椎谷さまの機転によるもので、わたしの手柄ではありません。ですから今回の報酬は返上し、椎谷さまに購入していただいたものもすべてお返ししたいと思っています」

　それを聞いた彼女が眉を上げ、「待ってください」と言いながらテーブルに身を乗り出してきた。

「尾谷さん、何だか思い詰めすぎていませんか？　弊社が依頼した〝仕事〟として入沢氏にアプローチし、ここまでくるのに時間も手間もかかっているのですから、尾谷さんには対価を受け取る権利があります。椎谷さまは成功報酬も約束されていますから、そちらもしっかり受け取っていただいていいんですよ」

　前野は「でも」と言い、言葉を続けた。

「今後尾谷さんが入沢氏と個人的にどうこうなることについては、厳しいようですがお勧めできません。こちらの内部情報などを漏らすことは、社の規約違反になりますし」

「そんなつもりはありません。彼は嘘をついていたわたしに幻滅して、『今後俺から連絡することはない』って言ってましたから」

　先ほどの入沢の眼差しが脳裏によみがえり、夏生の胸にズキリと痛みが走る。

　彼は苦渋に満ちた目で、こちらを見ていた。当初から疑いを持ちながらも自分を信じてくれたのに、その信頼を裏切ってしまったのだ。夏生としてはこの案件から降りたあとに自分の口で入沢に事情を説明するつもりでいたが、それは遅きに失してしまった。

　悄然と肩を落とす夏生を、彼女が気遣わしげに見る。そして腕を伸ばし、こちらの手を遠慮がちに握って言った。

「何て言っていいのかわかりませんが……どうか気を落とさないでください。今回の案件はこれで終了になりますので、終了報告書を近日中に上げていただけますか？」

「……わかりました」







　それからどうやって自宅に戻ったのか、夏生は覚えていない。

　玄関の鍵を開け、暗い居間に入った途端、張り詰めていた気が緩んで床に座り込んでしまった。バッグからスマートフォンを取り出してみると、入沢からの着信はない。メッセージもきておらず、それが彼の答えのような気がした。

（当然だよね。あれほど「嘘はついてない」って言い張っていたのに、実は陰で椎谷さまと繋がっていたんだから。幻滅するに決まってる）

　入沢との始まりは、完全に〝ビジネス〟だった。

　難しい案件でわざわざ指名してもらえた高揚感があり、望まぬ相手との結婚を親から強要されている椎谷への同情も相まって、当初の夏生はやる気に満ちていた。彼は端正な容姿の持ち主で、そんな人間を自分の演技力で落とすということにも、熱意を燃やしていた。

（でも……）

　こちらの素性を探られたときは大ピンチだったものの、それをどうにかやり過ごしたあとの入沢は、夏生に素の顔を見せてくれるようになった。

　身体の関係ができたことをきっかけにどんどん心惹かれ、あの手この手で彼を翻弄しているつもりが、実際は入沢と過ごす時間を楽しんでいたのが本音だ。冗談交じりに恋人のように振る舞ううちに感情にリアルな色がつき、彼のほうも同様なのを肌で感じて、自分たちは加速度的に恋に落ちていった。

　入沢が「たとえ君が嘘をついていようと、もうそんなのはどうでもいい」と言ってくれたのは、おそらく本音だったのだろう。だが実際に夏生が椎谷と繋がっていた事実を知った瞬間、思いのほかショックを受けてしまい、受け止めきれずに去っていってしまった。

（わたしの行動が、あの人を傷つけた。もっと早く椎谷さまの依頼を断ればよかったのに、その決断が遅すぎたから……）

　目に涙が盛り上がり、ポロリと零れ落ちる。

　一度出ると次々と溢れ、止まらなくなった。一緒にあちこちの店に食事に行ったことや軽口を叩くときの空気感、こちらに想いを告白してくれたときの彼の真摯な眼差し、抱きしめる腕の強さを思い出し、胸が締めつけられた。

　今さらながらに自分がどれほど彼に惹かれていたのかを痛感し、夏生は鼻を啜る。だがこんなふうに泣くことすら、本当はおこがましい。これまで真実を打ち明ける機会はいくらでもあったはずなのに、自分は入沢に嘘をつき続けていた。むしろ彼が問いかけてくるたびにはぐらかしていたのだ。

　おそらく入沢と会う機会は、二度とないのだろう。「今後俺から連絡することはない」と告げたときの彼の顔が脳裏によみがえり、夏生は心にポッカリと穴があいたような空虚さを感じた。

（でも全部、自業自得だよね。元々わたしとは釣り合わない人だったんだし、わずかな期間でも恋人みたいにつきあえて幸せだったのかも）

　入沢は夏生が連絡を絶ったことについて指摘してきたが、それは彼との格差を如実に感じたからだ。

　入沢と最後に一緒に過ごした先週の木曜日、夏生は母親の沙織からの電話の内容を彼に聞かれて、ひどく惨めな気持ちになった。庶民である自分と大企業の御曹司である彼の間には、大きな隔たりがある。それなのに入沢に「好きだ」と言われ、舞い上がっていた自分が恥ずかしく、もう身を引くべきではないかという考えが頭に浮かんだ。

（そうだよ。そもそも嘘をついて近づいたわたしに、遼さんの傍にいる資格なんてない。おまけに身内から借金を申し込まれているような人間なんだから、釣り合わないに決まってる）

　その翌日から彼は一泊二日の出張に出掛け、東京に戻ってきた昨日「これから会えるか」というメッセージが届いたものの、夏生は返事をすることができなかった。

　電話もかかってきていたがかけ直すことができず、そんなふうに逃げるしかない自分に忸怩たる思いがこみ上げた。

　そうして物理的な距離を取れば入沢も諦めるかもしれないと考える一方、夏生は上司の前野とクライアントである椎谷に事情を説明し、案件から降りようと考えていた。そんな矢先に入沢が現場に居合わせてしまい、今に至る。

（結局あんな形でわたしの嘘がばれてしまったんだから、遼さんとは上手くいきようがなかったのかもしれない。やっぱり悪いことってできないんだ）

　このあとは前野に頼まれている報告書を作成して提出すれば、業務終了になる。

　入沢と会うこともなくなり、以前のように平凡なＯＬとしての日常が戻ってくるはずだ。

（いつか日常に紛れて、全部忘れられればいい。遼さんと過ごした日々も……あの人を好きになったことも）

　またひとつ涙が零れ落ちて、夏生はそれを拭う。

　暗い部屋の中には、壁掛け時計が刻む規則正しい秒針の音だけが響いていた。床に座り込んだ夏生は壁にもたれ、しばらくそのまま胸の痛みを感じ続けていた。








第七章









　四月も終盤に入った今週、ゴールデンウィークを控えている巷はテレビや雑誌でも行楽特集が多く組まれ、華やいでいる。

　月曜日の午後、夏生は会社で経費精算処理に追われていた。すると向かいの席に座る同僚の山本みなみが、焦りの表情で言う。

「えー、数字が合わない。どこで間違えたんだろう」

　経理をしていて〝数字が合わない〟のは、実は日常茶飯事だ。

　ミスをしやすいパターンとしては、よくある勘定科目の入力ミスの他、貸方と借方の入力ミスや桁数の入力ミス、位の入れ替え入力ミスが挙げられる。夏生は自分の作業をしながら、彼女に声をかけた。

「終業時間まであと二十分あるんだから、大丈夫だよ。落ち着いて」

「わたし、今日は英会話スクールがあるので絶対残業できないんですー。そう思うと焦っちゃって、どこで間違えたのか全然わかりません」

　先月から英会話スクールに通い始めた山本は、現在そこの講師の男性に熱を上げているらしい。

　カナダ出身のイケメン留学生で、片言の日本語を話し、彼女の英語の発音を大袈裟なまでに褒めてくれるそうだ。

　当初は英会話スクールに通う商社マンを探しに通い始めたはずだが、三歳年下の講師に熱を上げる山本は毎日些細なことで一喜一憂している。それを聞かされる夏生は、微笑ましい気持ちになっていた。

　手元の処理を終わらせた夏生は、山本に向かって告げる。

「わたしも一緒にチェックしてあげる。どのファイル？」

「わー、ありがとうございます！」

　結局桁数の間違いであることが判明し、二人で定時に仕事を終える。

　更衣室で着替えながら、彼女がこちらを見て言った。

「尾谷さん、最近はめっきり前のおとなしい服装に逆戻りしちゃいましたよね。一時はすごくおしゃれだったのに、どうしてやめちゃったんですか？」

「ちょっと疲れちゃって」

　三月は入沢を篭絡するという案件のため、毎日服装に気合が入っていた。

　だがそれが終わってからというもの、夏生の服装は以前のシンプルなものに戻っている。

（……もうすぐ一ヵ月が経つんだ）

　入沢とは、椎谷と一緒に喫茶店にいるのを目撃された日から会っていない。

　メッセージや電話も途絶え、完全に縁が切れた形だが、夏生は自業自得だと考えていた。あの後椎谷からは、丁寧なお礼の電話を受けた。

『突然喫茶店に入沢さんが現れたときは驚きましたけど、お見合いを破談に持っていけてよかったです。それもこれも、尾谷さんがあの方との距離を詰め、いい写真をたくさん撮らせてくださったおかげです。本当にありがとうございました』

　あれから彼女は入沢の女性関係を理由に見合いを断りたいと自身の父親に申し入れ、入沢側がそれを認めたために縁談が破談となったらしい。

　彼女は家族の前では傷心を装って次の縁談話がくるのを回避し、今月末ついに恋人とイギリスに渡航することが決定したという。

（「家族には直前まで告げない」って言ってたけど、無事に渡航できることになってよかったな。恋人と一緒に外国で暮らすなんて、うらやましい）

　椎谷からはフェイトプロダクションに多額の成功報酬が支払われ、担当の前野は喜色満面だった。

　彼女は傷心の夏生を気遣いつつも、「くれぐれも入沢氏に個人的な連絡を取らないように」と遠回しに釘を刺してきたが、そんな気は毛頭ない。おそらく入沢は、二度とこちらに会う気はないだろう。

（でも……）

　気持ちのほうはどうかと言われると、まったく割りきれていない。

　あの日から一ヵ月近く経つ今も、夏生の心の大部分は入沢が占めたままだ。彼と過ごした時間を折に触れて思い出し、胸が苦しくなっている。

「……さん、尾谷さん？」

　気がつけばぼんやりしていたらしく、我に返った夏生は「何？」と答える。山本が言った。

「私、急いでるのでもう行かないと。お先に失礼します」

「うん。お疲れさま」

　彼女が慌てた様子で更衣室を出ていき、夏生も着替えを終えて会社を出る。

　そしてバス停に向かって歩きながら、自宅の冷蔵庫の中にどんな食材が残っていたかを思い浮かべた。

（半端な野菜がいろいろあったから、冷凍ご飯でチャーハンでも作ろうかな。あ、食パンを忘れずに買わないと）

　バスに揺られて二十分余り、自宅の最寄りのバス停で降りた夏生は、近所のスーパーに向かう。

　パンや牛乳などを購入し、数分歩いて帰宅する頃には、日はだいぶ傾いていた。アパートの外階段を上った夏生は、ふと自室の前に二つの人影があるのに気づき、目を瞠る。

　片方の人物が、こちらを見て言った。

「あ、やっと帰ってきた。遅かったのね」

「……お母さん」

　そこにいたのは、母の沙織と彼女の夫である横山だった。

　アポイントもなく二人が自宅までやって来たことに、夏生は困惑する。沙織が笑って言った。

「あんたの帰りを待ってたのよ。なかなか来ないから、そろそろ電話をしようと思ってた」

「夏生ちゃん、久しぶりだなあ。元気だったか？」

　横山は沙織より十歳年上で、現在五十八歳だ。

　以前会ったときより恰幅がよくなっていて、夏生は小さく答える。

「……こんばんは」

　二人が突然訪問してきたことに、夏生は嫌な予感をおぼえる。

　いっそ「用事がある」と言って追い返そうかと思ったものの、沙織に「ほら、早く開けて」と言われると断れなかった。渋々玄関の鍵を開けたところ、二人は当たり前のような顔をして中に上がり込み、室内を眺める。

「狭いけど、きれいにしてるのね。殺風景すぎるくらい。あ、お茶くれる？」

「うん」

　キッチンで冷たいお茶をグラスに淹れ、お盆に載せた夏生は「どうぞ」と言って提供する。

　すると沙織が、早速話を切り出した。

「わざわざここに来たのはね、例の話が一向に進まなくて埒が明かないからよ。最近の夏生、全然電話に出てくれないし、メッセージも既読をつけるだけじゃない」

「ごめんね。ちょっと忙しくて」

「忙しくたって、返事ぐらいできるでしょ。それなのに」

　次々と畳みかけてこようとする彼女を、横山が隣で「まあまあ」と言って抑え、鷹揚に言う。

「夏生ちゃんだって仕事をしてるんだし、いろいろあるんだろう。なあ？」

「……はい」

「でも私たちのほうも、悠長にしていられなくてね。例の件、考えてくれたかな」

　ニコニコと笑顔で問いかけられ、夏生は言いよどむ。

「あの……」

「君のお母さんも説明したと思うけど、返済では決して迷惑はかけない。だから僕らを助けると思って、了承してほしいんだ」

　──夏生が求められているのは、借金の連帯保証人だ。

　先月沙織から「秀弘さんの会社が不渡りを出しそうだから、お金を貸してほしい」という電話を受けた夏生は、迷った末に結局それを断った。

　百万円というお金は大金であり、貯金のほとんどを渡すのは独り暮らしを続けていく上で無理だ。しかしそれから一週間後、今度は「横山がよそから金を借りるため、その連帯保証人になってほしい」と頼まれた。

　沙織いわく、手形の不渡りはどうにか回避できたものの、会社の資金が足りない状況が続いており、知人から金を借りることになったらしい。だがその人物は連帯保証人をつけることを要求していて、二人は夏生に白羽の矢を立てたという。

　夏生は膝の上の拳をぐっと握りしめ、押し殺した声で答えた。

「このあいだも言いましたけど、それはできません。だって五百万円の借金の保証人だなんて、もしお義父さんが支払えなくなったらわたしに請求がくることになりますよね？　そうなれば、生活が立ち行かなくなりますから」

「もし夏生ちゃんが連帯保証人になってくれるなら、絶対迷惑をかけるようなことはしないよ。養子縁組をしてないとはいえ、君のことは本当の娘だと思ってるんだ。そんな真似をするわけがない」

「そうよ。母親である私が絶対にそんなことはさせないから、何とかお願い」

　二人に切々と訴えられ、夏生はぐっと押し黙る。

　何と言われようと、連帯保証人を引き受けることはできない。そこまで会社の経営が逼迫しているのなら、いつ破綻してもおかしくないからだ。夏生の現在の貯金は百二十万円しかなく、もし横山の返済が滞って五百万円を請求されることになれは、完全に詰んでしまう。

　夏生は彼らと目を合わせずに答えた。

「何度言われても……引き受けることは無理です。どうか他を当たってください」

「そんな」

「頼むよ、夏生ちゃん」

　二人からしつこく迫られた夏生は、この場から逃げ出したくなる。

　そのとき横山が、ふと棚の上に目を留めて言った。

「あれ、どうしたんだ？　この名刺」

「あ、それは……」

　彼が手にしているのは、入沢の名刺だ。夏生は慌てて手を伸ばして言った。

「返してください」

　しかし横山はそれをサッとよけ、名刺を眺めながらつぶやく。

「〝入沢ホールディングス株式会社　執行役員常務　経営企画部　入沢遼〟？　苗字が入沢ってことは、創業者一族の人間か。すごい人間の名刺を持ってるけど、これを一体どこで手に入れたんだ」

　彼の目が爛々と輝いていて、夏生はそれに気圧されながら答える。

「たまたま人に紹介されて、名刺を交換しただけです。別に親しくありませんから」

　横山の手から名刺を取り返した瞬間、玄関のインターホンが鳴る。

　立ち上がり、「はい」と応答すると、町内会費の集金だった。夏生は一旦名刺を棚の上に置き、財布を手に玄関に向かう。そして支払いをして居間に戻ったところ、沙織と横山が立ち上がって言った。

「今日のところは、これで帰るわ。さっきの話、もう一度よく考えてね」

「……うん」

　二人を送り出して玄関の鍵を閉めると、どっと疲れがこみ上げた。

　テーブルの上に残されたお茶のグラスを片づけながら、夏生は重いため息をつく。

（連帯保証人の件、どうしたらいいんだろう。わたしに受けるつもりはないんだから、のらりくらりやり過ごすしかないのかな……）

　正直なところ、夏生は母の配偶者である横山のことが苦手だ。

　初めて顔を合わせたのは二十歳のときだったが、最初から馴れ馴れしく〝ちゃん〟付けで呼ばれ、さりげなさを装って頻繁にボディタッチをしてくるのが嫌だった。それでも、母の夫なのだからと波風立てないように接してきたが、今回は度を超えている。

　そのときふと夏生は、先ほど棚の上に置いた入沢の名刺がなくなっていることに気づいた。床に落ちたのかと思い、棚の隙間などを確認したものの、やはりない。

（どういうことだろう。もしかして、お義父さんが持っていった……？）

　先ほどの横山は入沢の名刺に異様に興味を示しており、勝手に持ち去ったのは充分あり得る。

　だが「一体何のために」と考えたとき、夏生の心を嫌な予感がかすめた。金に困っている彼は、もしかすると有名企業の常務である入沢に接触しようとしているのかもしれない。

（そうだよ。わたしが連帯保証人の話になかなか首を縦に振らないから、お義父さんは遼さんに繋ぎを取って何とか融資を引き出そうと考えているのかも。入沢ホールディングスの常務なんだから、間違いなくお金を持っているし）

　心臓がドクドクと鳴り、手のひらに嫌な汗がにじむ。

　沙織に電話をして名刺の件を確認しようかと考えたものの、素直に持ち去りを認めるはずがなく、その案は即座に却下した。ならばどうするか──思案を巡らせた夏生は、ぎゅっと拳を握りしめる。

（遼さんに会って……直接お義父さんの件を話そう。もしあの人が接触してきても、絶対に応じないでくださいって）

　電話やメッセージを送るという手段もあるが、もし入沢にブロックされていたらと思うと、怖くて連絡を取れない。

　ならば直接入沢ホールディングスに行き、彼を呼び出してもらったほうが、確実に話ができる気がした。

（わざわざ会いに行ったら、迷惑がられるかな。でも、もしお義父さんが迷惑かけたらと思うと、放置はできない）

　そんなふうに思いながらも、夏生は自身の心に別の思惑があるのに気づいていた。

　どんな形であれ、自分は入沢にもう一度会いたいと思っている。たとえ迷惑がられようと、冷たい態度を取られようと、彼を傷つけてしまったことを直接謝りたくて仕方なかった。

（馬鹿だな、わたし。あの人を想う資格なんてないのに、いつまでも未練がましく好きでいるなんて）

　目にじわりと涙が浮かび、深呼吸することでそれをこらえる。

　時間が経てば経つほど、入沢を恋しく思う気持ちがこみ上げて、いつまでも消えない。彼の表向きとは違う少しクールな素顔、「好きだ」と言ってくれたときの声の響き、大きな手の感触など、ふとした瞬間にまざまざと思い出してしまい、夏生は苦しくなっていた。

　もう二度と微笑んでもらえなくても、自分が申し訳ないと思っていることだけは伝えたい。そのためには、横山について警告しに行くのはいい機会だと思えた。

　明日の終業後に、入沢ホールディングスに行こう──そう決めた夏生だったが、その日の夜は緊張であまりよく眠れなかった。

　翌日は朝から濱中フーズに出勤したものの、どこか気持ちが浮ついていて些細なミスばかり連発してしまう。

（あっ、やばい。エクセルがフリーズしちゃった）

　普段は極力重いファイルを作らず、同時に開くのは二つまでと決め、作業効率を優先してマルチタスクをできるかぎり避けていた夏生だったが、今日は仕事に集中できていないようだ。

　何とかエクセルを復旧させて作業を終えたあとは、月次決算の数値をもらうべく営業部や製造部、購買部に電話をかけ、期限までに提出してくれるよう促す。

　やがて午後五時過ぎ、定時で退勤した夏生は、私服に着替えて会社を出た。そして地下鉄と電車を乗り継ぎ、芝浦に向かう。

（どうしよう、すごく緊張してきた。アポなしで来ちゃったけど、もしかしたら遼さんは会社にいないかも）

　その場合は、また日を改めて出直してくるしかない。

　覚悟を決めた夏生は、目的のビルに足を踏み入れる。地上三十六階建てのビルは四階までが飲食店が軒を連ねる商業フロアで、そこから上はさまざまな会社が入るオフィスフロアになっていた。

（ええと、入沢ホールディングス……三十一階だ）

　会社員らしい人々がひしめくエレベーターに乗り込み、三十一階で降りる。

　白とグレーを基調としたロビーは広く開放感に溢れ、スーツ姿で行き交う社員の姿が多く目についた。脇にある応接スペースで打ち合わせをしている者もおり、夏生はそれを横目に中央の受付カウンターに歩み寄って声をかける。

「すみません、経営企画部の入沢常務をお願いしたいのですが」

「失礼ですが、お約束はございますでしょうか」

「いいえ。わたしは尾谷と申します」

　受付嬢が「少々お待ちください」と言って、関係部署に電話をし始める。

　心臓がドクドクと脈打ち、息詰まるような時間が過ぎた。やがて電話を切った女性が受話器を置き、にこやかに言う。

「ただいま入沢が参りますので、あちらにお掛けになってお待ちください」

　入沢がここに来る──その事実に、うれしさと緊張の両方の気持ちがこみ上げ、夏生はぎこちない動きでロビーの一角にある応接スペースへと足を向ける。

　そして椅子に座り、どんなふうに話を切り出すべきかを思案した。まずは一ヵ月前の出来事について、謝るべきだろうか。それともここは彼の職場であることを鑑み、込み入った話は終業後にするべきだろうか。

　そんなふうに考えていたところ、ふいに横から「……夏生ちゃん？」という声が聞こえる。驚いて顔を上げたところ、そこにいたのは紺のスーツ姿の横山だった。

「お義父さん……どうしてここに」

　心臓が嫌なふうに跳ね、夏生は呆然と目の前の彼を見つめる。

　ここに横山がいるということは、やはり自分の予想どおり彼が名刺を持ち去った張本人なのだ。そんなふうに考えていると、彼がニコニコして言う。

「昨日夏生ちゃんの家で、入沢ホールディングスの常務の名刺を見つけただろう？　僕の娘がお世話になっているなら、きちんと挨拶をしなければと思ってここに来たんだ。まさか会えると思わなかったから、うれしいよ」

　それを聞いた夏生は、頭にかあっと血が上るのを感じる。

　彼の言っていることは、詭弁だ。夏生の自宅で名刺を目にした彼は、何とか入沢と誼よしみを通じるべくここにやって来たに違いない。夏生は椅子から立ち上がり、横山に向き直って言った。

「何を言ってるんですか？　わたしはあなたの娘じゃないし、そんな理由で入沢さんに接触するのは非常識です。だいたい彼に会って、一体何を話すつもりなんですか」

「僕も会社を経営する立場だから、いろいろ有意義な話ができるんじゃないかと思ってね。ここだけの話、知人から未公開株の話を聞いていて、もし入沢氏が興味があるなら時間を取ってもらえないかなと考えたんだ。お互いにとって損はない話だよ」

　要は詐欺まがいの話で、入沢に出資を要請しようとしていたということなのだろうか。夏生は怒りがふつふつとこみ上げるのを感じながら、顔をこわばらせて告げた。

「帰りましょう。あなたを入沢さんには会わせられません」

「夏生ちゃんは、僕を彼に紹介してくれるだけでいいよ。何なら謝礼を払うから──」

「そんなのいりませんから！」

　彼の腕をつかんでこの場から連れ出そうとするものの、横山の身体は重く、まったく動かない。

　すると夏生の背後から、ふいに低い声が響いた。

「──失礼。一体何を言い争っておられるのですか」

「……遼さん」

　夏生が振り向くと、そこには隙のないスーツ姿の入沢が立っていた。

　約一ヵ月ぶりに会った彼は、相変わらず端正な姿をしている。均整の取れた体躯にオーダーメイドのスーツがよく似合い、清潔感のある長さの髪はスタイリッシュに整えられていた。

　高い鼻梁や怜悧さを感じる切れ長の目元、シャープな印象の輪郭など、すべてがかつて好きだった容貌そのままで、夏生の胸が締めつけられる。そのとき横山が目を輝かせ、入沢を見た。

「入沢常務でいらっしゃいますか？　私は夏生の父親で、横山と申します。いつも娘がお世話になっております」

「ちょっ、やめてください……！」

　夏生は必死に横山を制止しようとするものの、彼は聞かない。

　入沢が彼に向き直り、落ち着いた口調で問いかけた。

「夏生さんの、お父さまですか？」

「はい。今日はたまたま近くに来ましたもので、一度ご挨拶をと思い、こちらに寄らせていただいたのです。いやあ、まだお若いのに、執行役員常務とは本当にご立派でいらっしゃる。やはり入沢ホールディングスの創業者一族なだけあって、堂々としておられますなあ」

　夏生は内心、ひどく焦っていた。

　ただでさえ入沢は自分が急に面会に訪れたことを不審に思っているはずなのに、横山のように怪しい輩まで連れているとあっては、妙な誤解をされかねない。

（そうだよ。遼さんは、今度はわたしが義父を使って怪しい投資話のカモにしようとしてると考えるかも。そんなの耐えられない）

　これ以上入沢に軽蔑される事態は避けたいが、一体どうしたらいいのか。そんなふうに考えながら、夏生は必死に二人の間に割り込んで告げた。

「すみません、この人はわたしが連れてきたわけではないんです。わたしの自宅から遼さんの名刺がなくなっていて、もしかしたらこちらを訪れて迷惑をかけるかもしれないと思って、それで……」

　すると入沢がニッコリ笑い、意外なことを言った。

「夏生さんのお義父さまの、横山秀弘さんですね。お会いしたいと思っておりました」

「わ、私のことをご存じで？」

「ええ。調べさせていただきましたので」

　さらりと告げた彼が、言葉を続ける。

「僕はこの会社の経営企画部に在籍しており、日頃から企業の調査や分析をしています。あなたはご自分で経営する会社の財政難を盾に夏生さんに対して再三援助を要請しておられたようですが、その輸入家具会社は一年前に既に倒産していますね」

「えっ」

「しかもあらかじめ金融機関から多額の借り入れをし、その金を奥さまの口座に移動したあと、計画倒産している。それだけではなく、事前に商品を大量に仕入れ、倒産後にかなりの金額の売却益を懐に入れている形跡もありました。つまり夏生さんに告げていた『会社が不渡りを出しそうなため、当面必要なお金を貸してほしい』という申し出は、嘘ということになる」

　夏生は唖然とし、目の前に立つ入沢を見つめる。

　彼の言葉は、青天の霹靂だった。まさか横山の会社が既に倒産しているとは思わず、横山に向かって問いかける。

「お義父さん……本当なんですか？　もう会社が倒産してるって」

「それは……」

「だったらお母さんもグルなんですか？　一年前から、わたしはお義父さんの会社の経営難を理由にお母さんに毎月仕送りをしてきました。それだけではなく、ここ最近は『手形が不渡りになりそうだから百万円貸してくれ』と言ってきたり、多額の借金の連帯保証人になるように執拗に要求してきたりしていましたよね。もし会社が既にないのなら、それはあなたたちが個人的に使うためのお金ですか……？」

　──実は以前から、薄々おかしいとは思っていた。

　会社の経営が苦しいと言いつつも沙織の服装は派手で、会えばいつもブランド物を身に着けていた。生活を切り詰めている様子はまったくなく、それなのにこちらへの要求はエスカレートする一方で、もしかしたら都合よく利用されているだけなのかもしれないと考えていた。

（でも昔のことを思えば、それは当然なのかもしれない。だってお母さんは、わたしに全然関心がないから……）

　──沙織は昔からネグレクト気味で、娘である夏生に対する愛情が希薄だった。

　家事はまったくせず、ゴミ溜めのようなアパートで暮らし、手料理を食べたことは一度もない。学校に関わるお金もさんざん督促がきてから払う始末で、そのせいで小学校の頃の夏生はいじめに遭っていた。

　だが横山と再婚してからは暮らし向きがよくなり、普通の母親のような雰囲気になって、親子関係が改善されたことが夏生はうれしかった。だからこそ、横山の自分を見る目に何となく不快なものを感じたり、やたらとボディタッチが多いことが引っかかっていても、彼女に伝えることができずにいた。

（でも──）

　結局自分は、沙織に利用されていただけだった。

　言葉巧みに仕送りをさせ、こちらの名義で大きな借金をさせようと目論み、それだけでは飽き足らず入沢からも金を引っ張ろうとしていたのだ。

　夏生の強い視線にたじろいだ横山は、「いや、あの」と言いよどむ。それを見下ろし、入沢が冷静な口調で告げた。

「横山さんのやり方は、悪質な債権逃れです。関係各所に通達し、会社法が定める債権者の異議手続き、及び詐害行為取消権の行使ができるかもしれませんね。もちろん夏生さんを金づるにするという行為も、断じて認められるものではありません」

　入沢に淡々と追い詰められた横山は、すっかり顔色を失くしていた。

　彼はじりじりと後ずさり、引き攣った顔で言う。

「な、何を言っているかわからない。失礼する」

「あ、……」

　横山が立ち去っていくのを、夏生は呆気に取られながら見送る。そして入沢を見つめ、小さく問いかけた。

「遼さん、どうして……」

「君が母親から金銭援助を頼まれていると聞いたあと、気になって調べていたんだ。普通の親は、たとえ会社の経営が行き詰まっても自分の子どもにそうした苦労を極力かけまいとする。だからおかしいと思った」

　夏生には自覚はなかったが、彼の目から見て自分と沙織の親子関係は歪だったのだ。

　ましてや横山とは養子縁組をしておらず、赤の他人であるのに借金を申し込んできたと聞いて、余計におかしいと感じたのだろう。夏生は自嘲してつぶやいた。

「わたし、母の言動に引っかかりがなかったわけではないのに、今まで気づかないふりをしていたんです。わたしの親族は母だけで、どんな形でもあの人に頼りにされるとうれしかった。それで都合よく利用されていたんですから、本当に馬鹿ですよね」

　互いの間に、沈黙が満ちる。

　ロビーで立ったまま話す夏生と入沢を、通りすがりの社員たちが興味深そうにチラチラ見ていた。夏生は目を伏せて言った。

「今日ここに来たのは、義ち父ちが遼さんに迷惑をかけるかもしれないと思い、その警告をするためだったんです。わざわざお呼び立てしてすみませんでした」

「…………」

「それから、一ヵ月前のことも。今さら言い訳はしませんし、わたしの行動は軽蔑されて当然だと思っています。でも、遼さんの顔を見て直接謝罪したかったんです。──本当に申し訳ありませんでした」

　夏生は深く頭を下げ、顔を上げる。そして胸の痛みをおぼえながら告げた。

「お時間を取らせてしまい、すみません。失礼します」

「──待ってくれ」

　立ち去ろうとした瞬間に手首をつかまれ、夏生の心臓が跳ねる。

　彼が真剣な眼差しでこちらを見つめて言った。

「話がしたい。すぐに仕事を終わらせてくるから、時間をくれないか」

「えっ……」

「いつも待ち合わせをしていた、この近くのカフェで待っていてくれ」







　入沢ホールディングスが入っているビルに程近いところにあるそのカフェは、一人で読書をする客や若いカップルなどでそこそこ混み合っている。

　奥の席に座った夏生は、落ち着かない気持ちで時間を過ごした。すると十五分ほどして、入沢がやって来る。

「待たせてごめん」

「いいえ」

　スタッフがオーダーを取りに来て、彼はホットのマンデリンを注文した。彼女が去っていったあと、夏生は向かいに座る入沢に向かって頭を下げる。

「改めまして、義父の件、本当に申し訳ありませんでした。母とあの人がわたしの家に来たときに遼さんの名刺を見つけて、勝手に持ち去ってしまったんです。もしかするとそちらに迷惑をかけるかもしれないと思い、そのことを話しに今日はアポなしで会社に行ってしまいました。でも、ロビーで義父に遭遇してしまって」

「彼の目的は、一体何だったんだ？」

「わたしがお世話になっている挨拶がしたいとか、未公開株について遼さんと話がしたいとか言っていました」

「なるほど。要は架空の投資話で俺の興味を引き、金を引っ張ろうとしていたってことか。ずいぶんと舐められたものだ」

　淡々とした彼の口調に、夏生は萎縮してしまう。

　再度これまでの自分の行動を謝罪するべきかもしれないが、言葉が出てこなかった。

（遼さんは、わたしに恨み言を言いたくて「話がしたい」って言ったのかな。……だったら何を言われても黙って聞かないと）

　そんなふうに考えてうつむく夏生を、入沢がじっと見つめてくる。

　店内は抑えた音量でＢＧＭがかかり、コーヒーと料理が入り混じった匂いが漂っていた。近くの席のカップルが仲睦まじげに話していて、こちらの重い雰囲気とは大違いだ。やがて彼が、口を開いた。

「あの横山という男に関しては、気にしなくていい。元々俺が勝手に調べたことで、君に真実を告げる機会がなかったんだ。もしかして前に頼まれていた百万円の借金は、払ってしまったのか？」

「いいえ。それを貸すとわたしの貯金のほとんどがなくなってしまいますから、断固として拒否しました。すると母とあの人が、『会社を立て直すための資金五百万を貸してくれる人が現れた』と言って、わたしにその連帯保証人になることを求めてきたんです。でも……それは結局、嘘だったんですよね。母はわたしを利用することしか考えてなくて、おそらく連帯保証人として判を押させて首尾よく五百万円を借りられたら、こちらと連絡を絶つ気だったんだと思います」

　惨めさがひたひたと心を満たし、夏生は膝の上でぎゅっと拳を握りしめる。

　沙織が母親として不適格な人間であることはとっくに知っていたのに、いつまでも未練がましく彼女の愛情を信じようとしていた。すると入沢が、夏生に向かって言う。

「君の母親が横山の行動を止めるどころか、一緒になって娘から搾取しようと考えていたのなら、そんな人間は自分から捨ててやったらどうかな。親がいなければ生きられない子どもならいざ知らず、今の君はもう立派な大人だ。毒親から解き放たれて、自分の人生を大切にしたほうがいいんじゃないか」

「毒親……」

　彼に明確に言葉にされ、夏生はふいにストンと腑に落ちる。

　入沢の言うとおり、沙織は〝毒親〟だったのだ。母親らしい情を持ち合わせておらず、とにかく自分の都合のいいように娘を使おうとする人間なのだから、もっと早く夏生のほうから見切りをつけるべきだったのだろう。

「そうですよね。……そうしていいんですよね」

「ああ」

「馬鹿みたいです、わたし。こうやって第三者から言われないと、親の異常性に気づけないなんて」

　アイスティーのグラスについた水滴が、表面を滑ってゆっくりと下に落ちていく。

　束の間の沈黙のあと、入沢が再び口を開いた。

「君と会わなくなって、もうすぐ一ヵ月だな。……そのあいだ、いろいろ考えた」

　夏生はかすかに肩を揺らし、「いよいよその話題がきた」と考えながら緊張を押し殺す。そして勇気を出して切り出した。

「あのときは、わたしの口から事情を説明できなくて……そのことがずっと心に引っかかっていました。わたしと椎谷さまが一緒にいるのを見て、きっと遼さんは驚きましたよね」

「ああ」

　夏生は前野から依頼について詳細を漏らさないように釘を刺されたのを思い出しながら、なるべく遠回しな表現で説明する。

「ご想像のとおり、わたしはある目的を持って遼さんに近づきました。何とかそれを達成するべくさまざまな方向からアプローチして、少しずつ距離を縮められたときはうれしかったです。誤算だったのは、遼さんがわたしの身辺調査をしたことでした。職場や住所を偽っていたこと、そしてエキストラ事務所に所属しているのがばれたときは、正直ピンチだと思いました」

　しかしどうにかその場を切り抜けるため、入沢と身体の関係を持ってしまった。

　夏生は目を伏せたまま言葉を続ける。

「あれは、わたしにとってかなりイレギュラーな出来事で……誓って言いますが、他の案件であんなふうに身体の関係を持ったことはありません。でも応じてしまったのは、きっと遼さんに心惹かれていたからだと思います」

〝仕事〟で近づいたはずなのに、いつしか夏生は入沢と過ごす時間を楽しく思っていた。

　一緒に食事をしたり、軽口を叩き合ったりといったことを重ねるうち、〝尾谷夏生〟として彼を好きになっていた。

「表向きの遼さんは人当たりがよく穏やかで、いかにも御曹司っていう雰囲気を醸し出していますけど、素はわりとクールで淡々と話したりしますよね。そういう内面のほうに心惹かれる一方、わたしの中にはずっと後ろめたさがありました。遼さんに『どういう目的で自分に近づいたんだ』って言われるたびに否定していたのに、実際のわたしはあなたを欺き続けている。いつか真実を知られたときに軽蔑されてしまうのが……怖くて仕方ありませんでした」

　入沢から「好きだ」「たとえ君が嘘をついていようと、もうそんなのはどうでもいい」と告げられたのは、そんなときだ。

　自分の嘘を許容してくれようとする彼に、夏生は一気に心をつかまれた。こんなふうに言ってくれる入沢に、もう嘘をつきたくない。ならばどうするか──考えた末に、夏生は椎谷から依頼された案件から降りようと心に決めた。

　そこまで説明し、小さく息をついた夏生は、「……でも」と小さく言った。

「母から電話がきたのは、その直後でした。『義父の会社が不渡りを出しそうだから、百万円貸してほしい』って」

「ああ、聞いた」

「わたし……そのとき、すごく惨めになったんです。身内になけなしの貯金をたかられているわたしとあなたは、あまりに格差がありすぎる。『好きだ』って言われて舞い上がって、どうにか遼さんと一緒にいられる道を模索しようとしていたけど、それはおこがましいんじゃないかと思いました。メッセージや電話に出なかったのは、もう身を引くべきだと考えていたからです」

　その後、夏生は前野と椎谷を呼び出し、これまでの詳細な説明をした上で案件から降りさせてもらおうとした。

　しかしその途中で入沢が居合わせ、ああいう流れになってしまった。夏生がそう説明して口をつぐむと、彼が問いかけてくる。

「俺は君がメッセージや電話を無視したのは、もう当初の〝目的〟を達成したからだと思っていた。つまり、椎谷さんからの依頼を終えたから俺を切り捨てたんだと」

「違います。目的はまだ完遂には至っていませんでしたが、わたしが遼さんに嘘をつき続けているのが苦しくて、依頼から降りさせてもらおうと考えていたんです。そのために上司と椎谷さまを呼び出し、あの喫茶店で会っていました」

　夏生は居住まいを正し、目の前の入沢に向かって深く頭を下げる。

「わたしは最初から目的があって遼さんに近づき、本当のことを話す機会が何度もあったにもかかわらず、嘘をつき続けていました。人として恥ずべき行為で、軽蔑されても仕方がありません。──本当に申し訳ありませんでした」

　彼はしばらく、無言だった。

　それは自分が入沢を傷つけた証のように思え、夏生は当然だと考える。

（こうして直接謝る機会をもらえただけでも、御の字なんだ。これ以上迷惑をかけないために、もう帰ろう）

　胸の痛みをこらえながらゆっくり頭を上げると、ふいに入沢が言う。

「君が椎谷さんと一緒にいるのを見たときは、確かにショックだった。まさか裏で繋がっている相手が彼女だとは思わなかったから」

「…………」

「夏生に何か狙いがあって俺に近づいてきたのは、早い段階でわかっていたよ。でも君はなかなか口を割らなかったし、そのくせ無邪気で、俺はいつしか『俺の心配は杞憂なのかもしれない』とか、『たとえ何か目的があって近づいたのだとしても、そんなのはどうでもいい』と考えてた。それくらい、君のことが好きになっていた」

　それを聞いた夏生は、ぐっと顔を歪める。彼が言葉を続けた。

「でも『たとえ君が嘘をついていようと、そんなのはどうでもいい』とか恰好いいことを言っておきながら、いざその場面に出くわすとそんな寛容な態度ではいられなかった。我ながら度量が狭いし、自分で発した言葉を守れないなんて滑稽だ。幻滅しただろう」

「そ、そんなことありません。全部わたしのせいなんですから……」

「夏生。俺は椎谷さんのところを訪ねて、事情を聞いてきたんだ。君に一体どんな依頼をしたのか」

　夏生は驚き、「えっ？」とつぶやいて入沢を見る。

　まさか彼が椎谷に会いに行くとは思わず、どんな話をしたのかが気になって仕方なかった。入沢がコーヒーを一口飲み、カップをソーサーに置いて言う。

「最初は夏生が俺に嘘をついていたのを知って、怒りとも失望ともつかない気持ちでまったく冷静になれなかった。でも日が経つにつれ、どうしてそんなことをしたのかが気になったんだ。その頃には椎谷さんとの見合い話は破談になっていたけど、個人的に彼女に連絡を取った」

　入沢から連絡を受けた椎谷は驚いた様子で、「お話しすることは何もありません」とにべもない対応だったという。

　だが彼が「尾谷夏生に関して、どうしてもあなたから話を聞きたい」と何度も食い下がり、逆恨みなどは一切していないことを説明したところ、会って話をするのを了承してくれたらしい。

「君がさっき濁していた詳細について、椎谷さんは全部話してくれた。彼女が見合いを破談にしたかった理由や、俺のほうから断る流れに持っていきたかったこと。それにハニートラップ的な意味合いで女性を近づけようと画策して、エキストラ事務所のキャストの中から抜擢したのが夏生だったことも」

「……っ」

「彼女は君を、褒めていたよ。キャストとしてプロフェッショナルに仕事をこなし、自分の話を親身になって聞いてくれて、とても感じのいい女性だったと。そして俺が夏生のことが本当に好きで、どうしても諦めきれないと話すと、同情してくれた」

　夏生は驚きに目を瞠り、入沢を見る。

「それって……」

「この一ヵ月、俺は君を忘れることができなかった。俺の前で見せた笑顔や気持ちを伝えてくれたときの言葉が、全部嘘だったとは思えない。だとしたら、夏生なりに自分の立場についていろいろと悩んでいたんじゃないかとも思った。都合よく考えすぎかもしれないけど」

　夏生は信じられない気持ちでいっぱいになり、目の前の彼を見つめる。

　入沢はきっと、自分を軽蔑していると思っていた。身体を使って彼の気持ちを弄び、嘘をつき続けていたのを決して許さないだろうと。

（でも──）

　入沢が自分を想ってくれていたと知り、夏生の胸が震える。だが罪悪感は決してなくならず、小さな声で言った。

「わたしは……遼さんにそんなふうに言ってもらえるような人間じゃありません。お金のためにあなたを騙していたんですから」

「〝仕事〟だろう？　夏生が信念を持ってキャストとして活動していたのなら、俺に対する態度は正しかったことになる。まんまと君を好きになったんだから」

「でも、もうわたしを信じられませんよね？　笑顔で嘘をつける人間ですし」

「夏生は意外に自分のことがわかってないな。君は結構感情が顔に出てるよ」

　思いがけないことを言われ、夏生は「えっ？」と問い返す。彼が笑って言った。

「抱き合っているときの俺を見る目つきとか、しがみつく腕の強さとか。好きだという気持ちがダダ漏れで、だからこそ夏生を信用したんだ。俺を想う気持ちは本当なんだろうって」

　いきなり情事の際の話を出された夏生は、かあっと顔を赤らめる。

　もし他の席の客に話を聞かれていたらと思うと、恥ずかしくて視線を向けることができなかった。しかも自分の感情がそこまであからさまだったという自覚がなく、頭の中でグルグルと思い返す。

（わたし、そこまで演技を忘れて素の顔が出てた？　だとしたら、それは対価をもらうに値しない）

　入沢がどこまで自分たちの関係を話したのかはわからないが、椎谷は公私混同した挙げ句に対価を受け取った自分を、不快に思っているのではないか。

　夏生がそんなふうに考えていると、彼がこちらの思考を察したように言った。

「椎谷さんは君に悪い感情を抱いていないから、心配しなくていい。むしろ『やはり演技とはいえ親密な態度を取っていると、本当に恋愛感情が湧いたりするんですね』と興味深そうに言っていた」

「そ、そんな」

「それで、君の気持ちはどうだ。横山が俺に迷惑をかけるかもしれないのを心配してわざわざ来てくれたのはわかるが、それだけだったか？　この一ヵ月、俺に会いたいとは思わなかったか」

　入沢の問いかけに、夏生はぐっと顔を歪める。

　──会いたかった。彼を傷つけてしまったことを心から後悔し、償えないことをずっと気に病んでいた。横山について警告するために会社を訪れたものの、久しぶりに入沢と顔を合わせると思うと、不安と切なさで胃がキリキリと痛むくらいだった。

　夏生は形容しがたい思いで胸がいっぱいになるのを感じながら、彼に向かって震える声で告げた。

「……会いたかったです。でも自分がもう軽蔑されてるんじゃないかとか、嫌われたんじゃないかと思うと、そんなふうに考えることすらおこがましくて。ずっと苦しい気持ちでいました」

「嫌いになんて、なれるわけがない。ここまで好きになった女性は、君しかいないのに」

　入沢がテーブルの上に腕を伸ばし、こちらの手を握ってくる。そしてぐっと力を込めながら言った。

「夏生が会いに来てくれなければ、遅かれ早かれ俺のほうから行っていたはずだ。俺は君と、もう一度やり直したい。いや、新たな関係を一から構築したいんだ」

　彼の目は真剣で、冗談を言っている様子は微塵もない。

　何より自分の手を握る力の強さが入沢の想いを如実に表していて、彼の体温がじんと染みていくのがわかる。夏生は目が潤むのを感じながら、入沢に小さく問いかけた。

「わたしでいいんですか？　遼さんのような立場の人は、しかるべき家柄の人とおつきあいするべきなんじゃ」

「今どきそんなのはナンセンスだ。椎谷さんとの縁談が持ち上がったときは、元々結婚に興味がないし、どうせならビジネスで利用価値がある家柄の人間がいいと考えていたけど、今は違う。好きな相手がいると毎日に張りが出るし、仕事のモチベーションも上がって、いいことずくめだ。少なくとも俺にとっての夏生の存在は、プラスでしかない」

　彼が微笑み、夏生の手を自身の口元に寄せて、「だから」と言う。

「改めて、俺の恋人になってくれないか？　たとえ外野が何か余計なことを言ってきても、絶対に守ると約束するから」

　入沢の顔は悔しいほど端整で、夏生は指先に押し当てられた彼の唇を嫌というほど意識する。

　入沢の家柄や立場に気後れする気持ちは、まだ払拭できていない。あまりにも境遇に格差がありすぎるがゆえに、胸に根付いた劣等感をどうにかするのにも時間がかかるだろう。

（……でも）

　たとえこの先悩むことがあっても、入沢と一緒にいたい。彼との未来をどうにか模索したい気持ちがこみ上げて、たまらなかった。

　夏生は入沢の目を見つめ、嘘偽りのない気持ちで答えた。

「はい。わたしでよければ……よろしくお願いします」

　すると彼が目に見えてホッとし、にじむように微笑む。

「よかった。もし夏生が俺を好きなはずだという考えが完璧な独り善がりで、演技でそういうふりをしていたらどうしようかと思った」

「そ、そんなことないです。遼さんが言ってたんじゃないですか、わたしは感情が結構顔に出てるって」

「でも夏生は女優だからな。まあ、君に騙されるならそれも本望だ。振り回されても構わないと思える女性は、きっと一生夏生だけだろう」

　さらりと〝一生〟という言葉を使われて、夏生の頬がじんわりと熱くなる。

　入沢と恋人としてつきあえることになった事実が、まだ信じられなかった。気持ちがふわふわとして落ち着かず、緊張感でいっぱいになりながら入沢ホールディングスを訪れたのが、まるで夢のように思える。

　彼が夏生の手を離して言った。

「あの横山という男だけど、経営していた会社が倒産するに当たって、かなり狡く立ち回っている。あらかじめ金融機関から多額の借り入れをし、その金を君の母親の口座に移動したばかりか、事前に商品を大量に仕入れて倒産後に売り払い、数千万単位の金を手に入れていたようだ。そのくせ従業員にはろくな退職金も払わず、すぐに行方をくらませていた」

「そんな……」

「それだけでは飽き足らず、夏生の母親と共謀して、君を連帯保証人にして新たな金を手に入れようとしていたんだからな。もう一度聞くが、そんな親がはたして必要か？」

　入沢の問いかけに、夏生は表情を改めて答える。

「いいえ。ずっと母の愛情が欲しくて頑張ってきましたけど、今回の件であの人がわたしを都合のいい道具としか考えていないことがよくわかりました。たぶん昔からそうだったのに、わたしはずっとその事実から目をそらしていたんです」

　ろくに子どもの世話をせず、ネグレクトをしていた沙織は、夏生が幼稚園と小学生のときに児童相談所から数回訪問を受けていた。

　それを煩わしく思った彼女は他の土地に転居し、夏生が高校生になってからはほんの少し優しくなって、言葉巧みにバイト代の大半を取り上げるようになった。それでも夏生は彼女が自分たしを必要としてくれていると考え、頼られることに喜びを見出していた。

　仕送りを要求されたときも、そうだ。都内で独り暮らしをするのは決して楽ではないのに、彼女に頼まれると断れず、月に数万円を送金していた。百万円の借金の申し込みと五百万円の連帯保証人は何とか回避したが、思えばあのとき首を縦に振らなかったのは本当に幸いだった。

　それを聞いた入沢が、真剣な眼差しで言う。

「夏生が本気で母親と縁を切るつもりなら、俺が力になる。弁護士の手配もできるから、何なりと言ってくれ」

「ありがとうございます」

「とりあえず君の親のことはそれでいいとして、俺たちは今から本当の恋人同士になったと考えていいか？」

　甘さをにじませた瞳で見つめられ、夏生は気恥ずかしさをおぼえながら頷く。

「……っ、はい」

「そうか。じゃあ、ここを出よう」

　彼がテーブルの上の伝票を持って立ち上がり、夏生は慌ててそれを追う。

　店の外に出ると、夜気を孕んだ風が足元を吹き抜けていった。往来を歩き始める入沢に、夏生は後ろから声をかける。

「遼さん、一体どこに……」

「──俺の家だ」







　入沢の車で夏生が連れていかれたのは、彼の自宅マンションだった。

　麻布十番にある入沢のマンションまでは車で約十分の距離で、約一ヵ月ぶりに彼の自宅を訪れることになった夏生は、ふと前回玄関で抱き合ったのを思い出し、じんわりと恥ずかしさをおぼえた。

（何だか嘘みたい。わたしと遼さんが、ちゃんとつきあうことになるなんて）

　話が思わぬ方向に転がり、まだ気持ちがついていけていない。

　沙織や横山の件も完全に片づいたとはいえず、入沢との格差はより顕著になった形だ。それでも一緒にいるための未来を模索したいと考え、今に至る。

（わたしはこの人に、一体何をしてあげられるだろう。何の後ろ盾も社会的地位もないのに）

　彼がマンション敷地内の駐車場に車を乗り入れ、エンジンを切る。

　考え事をしていた夏生はハッと我に返り、シートベルトを外した。すると次の瞬間、入沢がこちらの後頭部を引き寄せ、唇を塞いでくる。

「ん……っ」

　ぬるりと押し入ってきた舌に絡めとられ、喉奥から声が漏れる。

　久しぶりのキスの感触は夏生の身体にたやすく火を点け、じわじわと体温が上がった。次第に激しく貪られ、思わず彼の腕をつかむ。

　やがて唇を離した入沢が、吐息の触れる距離でささやいた。

「ごめん。久しぶりだと思うと、つい触れたくて」

　駐車場の灯りが照らす彼の顔は端整で、間近でそれを目の当たりにした夏生の胸がきゅんとする。

　この一ヵ月近く、入沢のことを想っていたのは、自分も同じだ。そう考えると触れたい思いが募り、夏生は伸び上がるようにして彼の唇に自分のそれを押しつけた。

「……夏生」

　驚いたように目を瞠った彼だったが、そのとき別の車がヘッドライトを光らせながら駐車場に入ってきて、ふと真顔になる。入沢がボソリと言った。

「駄目だな、ここじゃ」

「えっ」

「早く家に行こう」

　車を降りた彼が、夏生の手をつかんでマンション内に入り、エントランスホールを横切る。

　コンシェルジュがカウンター内で折り目正しく頭を下げるのが見えて、夏生はぎこちなく視線をそらした。エレベーターのドアが開き、入沢が三十階のボタンを押す。そしてこちらを振り返るとわずかに身を屈め、唇に触れるだけのキスしてきた。

「ちょっ、こんなところで……」

　思わず咎める口調で告げたところ、彼が事も無げに答える。

「俺たちの他には、誰もいないだろう」

「でも、防犯カメラが」

「別に犯罪は犯してないし」

　もう一度キスをされた夏生は、先ほどより長く口づけられて真っ赤になる。

　ようやく唇を離した彼が、吐息の触れる距離でクスリと笑って言った。

「こんなにきれいなのに、夏生は男慣れしていないのが丸わかりで可愛いな」

「誰が男慣れしてないって言いました？　キスくらい、別に朝飯前ですし」

「へえ、そりゃ面白い」

　軽くあしらう口調で言われ、夏生はムッとする。

　やがてエレベーターが三十階に到着し、廊下を進んだ入沢が自宅の鍵を開けた。大理石調の三和土で「お邪魔します」と言って靴を脱ぎ、彼のあとからリビングに入った夏生は、入沢の腕を強く引っ張る。

　そしてこちらを振り向いた彼の唇に口づけた。

「……っ」

　息をのむ入沢の口腔に押し入り、舌を絡める。側面をなぞったり、ざらついた表面を擦り合わせたり軽く吸いついたりすると、彼がキスに応えてきた。

「……っ、んっ、……は……っ」

　まるで意地のように濃密な口づけをするうち、頭がぼうっとしてくる。

　唇がわずかに離れ、なおもキスを続けようとする夏生の肩を押さえて、入沢が楽しそうに笑った。

「夏生は本当に面白いな。妙なところで負けん気を発揮してきて、俺の予想から外れたことをしてくる」

「そういうのは嫌ですか……？」

「いいや。可愛いよ」

　彼はニッコリ笑い、「でも」と言葉を続ける。

「今日は俺の好きにさせてもらおうかな。何しろ一ヵ月ぶりだし」

「あ……っ」

　ふいにお姫さま抱っこの要領で抱え上げられ、夏生はびっくりして入沢の首にしがみつく。

　寝室に運んだ彼が、こちらの身体をベッドに下ろした。そのまま口づけられた夏生は、入沢の身体を受け止める。さっきあれほどキスをしたのに、ずっと彼の熱に飢えていたせいか、欲しいという気持ちが際限なく湧いてたまらなかった。

　入沢の手が胸元に触れ、ふくらみを揉みしだく。少し強めのその力に息を乱し、夏生は足先でベッドカバーを掻いた。そのとき彼がふと微笑む気配がし、夏生は不思議に思って問いかける。

「遼さん……？」

「今日の君はすごくシンプルな服装で、驚いた。前に俺と会っていたときの華やかなＯＬファッションもよく似合っていたけど、たぶんこっちの夏生が素なんだろうな」

　確かに今日の夏生は白いブラウスの上にグレーのカーディガンを羽織り、ベージュの膝下丈のスカートを合わせた、シンプルなスタイルだ。

　普段はこうしたよく言えばベーシックな、悪く言えば地味な服装をしており、同僚の山本から「せっかくきれいなのに、勿体ない」と言われている。夏生はモソモソと言った。

「すみません、今日は普段の恰好で来てしまいました。遼さんはこういう服装のわたしと歩くの、恥ずかしいですよね」

「別に恥ずかしくないよ。君はきれいだからどんな恰好でも似合ってるし、こうして普段の姿を見せてくれるのは、すごくうれしい」

　入沢の言い方が優しくて、夏生はじんわりと心に熱を灯されるのを感じる。

　彼の手がブラウスのボタンを外していき、ブラに包まれた胸のふくらみがあらわになった。谷間に唇を落とした入沢がカップをずらし、先端を口に含む。そのまま音を立てて吸われ、夏生の肌が粟立った。

「あ……っ」

　すぐに硬くなった尖りを、彼の舌が嬲る。

　濡れた舌先で形をなぞられたりやんわりと歯を立てたり、じんと疼痛が走るほどに吸われるのは刺激が強く、夏生は息を乱した。

　やがて入沢がブラのホックを外し、カーディガンとブラウスごと脱がせてくる。だが彼は肘の辺りで脱がせるのをやめ、腕を拘束されたような形になった夏生は焦って問いかけた。

「遼さん、これじゃ動けないんですけど……」

「そうだな。いい眺めだ」

　胸のふくらみをつかみ、改めてじっくりと先端を舐められて、夏生は小さく声を上げる。

　先ほどまでと同じ行為をされているだけなのに、腕を拘束されたことでより淫靡さが増していた。感覚が鋭敏になり、呼吸が乱れて、気がつけば切れ切れに声を漏らしている。

「ぁっ……はぁっ……あ……っ」

　つんと尖って舐めやすくなった先端を、繰り返し舌で嬲られる。

　入沢は執拗に胸しか触らず、夏生はうずうずとしながらささやいた。

「……っ……遼、さん……」

「ん？」

「ぁ、どうしてそこばっかり……っ」

　なぜ胸以外を触ってくれないのか。言外にそう問いかけると、彼がひそやかに笑って言う。

「久しぶりなんだから、全部時間をかけて確かめたいだろう。それに夏生は、少し焦らしたほうが可愛くなるからな」

「ん……っ」

　胸の先端を強く吸われ、ツキリとした痛みに夏生は眉を寄せる。

　その後、入沢は耳元や首筋、みぞおち、腕などをくまなく唇でなぞってきて、ささやかすぎる刺激に煽られた夏生は息も絶え絶えになった。やがてさんざん焦らされたあとにようやく秘所に触れられたが、そこはしとどに濡れて熱くなっている。

「は……っ」

「ああ、……すごいな」

「んん……っ」

　下着越しに割れ目をなぞられ、夏生は居心地の悪い気持ちで足先を動かす。

　恥ずかしくて消え入りたい気持ちがある一方、直に触ってほしい気持ちが募り、身体の奥が期待でわなないた。やがて彼の手がクロッチの横から下着の内部に入り込み、直接秘所に触れてくる。

「あ……っ」

　溢れ出た愛液でぬるぬるになった花弁を割り、入沢の指が蜜口をくすぐってくる。

　たったそれだけの動きでくちゅりと水音が聞こえ、夏生の身体が熱くなった。彼の指が敏感な花芽を探り、押し潰す。その瞬間、甘ったるい快感が湧いて、腰が跳ねた。

「んっ……ぁ、……はぁっ……」

　すぐに硬くなったそこを繰り返し弄られ、断続的にこみ上げる愉悦に夏生は声を上げる。

　腕は相変わらず拘束されたままで、そんな状態で秘所を嬲られていることに、余計に官能を煽られていた。身体が熱くなり、肌がじんわりと汗ばむ。所在なく身をよじった瞬間、入沢の指が蜜口から中に挿入ってきて、夏生はビクッと身体を震わせた。

「んぁっ……！」

　ぬかるんだ隘路はたやすく彼の指を咥え込み、内壁がきつく締めつける。

　ぬめりを纏った柔襞を掻き分けつつ緩やかに指を抽送され、夏生は切れ切れに声を上げた。刺激を待ち望んでいた内部は些細な動きでも快感を伝えてきて、根元まで埋めた長い指で奥をぐっと押し上げられるとたやすく達してしまう。

　絶頂の余韻で震える隘路でゆるゆると指を行き来させながら、入沢が吐息交じりの声で言った。

「ちょっと奥を触っただけで達くなんて、君の身体は本当に感じやすいな。ほら、こんなに濡れてる……」

「あっ、あっ」

　ぐちゅぐちゅと音を立てながら内襞を捏ねられ、夏生は太ももで必死に彼の腕を挟み込む。

　自分だけが一方的に感じさせられるのは嫌なのに、入沢の手管になすすべもなく翻弄され、声を上げることしかできなかった。快感に追い詰められるうちに目が潤み、ポロリと涙が零れ落ちる。

　それを見た彼がハッとした表情になり、動きを止めた。

「少し苛めすぎたかな。泣かせるつもりはなかった、ごめん」

　体内からズルリと指を引き抜かれ、腕の拘束を解かれる。

　入沢の顔を見上げながら、夏生の身体の奥には官能の余韻が燻っていた。彼の手にさんざん乱されたものの、こんなものでは足りない。もっと入沢を感じたい衝動がふつふつとこみ上げてたまらず、息を乱した夏生は腕を伸ばして彼の首にしがみつく。

　そして入沢に顔を寄せ、その唇を塞いだ。

「ぅっ……ふっ、……ん……っ」

　熱っぽい舌を絡め、蒸れた吐息を交ぜ合う。

　彼が応えてきて、口づけはすぐに熱を帯びた。夏生は入沢の肩を押し、彼を押し倒す形で体勢を反転させる。

「……夏生？」

「今度は、わたしの番ですから」

　入沢のネクタイを解き、ワイシャツのボタンをひとつずつ外していくと、引き締まった上半身があらわになる。

　彼の腰に跨った夏生は、硬い胸板や無駄のない腹部を撫で回し、その肌に唇を落とした。何度かついばんだあとで乳首を舐めると、入沢がピクリと身体を揺らす。その反応にうれしくなった夏生は、そのまま硬くなった尖りに吸いついた。

　音を立てて吸い、ときおりやんわりと歯を立てる。すると入沢が腕を伸ばし、こちらの頭に触れて言った。

「そこはあんまり感じないから、もういいよ」

「でも、硬くなってますし。このあいだも思いましたけど、本当は感じてますよね？」

「ただの反射だ」

「そうですか？」

　夏生がわざと乳首を強く吸うと、彼が顔を歪めて「うっ」と呻く。

　そして苦虫を噛み潰したような顔で、こちらを見た。

「……君は」

「反射なのに、うっかり声が出ちゃうんですね」

　思ったとおりの反応を引き出せた夏生は、大いに溜飲を下げる。

　だが入沢のプライドを傷つけるつもりは毛頭なく、それ以上胸を弄るのをやめた。そして腰の位置をずらし、彼のベルトを外す。

　スラックスのファスナーを下ろすと、入沢が既に兆しているのがわかった。下着を下げ、充実した剛直を取り出した夏生は、身を屈めて先端を口に含んだ。

「……っ」

　彼がかすかに息を詰めるのを感じつつ、舌で鈴口をくすぐる。

　くびれた部分をぐるりと舐め、裏筋を舌先でなぞると、屹立が硬度を増した。なるべく深くまで咥えたものの、すべてを口の中に入れるのは難しく、含みきれない部分を手でしごく。

　入沢が心地よさそうな息を吐き、夏生の髪を撫でた。口いっぱいに咥えるのは苦しいが、自分が彼を感じさせているという喜びのほうが強く、夏生の奉仕がますます熱を帯びる。

　だが次第に顎が疲れ、口から出して幹をじっくり舐め上げた。すると入沢が夏生の髪を掻き混ぜ、吐息交じりの声で言う。

「上に乗れるか？」

「……っ」

　思いがけない提案にかあっと頭に血が上ったものの、夏生は何とか頷く。

　スカートと下着を脱いでいるあいだ、彼が自身に避妊具を着けていた。夏生は再び入沢の腰に跨り、剛直の先端を蜜口にあてがう。

「んん……っ」

　亀頭が埋まるのと同時に強い圧迫感をおぼえ、夏生は眉を寄せて小さく呻く。

　じりじりと腰を落とし、幹の部分をのみ込みながら彼を見下ろすと、入沢はこちらに熱を孕んだ眼差しを向けていた。

（あ、見られてる……）

　自ら屹立をのみ込む様子をつぶさに観察されているのを感じ、隘路がきゅうっと収縮する。

　内壁を擦りながら奥へと進む昂ぶりは硬く大きく、すぐに息が上がった。彼の視線にゾクゾクと性感を煽られつつ、夏生はすべてをのみ込んでいく。

　やがて互いの腰が密着し、脈打つ楔が強烈な圧迫感をもたらしていた。浅い呼吸を繰り返しながら、夏生は入沢を見下ろしてささやくように言う。

「……っ……これでいいですか？」

「ああ。いい眺めだ」

　どこか余裕を感じさせる彼の発言に、負けん気を煽られた夏生は、自ら腰を動かす。

　密着した襞が擦れ、硬く充実したものが奥までぬるりと入り込む感覚に、すぐに声が漏れた。動くたびに少しずつ中が馴染み、にじみ出た愛液で動きやすくなる。

　わななく内壁が入沢の太さや形をつぶさに伝えてきて、切っ先が奥のいいところに当たるのがたまらなかった。次第に大胆に腰を揺らす夏生を見つめ、彼がつぶやく。

「たまらないな。いつも澄ましている夏生が、そんなふうに自分で腰を動かしてるなんて」

「……っ……駄目、ですか……？」

「駄目じゃない、大歓迎だ。でもうっかり達ってしまいそうだから、俺も動いていいか」

「えっ？　ぁ……っ」

　そう言って入沢が腹筋を使って上体を起こし、向かい合う形になる。

　彼は夏生の汗ばんだ額に貼りつく髪を優しく払い、甘さを含んだ目で見つめて言った。

「──可愛い。屈託なく素直かと思いきや負けず嫌いで、そのくせ快楽に従順な君に、俺はすっかり骨抜きにされてる。夏生と出会わせてくれた椎谷さんに、逆に感謝しないといけないな」

　そう言って入沢がこちらの腰をつかみ、下から深く突き上げてきて、夏生は「あっ」と声を上げる。

　律動を開始され、その動きに翻弄された。熱く漲った屹立で何度も最奥を突き上げられると、声を我慢することができない。思わず目の前の彼の首にしがみついた途端、胸のふくらみにキスをされ、中がビクビクとわなないた。

「はっ……ぁっ……」

　切っ先が子宮口を押し上げるたびに甘ったるい愉悦がこみ上げ、剛直を受け入れた隘路が際限なく潤んでいく。

　絶え間ない快楽に夏生が喘ぐと、入沢が後頭部を引き寄せ、唇を塞いできた。

「ぅっ……ふっ、……ん……っ……」

　少し荒々しいキスは彼の興奮を示しているようで、夏生はなすすべもなくそれを受け入れる。

　ねじ込まれた舌が口腔を蹂躙し、ときおり強く吸われて、それに呼応した中が肉杭をきつく食い締めた。快楽に追い詰められた夏生は、切羽詰まった声で訴える。

「……ぁっ……遼さん、もう……っ」

「ああ。──俺も達く」

　腰をつかんだ入沢が律動を激しくしてきて、夏生は高い声を上げた。

　繰り返し奥に入り込む硬い楔に、柔襞が絡みつく。断続的に震える内壁は限界が近いのを如実に表していて、溢れ出た愛液で繋がったところから淫らな水音が聞こえていた。

　やがてより深く剛直が埋められ、先端が子宮口を強く押し上げる。その瞬間、夏生はビクッと身体を震わせて達していた。

「あ……っ！」

　一気に強くなった締めつけに、彼がぐっと奥歯を噛み、わずかに遅れて射精する。

　薄い膜越しに感じる熱い飛沫に、夏生は眩暈がするような愉悦を味わった。

「はぁっ……」

　まるで全力疾走したかのように速い心臓の鼓動に、夏生は息を乱す。すると同じく呼吸を乱した入沢が顔を寄せ、キスをしてきた。

「ん……っ」

　先ほどの荒々しさとは打って変わり、快楽の余韻を分け合う甘いキスに、夏生は陶然とした。緩やかに舌を絡めた彼が唇を離し、額を合わせて言う。

「すごくよかった。君に会いに行こうと決めていたが、断られる場合についても想定していたから、また抱くことができて夢みたいだ」

　思いのほかストレートに想いを言葉にしてくれる入沢を見つめ、夏生は面映ゆい気持ちを味わう。

　出会いからして歪で、さまざまな事情が絡み合って拗れた自分たちがこうしているのは、奇跡に近い。ならばせっかく結び直したこの縁を、大事にしたい。幸せな時間が少しでも長く続くよう、努力したい──心からそう思った。

　夏生は目の前の彼を見つめ、想いを込めて言った。

「好きです、遼さん。わたし、遼さんが言うとおり負けず嫌いで素直じゃない部分があるんですけど、なるべく直していきたいと思ってます。だからこの先も、一緒にいてくれますか……？」

「俺は夏生のそういう部分も含めて可愛いと思ってるから、無理に直さなくてもいいよ。ほら、じゃじゃ馬を手懐ける楽しみというか」

「誰がじゃじゃ馬ですか」

　思わず言い返したものの、目が合うとおかしくなり、二人同時に噴き出す。

　入沢が夏生の髪を撫で、笑って言った。

「とりあえず、もう一回抱いていいかな。一ヵ月離れていたから、まだまだ抱き足りない」

「でもわたし、明日も仕事が……」

「朝、自宅まで送っていくよ」
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　──その後、夏生は母親の沙織に電話をかけ、横山が入沢の会社に押しかけて迷惑をかけたこと、そして嘘の内容で自分から金を巻き上げようとしていたことについて追求した。

　すると彼女は、電話の向こうで苛立ったように言った。

『偉そうな口をきくけど、あんた一体誰に育ててもらったと思ってるの。こっちは苦労して成人まで世話してやったんだから、子どもが親に恩返しをするのは当たり前でしょ』

「でもお母さんは、昔からわたしの面倒をほとんど見なかったよね？　ろくに食事も与えず、学校のお金を滞納して、何度も児相の訪問を受けて──高校に入ってからのわたしのバイト代も、ほとんど巻き上げてた。それなのに、事あるごとに『育ててやったんだから』って言うのはおかしくない？」

『……何ですって』

「普通の母親は、娘を騙して五百万円の連帯保証人になんてしない。お母さんはおかしいよ」

　沙織にここまで強く反抗するのは初めてで、夏生は胸がドキドキしていた。

　だがこれ以上搾取されるのは、耐えられない。自分を利用するだけの親なら、もうはっきりと決別するべきだ。

　すると分が悪いと踏んだ沙織は舌打ちし、「もう頼まないわよ」と捨て台詞を吐いて電話を切った。それを横で見ていた入沢が言った。

「大丈夫か？」

「はい。怒って向こうから電話を切ったので、もう連絡してこないと思います」

　夏生が答えながらスマートフォンを置くと、彼が考え込みながら「いや」とつぶやく。

「今は逆切れでそういう発言をしても、ああいう手合いは金に困れば手のひらを返してまた君にたかってくると思う。だから提案があるんだけど、思いきって引っ越さないか？」

「引っ越し、ですか？」

「ああ。今の自宅は向こうに住所が知られていて危険だから、彼らの目の届かないところに転居したほうがいい。そして携帯電話の番号を変えれば、おいそれとは追ってこられないだろう」

　彼の提案には納得できたものの、勤務先に近いところとなると、エリア的には今の住所から離れるのは難しそうだ。それに敷金や礼金、前家賃など、かなりのお金がかかる。

（……貯金を崩さなきゃいけないな）

　夏生が考え込んでいると、入沢が事も無げに言った。

「わざわざ新しい物件を探す必要はない。俺のマンションに引っ越してくればいいよ」

　突然の提案に驚き、夏生は慌てて答えた。

「遼さんのおうちなんて……あの、わたしには分不相応ですし、自分の身の丈に合ったところを探しますから」

「俺のマンションはセキュリティがしっかりしてるし、たとえ居場所を特定されても中には侵入できない。転居先にはうってつけだ」

「でも……っ」

「何より俺が、夏生と一緒にいたい。今は職場が違うから会う時間が限られてるけど、同じ家に住んだら朝晩は確実に一緒にいられるだろう」

　かくして彼の采配であれよあれよという間に引っ越しの手配が進められ、わずか三日後に夏生は入沢のマンションへの転居とスマートフォンの新規契約が完了してしまった。

　改めて見るとかなり広く贅沢な物件で、夏生は気後れしてしまう。通勤時間は以前と比べて若干かかるようにはなったものの、それでも三十分少々なので充分許容範囲だ。

　会社に転居届を出したところ、真っ先に食いついてきたのは案の定山本だった。

「えー、麻布十番に引っ越すなんて、一体何があったんですか？　この辺りって、すっごく家賃が高いところですよね。しかも三十階って、タワマンじゃないですか。尾谷さん、正直に言ってください。彼氏ができましたよね？」

「う、うん。彼のマンションに、一緒に住むことになって」

　有無を言わさぬ口調で問い詰められた夏生は、渋々それを認める。すると彼女は、ショックを受けた顔で言った。

「都心の一等地のタワマンに住む男性なんて、間違いなくセレブじゃないですか。水臭いですよ、そういう人ができたのに言ってくれないの」

「ごめんね。わたしのほうもいろいろあって、ちゃんとつきあうようになったのは最近だから」

「それでいきなり同棲ですか？　あー、うらやましい～」

　そんな山本はかねてから英会話教室の講師である年下男性に熱を上げており、二人で食事に行くのに成功したものの、その後彼が複数の女性とつきあっていることが判明したという。

　どうやら教室の生徒、しかも年上の女性に手を出す常習犯で、ときには金銭も受け取っていたらしい。山本も食事の際にそうしたことを相手から匂わされ、「ふざけないで」と憤慨してお断りしたという。

「英会話教室の上のほうに訴えたら、彼は翌日から出勤しなくなったみたいです。可愛い顔をしてて聞き上手な人でしたから、ついコロッと騙されちゃいましたけど、自分がそうしてカモられる対象になるのってショックです」

　だが落ち込んでいるのかと思いきや、意外にも彼女はその後も英会話教室に通い、スキルアップに努めている。

　驚く夏生に対し、山本はＴＯＥＩＣなど履歴書に書ける実用的な資格を取得できるようになるのが目標だと意気揚々と語った。

「やっぱり中身のない女って、それなりの男しか寄ってこない気がするんですよねー。私自身がクレバーになれば、おのずとハイスペックな人との出会いがあるんじゃないかと思ってるんです。尾谷さんの彼氏さんが霞むような人を捕まえてみせますから、応援してくださいね」

「うん。頑張って」

　一方、入沢は椎谷美咲との縁談が流れたことでしばらく父親と険悪になっていたらしい。

　彼は父親に対し、現在交際している夏生を本当に大切に思っていること、恋愛に興味がなかった自分が唯一心を動かされた女性だということを説明し、理解を求めたという。

「それで、お父さまは何て……？」

「渋面で聞いていた。今後は見合い話を一切受けないと告げたから、父の態度も少しずつ軟化してきている。いつか折を見て紹介するよ」

　その椎谷といえば、恋人と一緒に突然日本を離れ、ちょっとした騒ぎになったようだ。

　それまで親の言うことにおとなしく従っていた娘の出奔に、椎谷夫妻は最初事件性を疑っていたという。だが椎谷本人が空港から電話をかけ、自分には同性の恋人がいるために親の決めた相手と結婚するのは無理であることをはっきり告げた。

　入沢ホールディングスとソムニウム・ソリューションズの業務提携に破談が影響しなかったのは、入沢が椎谷社長に「美咲さん側の事情を、僕はよく存じ上げています」と発言したからだ。

　椎谷社長にとっては娘のプライベートを知られているのは寝耳に水だったようで、最初こそ居丈高に破談の原因である入沢の女性関係を責め立てていたものの、すっかり顔色を失くしていたという。

（椎谷さまが、無事に日本を出られてよかった。ずっと親に押さえつけられて窮屈な思いをしてきたんだから、恋人との暮らしを満喫できていたらいいな）

　入沢と暮らし始めて一ヵ月、最近の夏生はようやく贅沢なタワーマンションに慣れてきた。

　彼は毎日多忙で、朝八時には出勤し、夜は帰宅が早ければ午後六時、遅いときは午後十一時を過ぎることもある。月に二回ほど出張もあるが、同じ家で生活しているおかげでちゃんと顔を合わせられるのがうれしかった。

　その日、午後六時半に帰宅した入沢が、リビングで今日届いた郵便物の束を確認しながら言った。

「夏生、君宛ての郵便物が前の住所から転送されてきてる」

「どこからですか？」

「フェイトプロダクションだ」

　キッチンで夕食の支度をしていた夏生は、手を拭いてリビングに向かう。

　そして封筒を開けて中身を確認し、中に入っていた紙を彼に見せながら告げた。

「契約終了の通知です」

「終了って……」

「実はわたし、半月前にフェイトプロダクションにキャストを辞める旨を申し出ていて、その手続きが完了したんです」

　入沢と正式につきあうことになり、このマンションに引っ越してきてから、夏生の生活は一変した。

　週末はお互いが休みのために一緒に過ごすようになり、それまでのようにフェイトプロダクションの仕事を入れることが難しくなった。今までは沙織に仕送りをする金を稼がなくてはならないという目的があったが、彼女とは決裂して既に打ち切っている。

（それに……）

　前野にはあえて伝えていないが、今夏生が入沢とつきあっている事実は、彼女からすると望ましくないことに違いない。つまりさまざまな事情を勘案し、フェイトプロダクションを辞めるのが最適だと考え、契約終了の手続きをした。

　夏生がそう説明すると、彼が気がかりそうに言う。

「いいのか？　それで」

「はい。案件に関わった遼さんとわたしがつきあっていることがわかれば、きっとプロダクション側はいい顔をしないでしょうし。それに週末は、できるかぎり遼さんと一緒にいたいので」

　学生時代は演劇をすることが楽しく、学校を卒業後はプロの女優になるのは諦めつつも、未練がましくエキストラの仕事を続けていた。

　だが今は環境が変わり、大切なものの優先順位が以前とは違う。紆余曲折を経て恋人になってくれた目の前の入沢を、何よりも大事にしたい。そんな気持ちでいっぱいだった。

　すると彼がこちらの腰を抱き寄せ、微笑んで言う。

「君の女優ぶりはなかなかのものだったが、これからは俺が独占できるわけか」

「お望みなら、どんな女性も演じますよ。可愛いタイプがいいですか、それとも小悪魔タイプ？」

　笑ってそんな返事をする夏生を見下ろし、入沢が答えた。

「一番好きなのは、〝素〟の夏生だよ。いつもニコニコ楽しそうにしてて、酒豪で、ときどき甘えてくる。そんな君を、毎日可愛いと思ってる」

　入沢が夏生の唇に触れるだけのキスをし、すぐにそれが深くなる。

　緩やかに絡められる舌に陶然としつつ、夏生はキスの合間にささやいた。

「遼さん、ご飯の準備が……」

「あとでいいよ」

　再び押し入ってきた舌に息を乱し、二人でソファに倒れ込む。

　改めて見つめ合い、二人同時に笑った。入沢の重みを受け止めながら、夏生は幸せな気持ちで目を閉じる。そして彼がもたらす快楽に、素直に身を委ねた。








嘘と溺愛


腹黒御曹司はかりそめの恋人を離さない
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